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凡例 
１、例文の提示の仕方は『言語研究』に準ずる。また、例文の最後に資料番号を示す。 
例：(1) esi jixa Saku gate-xe-yi e.（0208CY01） 
 今 金 皆 買う-過去-1sg. 終 
 もうお金は皆私が買い物をして使ってしまった。 
 問題となる接辞は下線を引く。資料番号は採録した年、月、言語コンサルタントの略称、ファ
イル番号の順となっている。0208CY01は 2002年 8月に尤翠玉氏の No.1のファイルを指す。
資料番号は資料編で明示する。言語コンサルタントの略称は 1.4で示す。 
２、グロスには、次の表記法を用いた。なお、ホジェン語の定動詞形は非過去形しか持たず、形
動詞形のような過去形と非過去形の対立がない。本稿での「過去」という略称は形動詞形の過去
形を指す。 
格語尾の前、動詞語幹に接続する接尾辞の前、人称語尾の前：「-」 
附属語（小辞）の前：「=」 
略称は各々次のことを指す： 
1sg.→一人称単数、2sg.→二人称単数、3sg.→三人称単数、1pl.→一人称複数、2pl.→二人称複
数、3pl.→三人称複数、定非→定動詞非過去形、形非→形動詞非過去形、過去→形動詞過去形、
副動→副動詞、附属→附属語、命令→命令法、勧誘→勧誘法、否命→否定命令法、否非→否定非
過去形、否過→否定過去形、再帰→再帰人称、使役→使役態、相互→相互態、反動→反動反復体、
恒常→恒常体、趨向→趨向を表す接辞1、終→終助詞、間投→間投詞、 
 先行研究の例文のグロスのつけ方も上に従う。会話の中から選んだ例文は場合によって訳の中
で前後の文脈や背景を説明することがある。 
３、本稿のグロスに関しては、必ずしもホジェン語とグロスが一対一に対応していない。特に多
義語の場合（例えば：aci「合う、いける、あたる、正しい」や xesu「言う、話す」など）、それ
ぞれの文脈にふさわしい訳をつけてある。 
４、例文の中に出た中国語は単語など短いもの、また、ホジェン語に定着していると思われるも
のはローマ字に転写し、斜体で示す。長い文などは漢字で表記する。 
５、molxoN、malxoN のようながゆれがある語は聞こえた音のままに書いた。したがって、同
じ単語でも、形が違う場合がある。 
６、中国語文献は筆者訳による。 
 
                                                  
1 第Ⅱ部 3.2.3.3を参照。 
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第 1章 序論 
 
1.1 ホジェン人とホジェン語 
 ホジェン語は、中国黒龍江省に住むホジェン人によって話されている言語である。ホジェン人
は中国では赫哲族と呼ばれている。主に黒龍江省黒龍
ヘーロン
江
ジャン
流域の同江
トンジャン
市街津
ジェジン
口
コー
郷、八岔
バーチャー
郷、烏蘇里
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江
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河
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郷四排
スーパイ
村に住んでいる。また、わずかだが松
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花 江
ファージャン
流域の樺
ファー
川
チュアン
、富
フー
錦
ジン
、
黒龍
ヘーロン
江
ジャン
流域の撫
フー
遠
ユェン
などの県及び佳木斯
ジ ャ ム ス
市に住む人々もいる。 
 ホジェン人には na nio, na b«i , na naiという三つの自称がある（naは土地、nio、b«i、nai
は皆「人」という意味である）。また、安（1986）によれば、na nio, na b«i , na naiはまたス
ンガリ川沿岸の勤得利を境にし、上流の人はキーレンとも自称し（na nio,na b«iを両方含んでい
る）、下流の人はヘジェンとも自称する（na nai）。また、ホジェン語にはキーレン方言とヘジェ
ン方言の二つの方言があり、この両方言の名称も両方言を話す人の自称であるという。尤、傳
（1987）の記述では、ホジェン語には三つの方言がある。富錦の北の地域では松花江下流に沿
い一つの方言が話され、勤得利から富錦と同江の境まではキーレン方言が話され、黒龍江下流と
烏蘇里江流域ではへジェン方言が話されているという。方言に関して両者の記述は異なっている。
筆者の調査では、安（1986）で記述された同じキーレンと自称する na nioと na b«iの言葉は語
彙や文法において若干差があることが観察された。したがって、キーレン方言はさらに下位分類
できると考えられる。このことについては、第Ⅱ部 6.3でまた触れる。 
 ホジェン人の人口は、1982年の統計によれば、1,450人。安（1986:1）によると、当時 55
歳以上の者はまだホジェン語で会話ができ、40歳以上 55歳以下の者は聞き取りか、簡単な会話
ができるのみで、30歳以下の者はホジェン語に対してほとんど無知な状態であった。2000年の
統計によれば、人口は 4,640 人、また、2001 の統計によれば、母語話者数は 19 人である。2
つの方言それぞれの話者数の内訳はこれらの統計では明らかでない。2005年 9月現在、街津口
郷におけるホジェン語の使用状況は、流暢に日常会話ができるのが4人（年齢はそれぞれ78歳,75
歳,70歳,59歳）で、聞き取りか簡単な会話ができるだけなのが 4人（年齢はそれぞれ 65歳,65
歳,60 歳,50 歳）である。ほかに、子供の時にホジェン語の環境で育ち、潜在的な能力を持って
いる者が数人であると推測されるが、それらの人々も 60歳代になると考えられる。 
 ホジェンは漢字で「赫哲」と書かれる。清代初期、ホジェン人の住む地域は「呼爾哈
フ ル ハ
部、窝集
ウ ジ
部、
瓦爾喀
ワ ル カ
部、使
シ
犬
チュアン
部、薩哈
サ ハ
林
リン
部」などと呼ばれていた。赫哲という表記は康熙二年（1663 年）
の『清聖祖実録』に初めて見られる。その後、1934 年に凌純声が『松花江下游的赫哲族』の中
で「赫哲」という表記を用いたことから、この表記が広く使われるようになった。1809 年、間
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宮林蔵が黒龍江下流域を訪れた時に会った「官夷」は三姓（現在の依
イ
蘭
ラン
）からやってきたホジェ
ンの役人のことだと思われる。当時、三姓から毎年、清朝の命を受けた官夷が黒龍江下流域の一
地点に出張して、アイヌを含む周辺諸民族から朝貢品の貂皮を徴収していた。また、ここでは各
民族間の交易も行われていた。毛皮の徴収にあたった官夷はホジェン人であり、周辺諸民族と清
政府を結びつける重要な役割を果たしていたのである。三姓という地名の由来についても、清代
初期にホジェン人の中の三氏族がここに移されたため、三姓の名がおこったという説がある。劉
（1981）によると、康熙初年（1662 年）、三姓地域のホジェン人口は 12,000 人で、民国初年
（1912 年）、松花江と混同江南岸のホジェン人の人口は少なくとも 1,200 人、烏蘇里江西岸で
は 300～400人であった。1930年、凌純声が松花江と混同江沿岸ホジェン人の調査を行ったと
きには、当時の人口は 780人で、烏蘇里江西岸の約 400人と合わせると 1,200人であった。1945
年には 300人になったという数字をあげている。現在ホジェン人は依然中国 56民族の中で最も
人口の少ない民族の一つとして知られている。ホジェン語も母語話者数が 20 人を下回るような
消滅の危機に瀕した言語となっている。 
 ホジェン語は系統的にツングース諸語に属している。Ikegami（1974）によれば，ツングース
諸語は主に音韻対応にもとづいて以下のような 4つのグループに分けられる。 
 第Ⅰ群 エウェン語，エウェンキー語，ソロン語，ネギダル語 
 第Ⅱ群 ウデヘ語，オロチ語 
 第Ⅲ群 ナーナイ語，ウルチャ語，ウイルタ語 
 第Ⅳ群 満州語，女真語 
 長い間ホジェン語はナーナイ語の方言と見なされてきた。しかし、ホジェン語の系統問題につ
いて、風間（1996:136）は次のように述べている。 
「音韻対応の面からは系統的にⅡ群に近いと考えられるヘジェン語だが，他の面,特に他言語から
の影響を受けやすい文法面などにおける現在の共時的な状況は，Ⅱ群よりもⅠ群やⅢ群に近い特
徴を示す点があるようだ．したがってツングース諸語におけるヘジェン語の正確な位置づけはな
お慎重を要する問題である．」 
 
1.2 ホジェン語研究史概略 
 凌（1934）は、民族学者である著者が 1930 年春から三ヶ月にわたり、松花江下流の依蘭か
ら撫遠までの地域に居住するホジェン族について行った調査に基づく民族学的な記述の文献であ
る。言語についての記述は全体の二割しか占めていないが、初めてのホジェン語の記述として、
大変貴重な価値を持つものである。そして、19 篇の物語も付録されている。ただし、どの方言
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についての記述を行ったかは明記していない。例文などを見ると、いくつかの方言が混ざってい
ることが見られ、取り扱うには注意が必要であると思われる。凌（1934）については第Ⅱ部 6.3
でまた触れる。 
 安（1986）は、著者が 1982 年と 1983 年に行った二回の調査に基づいて書いたホジェン語
についての文法概説書である。キーレン方言を記述したものである。調査地は主に黒龍江省同江
市街津口郷である。上述したように、安（1986）は na nio,na b«iの話す言葉は同じキーレン方
言に属すると見なしている。したがって、安（1986）の記述は na nioと na b«iの言葉が混ざっ
ている可能性がある。本稿では各々の箇所で指摘する。安（1986）には、豊富な語彙と例文が
載っている。キーレン方言とヘジェン方言の差についても、語彙、文法の面において若干触れて
いる。 
 尤・傅（1987）はホジェン語の話者による記述である。これもキーレン方言を記述したもの
である。具体的な調査地は明示されていない。これには、豊富な例文、会話集、物語などが収め
られており、資料として十分な価値を持つものである。 
 Zhang et al.（1989）もキーレン方言を記述したものである。調査地は明記されていない。本
書の中の例文のネイティブチェックを行ったのは、上記尤・傅（1987）の著者の一人である尤
志賢氏である。語彙が付録されている。 
 日本で書かれたものとして、津曲（1993）、風間（1996）、田村（2003）、于（2005）が挙
げられる。津曲（1993）は形態的な面における満州語のホジェン語に対する影響について論じ
ている。風間（1996）は上で述べたように、祖語における＊u、＊p-、＊x-などに関する音韻
対応という基準を用いて、ホジェン語はナーナイ語の方言であるよりも、ウデヘ語、オロチなど
が属する第Ⅱ群に近いことを論証した。資料として凌（1934）、安（1986）、Zhang et al.（1989）
が取り扱われた。田村（2003）は公刊された民話テキストに基づいてホジェン語のいくつかの
格接辞の機能を明らかにし、また再帰所有接辞の存在を立証したものである。于（2005）はホ
ジェンの叙事詩―イマカンについての論著であるが、ホジェン語の音素と文法についても若干触
れている 
 また、風間（1996）によれば、ロシア側では Sunik（1958a）があり、Sunik（1958b）には
これを短縮したものが転載されているという（筆者未見）。 
 
1.3 本稿の目的 
 上記の中国側の先行研究は、凌（1934）を除いて、全部キーレン方言を記述したものである。
同じ言語の同じ方言を記述したものであるにもかかわらず、互いに食い違う部分が数多くある。
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それは記述の仕方の違いによるものか、著者の問題意識の差によるものと思われるが、とにかく、
ホジェン語の文法の全体像は非常に不透明である。特に動詞の構造において、先行研究の記述で
はその体系が大変分かりにくいと思われる。本稿の目的はホジェン語の動詞構造を明らかにする
ことである。その前に問題の多い音韻論について検討する。本稿は 2 部からなる。音韻論では、
先行研究、音素、音節構造、母音調和、アクセントについて記述を行う。動詞論では、屈折接辞、
派生接辞、自他交替、統語論的アスペクト形式とそれによる動詞のタイプ、動詞に関わるその他
の問題（出名動詞に関わる派生、附属語（小辞）、方言差）などについて記述を行う。 
 
1.4 資料、言語コンサルタント 
 本稿で使用した資料は次にあげる先行文献と筆者が 2002年 8月、9月、2003年 8月、2004
年 8月、2005年 2月、2005年 9月の 6回にわたって、中国黒龍江省同江市街津口郷で採録し
たデータである。 
a. 凌純声（1934）『松花江下流的赫哲族』（例文の引用の際、Lと略記） 
b. 安俊（1986）『赫哲語簡志』（例文の引用の際、Aと略記） 
c. 尤志賢、傅万金（1987） 『簡明赫哲語漢語対照読本』（例文の引用の際、Yと略記） 
d. Zhang Yanchang,Zhang Xi&Dai Shuyan（1989）、 The Hezhen language（例文の引用の 
   際、Zと略記） 
 
 本稿では、次の四人の言語コンサルタントから得たデータを扱う。 
 何井山氏 男性、1930年富錦生まれ。1938年宝
バォ
青
チン
に引越し、1947年軍隊に入る。1955年
饒河に移り、1957年八岔で結婚し、1970年楽業に移り、1972年から街津口に定住する。キー
レン方言を話すが、自分の話す言葉は街津口の言葉とはすこし違うという。「人」のことは街津口
ではnioというが、何氏の言葉ではb«iという。まさに上述の安（1986）で記述されたna b«iと自
称する人である。何氏は幼くして父親をなくし、母親に育てられた。自分の出身地の地域のホジ
ェン人は「狍皮鞑子」と呼ばれており、街津口のほうのホジェン人は「魚皮鞑子」と呼ばれてい
たという。父親は狩に行っていたが、何氏自身はずっと漢族と同じような暮らしや仕事をしてい
た。17 歳軍隊に行ってから、ほとんどホジェン語を話さなくなった。本人は自分がホジェン語
を忘れてしゃべれなくなっているというが、筆者の印象では十分話せると思われる。結婚相手董
雲芝氏は八岔出身であり、自分の出身地で話される言葉と何氏の話す言葉とは相当異なり、通じ
ない場合が多いという。安（1986）で記述されたna naiと自称する人だと思われる。董氏自身は
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自分の方言を聞けば理解できるが、自分では簡単な挨拶と単語しか話せないという。家庭の中で
は中国語で会話を交わす。 
 尤翠玉氏 女性、1927 年勤得利生まれ、1944 年（17 歳）結婚し、八岔に移住する。1950
年洪水が起き、勤得利に移住する。1965 年街津口に定住する。キーレン方言を話す。尤氏は大
変な物知りで、ホジェン語の保持状況も最も良い。中国語との完璧なバイリンガルで、筆者が言
った中国語の文をすぐに訳せる。魚皮衣や保存食の製法、昔の民間療法などたくさんのことを教
えてくださった。それらは貴重な民族学的な資料にもなると思われる。 
 尤文蘭氏 女性、1946年八岔生まれ、尤翠玉氏の長女である。1950年勤得利に移住し、1965
年から街津口に住む。キーレン方言を話す。ホジェン語は結婚後に夫の祖母に習ったという。子
供のころ、家の中で、父母がホジェン語で会話を交わすのを聞いていたが、ほとんど話せなかっ
た。19 歳で結婚した後ホジェン語しかできない夫の祖母と一緒に暮らし、生活していく上で覚
えざるを得なかったという。この年齢で、流暢に、不自由なくホジェン語で話せるというのは非
常に珍しいケースである。ただし、「何とか祖母とコミュニケーションができればいい」という情
況で話せるようになったので､場合によって、中国語を直訳する傾向がある。尤翠玉氏と比べてみ
ると、ホジェン語の本来の特徴は薄れている傾向が見られる。尤氏は祖母からいくつかの民話を
教わった。それを語ってくださった。 
 尤金玉氏 男性、1935 年街津口の近くの哈魚
ハ ユ
に生まれた。幼少期に両親と死別し、祖母に育
てられた。6 歳のとき、日本軍によって三
サン
部落
ブ ラ ウ
に三年間追放されたことがある。1944 年饒河に
移り、1954（19歳）年に、富錦出身の何淑珍氏と結婚し、同年街津口に定住する。現在も夫婦
間でホジェン語による会話を交わすことが多い。ただし、奥さんの言葉との間に多少差があると
いう。尤氏は漁や狩の経験がとても豊富である。漁、狩、獣皮衣、魚皮衣の製法、家の作り方な
どを語ってくださった。それらは民族学的にも貴重な資料になると思われる。 
 上記の四人の話者を資料番号の中で､それぞれ JS, CY, WL, JYと略記する。本稿はキーレン方言
の最も流暢な話者である尤翠玉氏から採録したデータをメインに扱う。尤文蘭氏、尤金玉氏のデ
ータも少し扱う。両氏は尤翠玉氏と同じ方言を話すと思われるが、個人差が見られる。各々の箇
所に明示する。何井山氏は他の三人の言葉と少し違いが見られる。例えば：定動詞の体系、若干
の語彙。本人も奥さんの出身地の言葉とほとんど通じないが、街津口の言葉とはほとんど同じだ
と言っている。たった一人のデータからそれが方言差であると判断することはできないので、現
段階では結論をつけずに、第Ⅱ部 6.3方言差の節でその違いを明示する。 
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第 2章 音韻論 
 
 これまでのホジェン語の音韻論についての研究には、数多くの相違点が見られる。もちろん表
記もまちまちである。本章では安（1986）、尤・傅（1987）、Zhang et al.（1989）の研究の問
題点を指摘し（于（2005）についても少し触れる）、音素体系、音節構造、母音調和、アクセン
トについて述べる。最後に先行研究と筆者の音韻表記の対応表を提示する。本章で先行研究を引
用する際には、それぞれの表記をそのまま引用するが、第Ⅱ部からは全部筆者の表記を用いる。
なお、音韻形式の/ /は略く。音声形式は[ ]で囲む。 
 
2.1 先行研究 
2.1.1 音素体系 
2.1.1.1 母音 
 
安（1986） 
 単母音a、i、u、«、o、y、¿の 7個。 
 二重母音ai、ao、«i、«o、ia、i«、io、iu、ua、ui、uo、oi、ya、y«の 14個。 
 三重母音iao、uaiの 2個。 
 
尤・傅（1987） 
 単母音a、i、u、«、o、yの 6個。 
 二重母音ai、au、«i、«u、ia、i«、ił、iu、łi、łu、ua、u«、uiの 13個。 
 三重母音iau、uaiの 2個。 
 
Zhang et al.（1989） 
 単母音a、i、u、«、ł、yの 6個。 
 二重母音i«、ia、ił、iu、ai、au、«i、«u、ui、の 9個。 
 
于（2005） 
 単母音a、i、u、e、oの 5個を認め、二重母音や三重母音を認めていない。 
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2.1.1.2 子音 
 以下に、先行研究の子音音素体系を示す。 
 
安（1986） 
 b、p、d、t、d、t§、dü、tß、dz、ts、 g、k、G、q、m、n、N、r、f、s、、§、ß、x、X、w、 
 j、lの 28個。 
 安（1986）は 28個の子音を認めている。破裂音と破擦音は皆無声音であり、有気と無気の対
立がある。（表記上では有気音を IPAの無声音記号で表し、無気音を有声音記号で表している。）
sが母音間に現れるとき、［s］~［dz］の自由変異が見られる。ßが母音間に現れるとき、［ß］~［ü］
の自由変異が見られる。gが音節末しかもdの前に現れるとき、［g］~［Ä］の自由変異が見られる。
Xが母音間に現れるとき、［X］~［Ò］の自由変異が見られる。 
 
尤・傅（1987） 
 p、p'、t、t'、dZ、dZ '、tS、tS '、k、k'、m、n、N、r、f、s、§、ß、x、w、j、lの 22個。 
 尤・傅（1987）は 22個の子音を認めている。破裂音と破擦音は皆無声音であり、有気と無気
の対立がある。 
 
Zhang et al.（1989） 
 p、b、t、d、dü、tß、g、k、x、m、n、N、f、s、ß、r、l、j、wの 19個。 
 Zhang et al.（1989）は 19個の子音を認めている。破裂音と破擦音は無声音である、有気と
無気の対立があるように書かれている。（表記上では有気音を IPA の無声音記号で表し、無気音
を有声音記号で表している。） 
 今までの先行研究では、音声実現ルールについては少ししか記述されていないが、Zhang et al..
（1989:11-12）はこれまでのものより詳しく記述している。例えば： 
 düは[tß]～[tS]の自由変異があり、[tS]は母音 iの前だけに現れる。 
 tßは[tß']～[tS']の自由変異がある。 
 ßは[ß]～[§]の自由変異がある。 
 gは有声音の間に現れるときは音声的に[g]と、後舌母音の前に現れるときは[q]と実現し、その
他の環境では[k]と実現する。 
 kは後舌母音の前に現れるときは[q']と実現し、その他の環境では[k']と実現する。 
 xは後舌母音の前に現れるときは[X]と実現し、その他の環境では[x]と実現する。 
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 于（2005） 
 p、b、t、d、tß(j)、tß’(c)、g、k、x、m、n、N(ng)、f、s、r、l、y、wの 18個 
 
2.1.2 音節構造 
 安（1986） 
 音節構造には六つの型がある。 
（1）V  例：iÖXan「牛」、aÖXa「奴隷」、aiÖßin「金」、«iÖt«n「すべて」 
（2）VC 例：abÖqa「空」、«mÖx«「姑」、urÖg«「重い」、arÖGa「方法」 
（3）CV 例：d«Ör«「机」、saÖbu「靴」、tiÖra「きつい」、XoÖlo「偽り」 
（4）CVC 例：bitÖxa「本」、malÖXun「多い」、g«rÖbi「名前」、tonÖdo「まっすぐ」 
（5）VCC 例：abtÖX«「鮒」、«rgÖtßin「居眠り」、«rxÖßijin「息をする」、 
    iaXsÖtßijin「くしゃみする」 
（6）CVCC 例：daltÖqu「前掛け」、XartÖqu「鯉」、foltÖqu「穴」、labtÖq«「刺身」 
 
 尤・傅（1987） 
 二重母音を二音節 VV の例として挙げている。語頭に立つ子音のクラスターは三つまで認めて
いる。例：tS'rk'u「糸繰り車」 
（1）VV  例：u«「波」 
（2）VC 例：fa「窓」 
（3）VCV 例：ama「父」 
（4）VCCV 例：ap'k'a「宇宙」 
（5）CVC 例：słN「たる木」 
（6）CVCV 例：puta「ご飯」 
（7）CVVC 例：m«uN「銀」 
（8）CCCV 例：tS'rk'u「糸繰り車」 
 
 Zhang et al.（1989） 
 音節構造に関しては、五つの型を挙げている。 
（1）V  例：uÖßin「畑」 
（2）CV 例：ba「空」 
（3）VC 例：amÖN«「口」 
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（4）CVC 例：fatÖx«「蹄鉄」 
（5）CVCC 例：laptÖk«「刺身」 
 
 于（2005）は音節構造について言及していない。 
 
2.1.3 アクセント 
 安（1986:13）は次のように述べている。「アクセントは強さアクセントである。すべて単語
の一音節目にストレスがかかり、固定アクセントである。語尾が活用変化して、音節が四つ以上
になった場合、第二アクセントが現れる。それは後から二番目の音節にある。」 
 尤・傅（1987:8）は次のように述べている。「二音節語のアクセントは一音節目にある。三音
節、四音節語の場合は、アクセントは一音節目にあり、第二アクセントは三音節目にある。」 
 Zhang et al.（1989:15）はアクセントは一音節目にあると記述している。 
 于（2005）はアクセントについて触れていない。 
 
2.1.4 母音調和 
安（1986） 
 「ホジェン語の母音調和という特徴（特に、語幹と接辞の間の母音調和）は厳密に守られなく
なっているがまだ残っている。母音は男性母音a, o, ¿、女性母音«、中性母音i, u, yの三種類に分か
れる。原則として、男性母音は男性母音と調和する。ただし、oの後には¿が現れない。女性母音
は女性母音と調和するが、« がa, oの後に現れる場合は中性母音となる。中性母音はすべての母音
と調和できる。ただし、i, uの後にo, ¿は現れないし、yの後にo, ¿, yは現れない。また、語幹と接
辞の間にも母音調和が見られる。接辞に現れる母音は男性母音a, o、中性母音i, uと女性母音«があ
る。接辞の母音は語幹の母音と調和する。」（安 1986:13） 
 
尤・傅（1987） 
 「母音は男性、女性、中性と三種類に分かれる。男性母音：a, ł、女性母音：«、中性母音：i, u, y。
男性母音は男性又は中性母音と調和できるが女性母音とは調和できない。女性母音は女性又は中
性母音と調和できる。母音調和には次の四つの形式がある。1)同性同音調和。例：ap'k'a「宇宙」。
2)同性音調和。例：k'łt'a「喉」。3)異性母音調和。例：malxuN「多い」。4)母音の性別で人や動物
の性別を表すことがある。例：ama「父」、«ni«「母」。」（尤・傅（1987:9）） 
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Zhang et al.（1989） 
 Zhang et al.（1989:12-14）では、ホジェン語の母音を三つのクラスに分けている。i, u, y
が一つのクラスを形成し、a, « が一つのクラスを形成する。łはさらに別のクラスを成す。i, u, y
はお互いに共起できるだけではなく、他の母音とも共起できる。次の四つのルールがある。1)i
とłは同一の語に現れるときに、順番はł+iとなる。2) yと aは同一の語に現れるときに、順番は
a+yとなる。3) yと«は同一の語に現れるときに、順番は y+«となる。4) yとłは同一の語に現れ
るときに、順番はł+y となる。また、ł と a, « は共起できない。a と« は同一の語に現れるとき
に、順番は a+«となる。なお、中国の音韻学者は伝統的に i, u, yを中性母音、ł を女性母音、a, « 
を男性母音と呼んでいると記述されている。 
 于（2005）は母音調和について言及しなかった。 
 
2.1.5 先行研究の問題点 
1)音素 
 まず単母音について、安（1986）は 7つ、尤・傅（1987）は 6つ、Zhang et al.（1989）
は 6 つ、于（2005）は 5 つとなっている。筆者の調査では、安（1986）で記述された¿が母音
連続io[ił]と対立を成さないことが分かったので、¿を母音連続ioとして処理する。また、安（1986）、
尤・傅（1987）、Zhang et al.（1989）で記述されたyは母音連続iuと対立を成さないため、yを
母音連続iuとして処理する。 
 子音について、安（1986）は 28個、尤・傅（1987）は 22個、Zhang et al.（1989）は 19
個、于（2005）は 18 個となっている。他の先行研究より安（1986）の子音音素の数が断然多
いのは、異音を独立した音素として認めているからである。具体的に言うと、安（1986）で記
述されている無気そり舌音dと無気硬口蓋音dü、有気そり舌音t§と有気硬口蓋音tß 2、無気軟口
蓋音gと無気口蓋垂音G、有気軟口蓋音kと有気口蓋垂音q、無気歯茎破擦音dz、歯茎摩擦音sと硬
口蓋摩擦音ß、軟口蓋摩擦音xと口蓋垂摩擦音Xはそれぞれ同一音素の異音であると思われる（表
1、2、3、4 を参照）。また、有気歯茎破擦音ts、無気歯茎破擦音dzとそり舌摩擦音は中国語か
らの借用語にしか現れないため、ホジェン語の固有音素としては考えられない。これらの阻害音
については、先行研究のうちZhang et al.（1989）の記述がより妥当であると思われる。Zhang 
et al.（1989）ではそり舌音、口蓋垂音及び歯茎破擦音を認めていない（2.6 の音韻対応表を参
照）。于（2005:78）は「表記に必要な文字は、先行の研究者三人3の単語も参考にして決定した。」
                                                  
2 これらに関して、尤・傅（1987）も同じことが言える。 
3 凌（1934）、安（1986）、尤・傅（1987）の三人である。（注釈は筆者による。） 
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とあり、Zhang et al.（1989）については触れなかった。于（2005）が三つの先行研究を比較
して出した結論はZhang et al.（1989）のものと近いものになっている（2.1.1.2を参照）。筆者
の調査に基づいた子音音素体系はZhang et al.（1989）のと一番近い（19個）。ここでは、先行
研究との違いを 3点指摘しておき、詳しい記述は 2.2.2で行う。 
①破裂音と破擦音は無気と有気の対立ではなく、有声と無声の対立である。 
②破擦音について、Zhang et al.（1989:11）では、「düは[tß]～[tS]の自由変異があり、[tS]は母
音 iの前だけに現れる。tßは[tß']～[tS']の自由変異がある。」（筆者訳）とあるが、筆者の調査では
音価は[dZ]、[ tS]であり、話者によっては、[dZ]～[dü]と[ tS]～[tß]の自由変異がある。上で述べ
たように、安（1986）の阻害音の体系は複雑になっている。以下に安（1986）の破擦音と筆者
の調査の対応（表 1）、軟口蓋破裂音、口蓋垂破裂音（表 2、3）、軟口蓋摩擦音、口蓋垂摩擦音（表
4）の分布について見る。 
 
安（1986） 尤翠玉氏 尤金玉氏 
daqun「八」 [dZakun] [düakun] 
d«fu-「食べる」 [dZ«fu] [dZ«fu] 
s«d«n「車」 [s«dZ«n] [s«dü«n] 
dolu「石」 [dZolo] [düolo] 
sundüa「五」 [sundZa] [sundüa] 
düixa「金」 [dZixa] [dZixa] 
düytin「二番目」 [dZutin] [düutin] 
düo「家」 [dZł] [düł] 
t§ut§a「鞭」 [tSutSa] [tßutßa] 
tßarmi「茶碗」 [tSarmi] [tSarmi] 
tßumk«n「指」 [tSumk«n] [tßumk«n] 
tßik«「尿」 [tSik«] ―――― 
tßyNuru「臍」 [tSłN«r«] [tßłNłrł] 
tß¿Nkin「のみ」 [tSunkin] [tSunki] 
tßoN buda「粥」 [tSłmł] [tßłN] 
表 1 安（1986）の破擦音と李の調査との対応 
 
 安（1986）でのd、düは尤翠玉氏の場合、どの環境でも[dZ]という音になっており、t§、tß
 18
はどの環境でも[tS]という音になっている。尤金玉氏の場合は[dZ]～[dü]と[ tS]～[tß]の自由変異
が見られる。筆者は[tßumk«n]を[tSumk«n]で発音して、尤金玉氏に判断してもらったが、同じだ
という。恐らく、安（1986）は何人かの話者の発音を混ぜて記述したか、同じ話者の自由変異
を独立した音素として立てたため、破擦音の体系が複雑になったと考えられる。 
 次の表 2、3、4は安（1986）の破裂音 g, G, k, q、摩擦音 x, X が各母音の前ので分布を示す
ものである。安（1986）から二語ずつピックアップした。空白となっている部分は子音と母音
の組み合わせの語は見つからなかったことを示す。 
 
 a i u « o 
gaki「カラス」 ulgian「豚」 m«Ngun「銀」  t«rg«l«「服」 golo「国」 g 
  ilga「花」 giutßin「のろ鹿」 gulmaXun「兔」 g«g«「姉」 goro「遠い」 
Gaiqan tßumken 
「小指」 
 Gunadü« 
「若い娘」4
Gor mafa 
「母方の祖父」5
G 
 Gabta「射る」6
 
 
 
 
表 2 安（1986）の無気軟口蓋破裂音と無気口蓋垂破裂音の分布 
 
                                                  
4 「若い娘」というのは安（1986）に記述された意味である。尤翠玉氏にこの語の意味をたずね
てみると、「若い娘」ではなく、「小姑」であるという。この語に関して方言差が存在すると考え
られる。なお、尤氏に「若い娘」を聞くとasen xiteと答えられた。 
5「母方の祖父」というのは安（1986）に記述された意味である。尤翠玉氏に「母方の祖父」を
聞くと、gufaと答えられた。安（1986）で挙げられたGor mafaについて意味を聞くとわからない
という。 
6 尤翠玉氏にGabtaの意味を聞くと、このような単語を聞いたことがないという。また、「射る」
は何というかと聞くと、garfuであると答えられた。 
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  a i u « o 
ukatßi-「遊ぶ」  inaki「犬」 bulku「鏡」 urk«n「山」 k 
 kaiXuil« 
「会議する」 
 l«luki 
「狼」 
kum«k« 
「虱」 
«lk« 
「ゆっくり」 
 
 tuqal«「土」 kialqu「盲人」  talq«「刺身」 t¿qo「鶏」 q 
qai bula「刺」 
 
qumaq«「鹿」 labtq«「刺身」  iniN toqon 
「正午」 
表 3 安（1986）の有気軟口蓋破裂音と有気口蓋垂破裂音の分布 
 
 a i u « o 
f«rxi「北」 nylxun「なめらか」 m«ix«「蛇」 x   
 xit«「子供」 uxum«「叔母」  bitx«「本」 
  
 jaXa「石炭」 malXun「たくさ
ん」 
 iX«n「熟した」 ßoXolo「物語」 X 
 iXan「牛」 
 
 omXu-「忘れる」 abtX«「ふな」  Xonin「羊」 
表 4 安（1986）軟口蓋摩擦音、口蓋垂摩擦音の分布 
 
 表 2、3、4から、安（1986）の破裂音と摩擦音は相補分布していることが見て取れる。した
がって、gと G、kと q、xとXはそれぞれ同じ音素の異音であると考えられる。 
③Zhang et al.（1989:11）では「ßは[ß]～[§]の自由変異がある。[§]は«の前或いは音節末に立つ。
[atß'ir§«n] 【いけない】、[u§q'uli] 【小さい】」（筆者訳）とがある。ßが現れる環境は全部母音i
の前で、筆者の記述ではこれをsの異音とする。また、ここで言う[§]は別のsと対立を成す音素S
とみなし、筆者が確認できた音価は[S]である。7。 
音素 異音 語例 
s [s] [s«l«]「鉄」、[s«]「年」 
 [z] [x«zu]「話す」、[k'uzUNk'i]「力」 
ß [ß] ßi「あなた」、ßiks«「昨日」 
 [§] [atß'ir§«n]「いけない」、[u§q'uli]「小さい」 
                                                  
7 于（2005）ではこれを独立した音素とみなさず、syで標記すると書かれている。 
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表 5 Zhang et al.（1989）の sとß 
 
音素 異音 語例 
s [s] sabe[sab«]「靴」、sele[sel«]「鉄」、suke[suk«]「斧」、soNo[słNł]「泣く」 
 [ß] si[ßi]「あなた」、sikse[ßiks«]「昨日」、masi[maßi]「丈夫」 
 [z] use[uz«]「種」、xesu[x«zu]「話す」、gisun[gizun]「言葉」 
S 
 
[S] Saku[Saku]「みな」、miSiki[miSiki]「這う」、buSuku[buSuku]「鬼」、 
-Se-[S«]「否定非過去形」、Soloxte[Słlłxt«]「腸」、uSkale[uSkal«]「掻く」、 
表 6 李の sと S 
2)音節構造 
 音節構造に関しては、安（1986）と Zhang et al.（1989:11）は語頭に立つ子音を 1つだけ
認めている。音節末の子音のクラスターは2つまで認めている。二重母音を数多く立てたためか、
母音連続を認めていないように見られる。 
 尤・傅（1987）は二重母音を二音節 VVの例として挙げている。語頭に立つ子音のクラスター
は 3 つまで認めている。例：tS'rk'u「糸繰り車」。しかし、筆者の調査ではtS'とrの間に母音iuが
確認された。 
 
3)母音調和 
 三つの先行研究とも母音調和を認めており、各々の母音調和に基づく母音の分類は以下のとお
りである。 
安（1986）男性母音：a, o, ¿、女性母音：«、中性母音：i, u, y 
尤・傅（1987）男性母音：a, ł、女性母音：«、中性母音：i, u, y 
Zhang et al.（1989）男性母音：a, «、女性母音：ł、中性母音：i, u, y 
 安（1986）と尤・傅（1987）の記述がほぼ一致している（母音音素の数の問題を除けば）。
Zhang et al.（1989）は«を男性母音とし、łを女性母音として、両者と大きく違っている。他の
母音調和を持つツングース諸語においては、a, łが男性母音、«が女性母音、i, uが中性母音となっ
ている（それぞれの言語においての母音の数が完全に一致していないが）。それらの研究を参照す
ると、Zhang et al.（1989）でのグループ分けが問題があるように思われる。また、母音調和を
記述する箇所でłと«が同一の語の中で共起しないように書かれているが、他の箇所で挙げられて
いる語例の中に、łと«が同一の語の中で共起する例が見られる。例えば：łrłkt«「草」（Zhang et al.
（1989:15））など。 
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 2.1.4 でも述べたように安（1986:13）は「ホジェン語の母音調和という特徴（特に、語幹と
接辞の間の母音調和）は厳密に守られなくなっているがまだ残っている。」と記述している。筆者
の調査からも、母音調和は崩れているが、母音調和の規則はまったく働いていないわけではない
という結果が得られた。確かに、Zhang et al.（1989）で記述されているようにaと«が同一の語
の中で共起し、しかも、必ずa＋«という順番になっている語例が観察される。しかし、これはか
つて母音調和の規則が働いて、a＋aになっていた語の後のほうの母音が弱化して«になったと考え
られる。«＋aという順番が絶対ないということは、母音調和の規則がまだ少し働いていることを
証明しているが、aと«が同一の語において共起するということは母音調和が崩れていると言って
もよかろう。同一の語の中で、各母音は全部共起しうるので、男性、女性、中性のようなグルー
プには分けられない。詳しいことは 2.4で述べる。 
 
2.2 音素体系 
2.2.1 母音 
 母音は a, i, u, e, oの 5個である。eの音価は[«]、oの音価は[ł]であり、その他はほぼ IPAに準
ずる。iと eは無声子音の間では無声化する。 
 
 非円唇母音 円唇母音 
高母音 i u 
中母音 e o 
低母音 a  
表 7 ホジェン語単母音音素 
 
a[a] ba「空」、ami「父」 
i[i] isikili「小さい」 
u[u] unku「病気」 
e[«] exele「悪い」 
o[ł] omo「巣」 
 
2.2.2子音 
 子音は p, b , t, d, c, j , k, g , m, n, N, r, l, f, s, S, x, y, wの 19個である。j, c, N, S, yの音
価はそれぞれ[dZ], [tS], [N], [S], [j]であり、その他はほぼ IPAに準ずる。破裂音と破擦音は有気
と無気の対立ではなく、有声と無声の対立である。 
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 有声 無声 有声 無声 有声 無声 有声 無声  
唇音 歯茎音 後部歯茎音 
硬口
蓋音 軟口蓋音 
破裂破擦 b p d t j c  g k 
鼻音 m  n     N  
ふるえ音   r       
摩擦音  f  s  S   x 
側面音   l       
接近音 w      y   
表 8 ホジェン語子音音素体系 
 
b[b]  buda「ご飯」、abdaxse「葉」、arbi「浅い」 
p[p]  piSke8「マッチ」、alipti「昔」、cipka「濡れる」、erpsi「泳ぐ」 
d[d]  daci「根」、degde「飛ぶ」、kinda「放す」 
t[t]  turi「豆」、xotin「井戸」、bitxe「本」、atkoli「汚い」 
j[dZ]  jakun「八」、sunja「五」、uji-「生む」、sejen「車」 
c[tS]  carmi「茶碗」、capci-「切る」、acu-「脱ぐ」、ockoli「熱い」 
g[g]～[G] gada-[Gada]「買う」、sagdi「大きい」、urge「重い」、 
k[k]～[q]  koNgu「聾」、katan[qatan]「強い」、ukci-「遊ぶ」、erke「ゆっくり」 
m[m]  mafa「爺さん」、xeme「静か」 
n[n]  na「地」、kinda-「撒く」 
N[N]  coNele「臍」、molxoN「たくさん」 
r[r]  goro「遠い」、orgu-「乾く」 
f[f]  fa「窓」、jefu-「食べる」 
s[s]～[ß] ～[z] sa-「知る」、si[ßi]「あなた」、ordoxse「板」、use[uz«]「種」 
S[S]  Soloxte「腸」、miSiki-「這う」 
x[x]～[X]  xemu「唇」、xaNka-[XaNqa]「怒る」 
w[w]  wa-「殺す」、teu-「入れる」 
l[l]  loko-「掛ける」 
                                                  
8 pが語頭に立つ単語は全部ロシア語からの借用語である。 
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y[j]  yuke「鍋」、ei「これ」 
 
音声実現ルール 
 軟口蓋阻害音（k、g、x）は広母音の前後に現れる時に、口蓋垂阻害音（[q][G][X]）で実現す
る。例えば：karci [qartSi] 「近い」、gaki [Gaki] 「カラス」、xaNka [XaNqa] 「怒る」。 
 nは母音 iの前に現れるとき、口蓋化し、音声的に[ø]と実現する。例えば：niani [øiaøi] 「彼」 
 sは母音 iの前に現れるとき、音声的に[ß]と実現する。[s]a,u,e,o、[ß]iの相補分布を成してい
る。例えば：si [ßi] 「あなた」、sian [ßian] 「耳」。また、sは母音の間に現れるとき、有声化し、
音声的に[z]と実現することが多く見られる。例えば：xesu [x«zu] 「話す」、use [uz«] 「種」。 
 過去接辞-xeと条件を表す副動詞形-kiが付く場合、1)動詞語幹末の母音 i,e,oが脱落する。2)
動詞語幹末の有声阻害音が無声化する。例えば：bardi-xe-n[bartx«n]「育った」、odi-xe-n[łtx«n]
「終わった」、uji-ki-[utSki]「生むなら」。ただし、このような接辞境界で起こる音節の無声化は、
厳密には、音韻論の問題よりは形態音韻論の問題であるが、-xe、-kiという二形態素のみに見ら
れる現象であり、他にこのような形態素はないので、便宜上ここで扱うことにする。表記は音韻
表記のままにするが、発音とは食い違いことがある。 
 風間（1996:131-132）では、ホジェン語（ヘジェン語）ではナーナイ語のビキン方言と同じ
ような-kta-kte～-xta-xte,-ksa-kse～-xsa-xseの自由変異が観察されると記述されている。
なお、筆者の調査では、kと xは非円唇中母音 e、無声破擦音 cの前で中和して対立がなくなり、
-ke～-xe、-kci～-xci、の自由変異も観察された。例えば：bitxe～bitke「本」、icikci～icixci
「見る」。 
 
2.3 音節構造 
 音節構造は(C)V(V)(C)(C)である。 
 音節末の子音クラスターは次のとおりである。ここでは音節の境界を記号（．）で表記する。例
えば： 
-rp erp．si-「泳ぐ」 
-rt fort.ko「穴」 
-rk tork．ci-「夢を見る」 
-rx erx．te「毛皮」 
-mt temt．ken「船」、amt．koli「甘い」 
-pt lapt．xe「刺身」 
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-xt xaxt．koli「暗い」、ixt．ken「蟻」 
 これらはある種の子音＋無声阻害音で、そして、次の音節も無声阻害音で始まるだけである。 
 尤・傅（1987）では、語頭に立つ子音のクラスターは三つまで認めている。例：tS'rk'u「糸繰
り車」。しかし、筆者の調査ではtS'とrの間に母音連続iuが確認されたので、このような語頭の子
音連続を認めない。 
 音節境界で子音が連続した場合、無声＋無声か、有声＋有声の組み合わせしか現れない。例え
ば： alipti「昔」、degde「飛ぶ」。例外も若干ある。例えば：amxede「眠い」。 
 一つの核母音を成す母音連続として、次のものがある。ia、iu、io、ie、ai、au、ei、eu、ua、
ue。 
 語末には、-n,-m,-Nの 3種類の子音が生起しうる。 
 複合語を除いて、単純語は四音節まで許される。以下に例を挙げる。 
 
単音節語 
開音節 
V  e「終助詞」、a「終助詞」 
VV  ai「よい」、eu-「作る」、「書く」、ei「これ」 
CV  fa「窓」、ni「誰」、bu-「与える」、ne-「する、やる」、jo「家」 
CVV  gia「別」、nio「人」、tua「火」、bei「体」、「弓」 
閉音節 
CVC  xun「匂い、香り」 
CVVC  sian「耳」、juan「十」 
 
二音節語 
VCV  ami「父」、ili-「立つ」、acu-「脱ぐ」、ora「尻」 
VCVC  akin「兄」、ilan「三」、asen「妻」、edin「風」 
VCCV  arbi「浅い」、arci-「待つ」、erke「ゆっくり」、omNo-「忘れる」 
VCCCV  erpsi-「泳ぐ」、erxte「皮」 
VCCCVC ixtken「蟻」 
VCCVC  orkoN「獣」、urken「山」、irkin「新しい」 
CVCV  sura「蚤」、turi「豆」、fira「皿」、gaki「カラス」 
CVCVC  cukan「鳥」、saNin「煙」、nadan「七」、morin「馬」、mayin「腕」 
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CVCCV  baxci-「会う、出会う」、degde-「飛ぶ」、gugda「高い」、karci「近い」 
CVCCVC comken「指」、targoN「太った」、nemlin「柔らかい」 
CVCCCV laptxe「刺身」、fortko「穴」、torkci-「夢を見る」 
CVCCCVC temtken「船」 
CVCVV  monio「猿」、fukia「焼く」 
CVCVVC budiun「太い」、tusian「役人」、dulian「半分」 
CVVCCV suanji-「選ぶ」、kiarko「盲人」、giamse「骨」 
CVVCCVC siangin「白」 
CVVCV  xeiki「ズボン」、tioko「鶏」、niani「彼」、deuji「顔」 
CVVCVC tuelin「冬」、jualin「夏」、dausen「塩」、sioloN「砂」 
 
三音節語 
VCVCV  adile「網」、afine-「眠る」、exele「悪い」、oforo「鼻」 
VCVCCV alipti「昔」、asaxte-「追う」、omoxte「卵」、imexse「油」 
VCVCCVC enimkoN「軽い」 
VCVCVC inakin「犬」 
VCCVCV agdene-「喜ぶ」、amxede「眠い」、ockoli「熱い」、atkoli「汚い」 
VCCVCCV abdaxse「葉」、ordoxse「板」 
VCCCVCV amtkoli「甘い」 
VCCVVC ulgian「豚」 
VCVVCCV asiaxte「若い」、usiaxte「星」 
VCVVCV oniomo「長い」 
VVCV  aule「腫れる」、eiki「東」 
VVCVC  aisin「金」 
CVCCVCCV tamnexse「霧」、garmaxte「蚊」 
CVCCVCV nixtene-「笑う」、bugdane-「走る」、guckuli「綺麗」、tergele「服」 
CVCCVCVC gulmaxoN「兔」 
CVCCVVC furgian「赤」、nungian「緑」 
CVCVCCV sakarki「黒い」、tifiNge「唾」、xulepte「灰」 
CVCVCV coNele「臍」、gulake「拳」、jubule-「貸す」、diramo「厚い」 
CVCVCVC buxacen「林」、fadilen「壁」、foxoroN「短い」 
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CVCCVVCV xurbiaci-「機嫌を取る」、maxteuci-「ほめる」 
CVCVVCCV samiaxte「眉毛」、timianle-「化粧する」 
CVCVVCVC kuliaken「虫」 
CVVCCVCV giotkoli「冷たい」 
CVVCVCCV keulekte「喉」、niamaxte「涙」 
CVVCVCV tiokune-「嫌う」 
 
四音節語 
VCVCVCV isikili「小さい」 
CVCCVCVCV xandebele「米」 
CVCCVCCVCV bordorkoli「滑らか」 
CVVCCVCCV giamsaxci-「嫁ぐ」 
 
2.4 母音調和 
 母音調和が崩れており、同一の語の中で、各母音は全部共起しうるので、男性、女性、中性の
ようなグループには分けられない。しかし、exele「悪い」、degde「飛ぶ」、foxoroN「短い」
などのような単語を見ると、ホジェン語もかつて母音調和を持っていた言語であると考えられる。
また、2.1.5で述べたように、aとeは同一の語の中で共起するときに、順番はa＋eとなり、決し
てe＋aという順番がない。oとeに関しても同じことが言える。これは、かつて、a＋a、o＋oと
なっていたものが、後の母音が弱化してeになって、そして、母音調和の規則がまだ少し残って
いるため、e＋a、e＋oの順番がないと考えられる9。さらに、過去接辞-xeや副動詞形-reにおい
て、wa-xa-「殺した」、odo-xo-「なった」、loko-ro「かけて」、dudu-ru「横になって」のよ
うに動詞語幹の母音によって接辞や副動詞の形も変わることが見られる。これも母音調和の規則
が少し働いているからであると考えられるが、かなり恣意性が高いため（動詞語幹の母音がoで
あったら、-xeや-reは必ず-xoや-roになるわけではない）異形態というして考えにくい。ただ
し、本稿では表記上、音声のままに記すことがある。したがって、ホジェン語も他のツングース
諸語のように母音調和を持つ言語であると思われるが、その規則がもはや厳密に働いていないこ
とが言えよう。 
 
                                                  
9 ただし、enimkoN「軽い」のようなe＋oのものも一例ある。現段階では、一例しか見つかって
いないため、これを例外として見なす。 
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2.5 アクセント 
 アクセントは強弱アクセントであり、常に一音節目にある。 
 28
 2.6 先行研究との音韻対応表 
 
 先行研究との音韻対応表は以下の通りである。 
 
李 安（1986） 尤・傅（1987） Zhang et al.
（1989） 
于（2005） 
a a a a a 
i i i i i 
u u u u u 
e « « « e 
o ł ł ł o 
b b p b b 
p p p' p p 
d d t d d 
t t t' t t 
c t§、tß、 dZ '、tS ' tß c 
j d、dü dZ、tS dü j 
g g、G k g g 
k k、q k' k k 
m m m m m 
n n n n n 
N N N N N（ng） 
r r r r r 
f f f f f 
s s、ß、dz s s、ß s 
S § § ß  
x x、X x x x 
l l l l l 
w w w w w 
y j j j y 
表 9 先行研究との音韻対応 
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第 1章 総論 
 
 第Ⅱ部ではホジェン語動詞の構造に関する問題を述べる。この章では、文法と動詞の構造を概
観する。 
 
1.1文法の概説 
1.1.1品詞の分類 
 ホジェン語の品詞には名詞、動詞、形容詞、副詞、代名詞、連体詞、間投詞、終助詞がある。 
 
1.1.2語順 
 語順はSOVである。ホジェン語の文における主要な成分は主語、述語、目的語であるが、述語
だけでも文は成立する。名詞は格語尾を取る10。主格はφ標示で、対格は-we/-me11で、他には、
与格-du、向格-le/-dule12、比格-tki、道具格-jiがある。形容詞は名詞を修飾するときには、名
詞に先行する。 
 
1.2動詞の構造の概観 
 『言語学大辞典』（亀井孝他編(1988)三省堂）でツングース諸語の動詞についての記述を見て
みると、「動詞の語幹には、本来的なものと、さまざまの接尾辞（たとえば、使役、受身など）に
よって拡張された二次的語幹とがある。これらの語幹に種々の動詞語尾が付いて活用を行う。活
用形は、命令形、形動詞形、定動詞形、副動詞形に大別することができる。」（津曲 1988）と書
かれている。ホジェン語も他のツングース諸語とほぼ同じ動詞構造を持っている。 
 ホジェン語の動詞語幹には基本語幹と、ヴォイスや反復、多回を表すアスペクト接辞によって
派生された派生語幹とがある。これらの語幹に文法的機能（人称、時制）を表す屈折接辞と継続
や結果状態を表すアスペクトなどが付く13。（図 1） 
                                                  
10 「私の家に～」と言う場合「名詞＋格＋所属人称語尾」という順番になる。例:jog(家)-dule(向格)-yi(1sg.) 
11 -weと-meの交替条件：名詞語幹が母音で終わる場合は-we、子音で終わる場合は-meがつく。 
12 -leと-duleの交替条件：名詞語幹が母音で終わる場合は-le、子音で終わる場合は-duleがつく。 
13 屈折と派生については、『言語の事典』（中島平三編．(2005)．朝倉書店）では次のように記述
している。「複数の形態素が集まって語ができている時に、その構造を明らかにするのが形態論の
役割である。形態論は、その対象とする現象によって、大きく屈折形態論（ inflectional 
morphology）と派生形態論（derivational morphology）」に分けられる。屈折（inflectional）と
派生（derivational）の境界を厳密に規定することは難しいが、性・数・人称や名詞の格、動詞
の時制といった文法素性（grammatical feature）を語形として実現するのが屈折であると考えら
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図 1 
 
                         時制－人称 
基本語幹－アスペクト（形態論的）－ヴォイス －              
                         アスペクト（統語論的） 
 
        派生語幹 
 
 
 定動詞、形動詞、副動詞14は従来のツングース諸語研究において多用されてきた概念である。
本稿もこれらを用いることにする。「形動詞」、「副動詞」などを見ると、日本語の「連体形」、「連
用形」に相当すると思われるがちだが、その機能は完全に一致するものではない。アルタイ諸言
語で一般に言われている形動詞、副動詞の機能について、風間（2003:316）は次のように述べ
ている。 
  もし文の中心となる述語として使われる動詞形（ふつう以下にみる言語では文末にくる）を定動
詞、名詞を修飾する機能を持つ動詞形を形動詞、名詞と同様に働く動詞形を「名動詞」（一般的な用
語ではないがここで提案するものである）、動詞等による述語を修飾する動詞形を副動詞と呼ぶこと
にすれば、アルタイ諸言語（特にモンゴル語とツングース諸語）で一般に言われている形動詞は機
能的観点からはむしろ定・形・名動詞と呼ぶべきものであり、これに対立する定動詞と副動詞があ
る。他方朝鮮語の半言（banmar）及び連用形に観察される形式は定・副動詞、連体形は形動詞と
いうことになるだろう。日本語の連体形はかつては定・形・名動詞、現在の連体・終止形は定・形
動詞、連用形は副・名動詞、ギリヤーク語の説述形（服部 1944）は定・副動詞といえるだろう。 
  印欧語の研究の中で発達してきた旧来の言語学の用語をそのまま持ち込んで、こうしたアルタイ
型言語における名動詞を動名詞、形動詞を分詞と呼ぶことには問題が多いと考える。印欧語の動名
詞及び分詞は動詞としての力を大きく失っているが、アルタイ型言語の形動詞や副動詞はそうでは
                                                                                                                                                            
れ、「同一の語のさまざまな変化形（活用形）」を作るのが屈折であるということができる。英語
でいえば、動詞の過去形や分詞形、名詞の複数形、形容詞の比較級、最上級などの形成、日本語
では動詞や形容詞のいわゆる活用変化がこれにあたる。これに対して派生は、たとえば形容詞か
ら派生する名詞（depth<deep,「深さ・深み」<「深い」）や動詞（depth<deep,「深める」<「深
い」）の形成など、新たな別語を作る操作と考えることができる。」 
14 これまで、定動詞・定動詞形、形動詞・形動詞形、副動詞・副動詞形の二通りの用語が用いら
れてきた。両方とも同じく動詞の活用形を指している。本稿でも両者を併用する。 
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ない。印欧語では接続詞及び関係代名詞が発達しているのでもっぱら定動詞形を用いて文を構成し
ていくことができるが、アルタイ型の言語ではそれらが発達していない分、形動詞や副動詞が多用
される。 
 
 以下に第Ⅱ部の構成について述べる。 
 第 2章では、動詞の屈折接辞について述べる。 
 ホジェン語の動詞屈折接辞の体系15のなかで、まず大きく言うと肯定と否定の対立がある。肯
定のなかで形動詞形、定動詞形と副動詞形の三つが対立をなしている。定動詞はもっぱら述語的
機能を持つ。形動詞は三つの機能を持っている。a. 名詞の修飾語となる。b. それ自身が名詞と
なって格語尾を取る。c. 述語として用いられる。現段階では定動詞については、三人称非過去形
の形しか確認できていない。一、二人称や過去形などは全部形動詞の形が用いられる。形動詞形
には「非過去形」と「過去形」との時制の範疇があり、さらに、主語の数と人称に一致する接尾
辞を伴う。副動詞は他の動詞の修飾語となり､それ自身は時制の変化がない。人称を伴うものと人
称を伴わないものがある。否定のなかでも非過去形と過去形の対立がある。 
 第 3章では、動詞の派生接辞について述べる。 
 派生接辞にはヴォイスを表すものとアスペクトを表すものとその他のものがある。これらが動
詞の語幹について、2 次的語幹を形成し、さらに屈折接辞が付く。動詞にとって、屈折接辞は必
須であるが、派生接辞は必須ではない。この章ではそれぞれの接辞の形態と機能について紹介す
る。 
 第 4章では、動詞の基本語幹の内部構成に着目し、動詞の自他について考察を行う。 
 ホジェン語の動詞は自他の観点から自他交替を行わない自動詞、自他交替を行わない他動詞、
自他交替を行う動詞（形態的に有対）、自他同形の動詞に分けられる。そのうち、自他交替を行う
動詞と自他同形動詞に所属する動詞の意味は日本語の有対動詞に所属する動詞の意味に対応して
いる。具体的に言うと、ホジェン語において自他交替を行う動詞及び自他同形の動詞の自動詞の
ほうは意味的にはすべて非対格自動詞であり、日本語における有対動詞の自動詞のほうと同じ性
質を持っている。ただし、日本語の有対動詞に対応するホジェン語動詞がすべて形態的に有対あ
るいは自他同形であるとは限らない。 
 第 5章では、統語的アスペクト形式及びそれによる動詞のタイプについて述べる。 
 統語的アスペクト形式には動作の継続を表す-mi bi-と結果の状態を表す-re bi-がある。それ
らと共起する動詞のアスペクト的な性質は異なる。これは、他のツングース諸語に見られない現
                                                  
15 表 15を参照。 
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象であり、ホジェン語に独特な特徴とも言える。 
 第 6章では、出名動詞の派生、小辞、方言差など動詞に関わるその他の問題を取り扱う。 
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第 2章 屈折接辞 
 
 この章では、先行研究の問題点を指摘した上で、屈折接辞について述べる。ここでは、安（1986）、
尤、傅（1987）、Zhang et al.（1989）三人の研究を扱う。先行研究の例文を引用する際には、
筆者の分析を加えたグロスをつけている。問題となる部分はグロスをつけずにホジェン語のまま
にした。下線はすべて筆者による。先行研究に対する批判は二字分下げて示す。先行研究の問題
点は 2.1.4にまとめる。 
 
2.1 先行研究 
2.1.1 安（1986） 
 安（1986）の動詞活用体系を表 10にまとめる。 
自発形(自愿式) -ye(単) -wu(複) する 
命令形(命令式) -φ しろ 
招請形(邀请式) -ru してください 
1) 
命令法 
(祈使式) 
許容形(允许式) -kune させろ 
完成体(完成体) -xei~-xai＋人称 した 
進行体(进行体) m＋biren している 
未完成体(未完成体) 語幹＋人称 する 
 
 
 
定動詞 
(终结形) 
 
2) 
直説法 
(陈述式) 
未来体(将行体) -xci+人称 する、しようとする 
過去形(过去时) -xen した（こと） 
現在形(现在时) -mbisin している 
 
形動詞(形动词) 
未来形(将来时) -ren する（こと） 
紧接形(紧接副动词) -ki＋人称＋le したらすぐ 
条件形(条件副动词) -ki+人称 したらすぐ 
即刻形(即刻副动词) -ji~-giji+人称 するやいなや 
目的形(目的副动词) -nemi しに 
連合形(联合副动词) -mi して、しながら 
跟随形(跟随副动词) -re してから 
趁机形(趁机副动词) -dui するついでに 
前行形(前行副动词) -dul してから、したら 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
肯定 
 
 
 
 
副動詞(副动词) 
持続形(延续副动词) -rdem~-rnem したまま 
否定 記述なし 
表 10 安（1986）の動詞活用体系 
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 表 10で用いられる用語は筆者が中国語から日本語に訳したものである。安（1986）で用いら
れた中国語の用語は括弧の中に入れて示した。また、日本語の意味は筆者がつけ加えたものであ
る。 
 以下に安（1986:50-57）の記述をまとめる。 
 
2.1.1.1 定動詞 
 定動詞は命令法と直説法に分けられる。 
 1）命令法 命令法には自発形、命令形、招請形、許容形がある。 
①自発形 接辞は-ye（単数）、-wu（複数）である。話し手或いは話し手を含める集団が自発的
に行う行為を表す。 
 
(1) bi imaxa  waxci-m ene-ye.(A:50) 
 私 魚  捕る-副動 行く-ye
 私は魚を捕りに行く！ 
 
(2) beti  gese beijiN-dule ene-wu.(A:50) 
 私達（包括形） 一緒に 北京-向格 行く-wu. 
 私達は一緒に北京に行く！ 
 
例（1）の-yeはさらに-yi＋eと分析できる。-yiは形動詞非過去形（2.2.2を参照）-yiと
一人称単数人称接尾辞-yiの融合形だと思われる。eは終助詞である。 
 
②命令形 ゼロ接辞。話し手が聞き手に命じることを表す。 
 
(3) si esixte sijen-de te-re  gaijin-dule ene.(A:50) 
 あなた 今 車-与格  坐る-副動 街津口-向格 行く-φ
 お前は今車に乗って街津口に行け！ 
 
③招請形 接辞は-ru。話し手が聞き手にやってほしいことを表す。 
 
(4) ei em yantku-we min-du  bu-ru!(A:50) 
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 この 一 ムジナ-対格  私-与格  くれる-ru
 このムジナを私にください。 
 
②と③の用法は筆者の調査でも確認されている。 
 
④許容形 接辞は-kune。話し手が三人称の行為を許すことを表す。 
 
(5) niani tomaki beijiN-tki ene-kune.(A:50) 
 彼 明日 北京-比格 行く-kune
 彼を明日北京に行かせろ！ 
 
もう二つの先行研究もこの-kune という接辞を話し手が第三人称への許可や命令を表すも
のとしている。しかし、-kuneという接辞はあくまで使役を表す派生接辞で、命令を表すの
は-kune に後続する-φ接辞である。結局文全体は第三人称に対する命令ではなく、聞き手
（第二人称）に対する命令となっている。それゆえに、どの訳文も日本語の「～させろ」と
平行している。「～させろ」においても、命令を表しているのは「させ」のほうではなく、そ
の後の「ろ」である。したがって、このような「許容形」を立てることができない。 
 
 2）直説法 これは具体的な時間を表さず、アスペクト的な意味を表す。完成体、進行体、未
完成体、未来体の四つに分かれる。 
①完成体 接辞は-xei/-xai＋人称である。主語の動作が終了していることを表す。 
 
(6) bi einiN sunja yantku wa-xaye.(A:51) 
 私 今日 五 ムジナ 殺す-xaye
 私は今日五匹のムジナを捕った。 
 
安（1986）では-xaye について分析が行われていない。接辞と人称の境界も明示されてい
ない。筆者の知識では-xayeはさらに-xa-yi eに分析できると思われる。筆者の分析では、
-xaは形動詞過去形（2.2.2.2を参照）、-yiは一人称単数形、eは終助詞である。 
 
②進行体 連合副動詞形＋bi（ある）の形動詞未来形の形式で表される。主語がある動作を行っ
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ていることを表す。 
 
(7) mini ene-xen-de niani adili-we  kinda-m biren.(A:51) 
 私 行く-xen-与格 彼 網-対格  撒く-m  biren
 私が行ったとき彼は網を撒いていた。 
 
ここでは、biren は bi の形動詞未来形と言っているが、筆者の分析では biren は bi の定動
詞非過去形である。そして、m birenという形式は動作の進行を表す統語的なアスペクト形
式であり、屈折の範疇を超えた問題として、第 5章で扱っている。 
 
③未完成体 語幹＋人称で表す。主語がまだある動作を行っていないことを表す。 
 
(8) bi siaosiao-tki ene-mi.(A:51) 
 私 学校-比格 行く-mi
 私は学校へ行く。 
 
このような形は筆者の調査でも確認された16。富錦出身（松花江上流、na beiと自称する人
の居住地域）の何井山氏のデータだけにしばしば現れている。定動詞非過去一人称単数形で
ある。勤得利出身（松花江下流、na nioと自称する人の居住地域）の尤翠玉氏に見られない
接辞である。二つのグループの人は共にキーレンと自称するため、安（1986）は両者の言
葉を区別せずに記述した可能性がある。しかし、筆者が会った言語コンサルタントたちはみ
んな街津口の言葉と富錦の言葉が少し違うと言う。何氏と尤氏のデータを眺めると、大まか
のところ類似しているが、違いというのはこの-miという定動詞非過去一人称形は何氏に用
いられ、尤氏には用いられないところである。現段階で富錦出身の話者について調査できて
いるのは何氏一人だけであり、これが方言差によるのか個人差によるのかは断言できない。
しかし、この違いはかなりはっきり現れているため、とりあえずna beiとna nioの間におけ
る方言差として見なす。尤翠玉氏等の定動詞体系は 2.2.1に提示し、何井山氏の定動詞体系
は 6.3.1に提示する。また、同じ 243項目の例文に対する尤翠玉氏の回答と何井山氏の回答
                                                  
16 ただし、一人称単数形のみについて確認された。安（1986）に挙げられた二人称単数形語幹＋
si、三人称単数形語幹＋niについても確認したが、このような語幹に直接人称（2、3人称）がつ
く形が得られなかった。 
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を資料編の例文編に提示する。 
 
④未来体 接辞は-xci＋人称である。主語がこれから行う動作を表す。 
 
(9) bi tomaki imaxa buta-xci-ye.(A:52) 
 私 明日 魚 捕る-xci-ye
 私は明日魚を捕りに行く。 
 
この接辞について、本稿では願望を表す派生接辞として、第 3章派生接辞の箇所で扱う。意
味は、「～がしたい」である（3.2.3.1を参照。）。 
 
2.1.1.2 形動詞 
 形動詞は名詞と関わる時形容詞のように名詞の修飾語となったり、それ自身も格語尾を取った
りする。形動詞には過去、現在、未来という三つの時制がある。 
①過去形 接辞は-xenである。 
 
(10) beti uSkul-tki em ba-du  bardiwu-xen
 axandu.(A:53) 
 私達 小さい時-比格 一 ところ-与格 生活する-xen 兄弟 
 私達は小さい頃から一緒に生活してきた親友だ。 
 
②現在形 副動詞形-m＋助動詞 bisinで表す。 
 
(11) ti imaxa waxci-m bisin nio ni?(A:53) 
 あの 魚 捕る-m  bisin 人 誰 
 あの魚をとっている人は誰？ 
 
③未来形 接辞は-renである。 
 
(12) mini Soxolo-we doldi-ren gurun em-xei-ni a?(A:53) 
 私 物語-対格 聞く-ren 人たち 来る-xei-3sg. 終 
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 私の物語を聞く人たちは来たか？ 
 
(13) sini exele-we xesu-re-we ayi doldi-si.(A:53) 
 あなたの 悪い-対格 言う-re-対格 よい 聞く-2sg. 
 あなたの悪さを言うのをよく聞くのだ。（あなたへの指摘をよく聞くのだ。） 
 
形動詞は安（1986）で挙げられた二つの機能（名詞の修飾語となる、それ自身が格語尾を
取る）のほかに、述語になる機能も持っている。例（6）はまさにその述語となる機能であ
る。そして、過去形は-xeであるが、非過去形は-yiである（Zhang et al.（1989）にも記
述されているし、筆者の調査でも確認された（2.2.2.1 を参照））。安（1986）は-yi につい
てまったく触れていない。上の②現在形-m bisinは統語的アスペクト形式-m bi-の形動詞
非過去形三人称単数の形である。③未来形-renは筆者の分析では定動詞非過去形の三人称の
形であり（2.2.1.1を参照）、もっぱら述語として働くものである。例（12）（13）に挙げら
れたような形動詞的な機能（名詞の修飾語となったり、格語尾を取ったりする）について確
認したところ、このような回答は得られなかった。 
 
2.1.1.3 副動詞 
 これは動詞の非終止形の一つである。文を終わらせることができず、節をつなげる働きをして
いる。副動詞は主動詞の前に置かれ、主動詞を修飾する。形態上人称を伴うものと人称を伴わな
いものとの二種類がある。人称を伴うものに、緊接形、条件形、即刻形があり、人称を伴わない
ものに、目的形、联合形、跟随形、趁机形、前行形、持続形がある。以下に各形の形態と表す意
味を紹介する。 
人称を伴うもの 
緊接形 語幹＋ki＋人称＋leであり、前の動詞の表す動作が行われて、すぐに主動詞の表す動作
も行われることを表す。 
 
(14) si emerg-ki-si le bi sa-xe-ye.(A:54) 
 あなた 戻る-ki-si le 私 知る-過去-1sg. 
 あなたが戻るとすぐ私は知った。 
 
条件形 語幹＋ki＋人称であり、主動詞の表す動作が行われる条件を表す。 
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 (15) si yantku-we wax-ki-si niani jiu agdene-xei-ni.(A:54) 
 あなた ムジナ-対格 捕る-ki-si 彼 すると 喜ぶ-過去-3sg. 
 あなたがムジナを捕れば彼が喜ぶ。 
 
安（1986）で記述された緊接形と条件形を見ると、形態上の違いは語幹＋ki＋人称の後に le
があるかどうかという点にある。上の「緊接形」の例文を見ると、前の動詞の表す動作が主
動詞の表す動作の条件と解釈しても問題がない。筆者のデータからも、語幹＋ki＋人称＋le
の例が数多く出ている。副動詞の機能として働いているのは ki で、さらにその後につく le
は小辞（附属語、6.2を参照）として扱うことにした。leがつく場合は人称が脱落すること
もしばしばある。筆者の調査では、leがつく条件はかなり恣意的であることが分かった。安
（1986）で記述されたように、le がついた場合は副動詞と主動詞の表す動作の行われる時
間の間隔が短いということは観察されなかった。 
 
即刻形 語幹＋ji/giji＋人称である。そして gese「同時、一緒に」とともに使われる。副動詞の
表す動作が実現された後にすぐ、主動詞が表す動作が行われることを表す。 
 
(16) niani teni urke-we  niNei-ji-ni gese tigde-m deriw-xe-ni.(A:55) 
 彼 今 ドア-対格  入る-ji-ni gese 雨が降る-m 始まる-過去-3sg. 
 彼はドアに入ると同時に雨が降り始めた。 
 
(17) si jox-dule isir-giji-si gese niani em-xe-ni.(A:55) 
 あなた 家-向格  着く-giji-si gese 彼 来る-過去-3sg. 
 あなたが家に着くと同時に彼が来た。 
 
  上の 2例はそれぞれさらにこのように分析できる。 
 「niNe-yi-ji-ni   gese」 
 入る-形動詞非過去-道具格-3sg. 同時 
 「isi-rgi-yi-ji-si     gese」 
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 着く-反動反復体17-形動詞非過去-道具格-2sg. 同時 
 
-jiは動詞語幹に接続しているわけではなく、動詞の形動詞形についている。2.2.2で述べる
ように形動詞は名詞のように格を取ることができる。-jiは共同（～と）を表す道具格である。
「同時性」や「即刻性」を表しているのは副詞の geseで、道具格の-jiと合わせてはじめて
「～と同時に、～と一緒に」という意味を表すことができると考えられる。従って、安（1986）
で挙げられた即刻形という副動詞は実際に存在せず、道具格＋副詞 gese の分析の間違いだ
と思われる。 
 
人称を伴わないもの 
連合形 語幹＋miである。主動詞の表す動作の様式を表したり、副動詞の表す動作と主動詞の表
す動作が同時進行していることを表したりする。また、-miがつく動詞を繰り返すことによって、
動作が続けて行われることを表す。 
 
(18) bi lincang-tki bugdana-mi emxeye.(A:55) 
 私 林営場-比格 走る-mi  来る-過去-1sg. 
 私は林営場から走ってきた。 
 
跟随形 語幹＋reである。副動詞の表す一つ或いは一つ以上の動作が、主動詞の表す動作より先
に行われることを表す。 
 
(19) si jox-dule ene-re maci teine-re teni eme.(A:56) 
 あなた 家-向格  行く-re 少し 休む-re また 来る（命令） 
 あなたは家に行って、少し休んでから来なさい。 
 
連合形と跟随形について、筆者の調査でもこのような接辞が確認された。それらの意味と機
能もほぼ安（1986）の記述どおりである。詳しくは 2.2.3で述べる。 
 
趁机形 語幹＋duiである。主動詞の表す動作を行うついでに行われる動作を表す。 
 
                                                  
17 アスペクトを表す派生接辞。3.2.2.1を参照。 
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(20) si enei-dui ei jaka-we  xelbe.(A:57) 
 あなた 行く-dui この もの-対格 持って行く（命令） 
 あなたが行くときにこれを持って行け。 
 
enei-duiはさらに ene-yi（形動詞非過去形）-du（与格）-yi（再帰人称単数）と分析でき
る。与格の-duは時間を表す（何時に～）機能を持っている。 
 
前行形 語幹＋dul である。副動詞が表す動作が行われた後に主動詞の表す動作が行われること
を表す。つまり、副動詞と主動詞の表す動作が行われる時間の相対的な順序を表す。 
 
(21) ami-ni ei sekse wenexe-me-ni icim-dul  soNo-m deriw-xe-ni.(A:57) 
 父-3sg. この 血 溶ける-対格-3sg. 見る-dul  泣く-m 始まる-過去-3sg. 
 彼の父はこの血が溶けたのを見たら、泣き始めた。 
 
例（21）の icim-dulはさらに ici-m-dulと分析できる。筆者の調査からもこのような例が
得られている。ただし、形は-dulではなく、-duである。例（21）は副動詞-mの後に接続
している。筆者のデータから、形動詞や人称などの屈折接辞の後にさらに接続する例がいく
つかある。このような副動詞に後続したり、形動詞に後続したりするものを附属語として扱
っている。（6.2を参照、形動詞に後続する例（314）、副動詞に後続する例（316）。） 
 
目的形 語幹＋nemiである。主動詞の表す動作が行われる目的を表す。 
 
(22) bi imaxa waxcim-nemi em-xe-ye.(A:55) 
 私 魚 捕る-nemi 来る-過去-1sg. 
 私は魚を捕りにきた。 
 
持続形 語幹＋rdem/rnem である。主動詞の表す動作が行われる前からずっと続けて行われて
いた動作を表す。 
 
(23) nixtei ulse-we-ni usia-rdem gaji-rgi-ni.(A:57) 
 猪の 肉-対格-3sg. 引っ張る-rdem 持ってくる-反動-3sg. 
 43
 猪の肉を引っ張って持って帰ってきた。 
 
(24) xite-ni  suke-ji  mo-we cakeci-rnem alici-ye.(A:57) 
 子供-3sg. 斧-道具格 木-対格 切る-rnem 待つ-？18
 彼の子供は木を切りながら待っている。 
 
安（1986）で記述された目的形と持続形について、筆者のデータからはこのような形が見
られない。言語コンサルタントに確認するとこのような言い方はないといわれた。 
 
2.1.1.4 否定 
 安（1986）には否定についての記述はない。 
                                                  
18 yeは一人称単数のyi＋終助詞eと分析できる。主語の人称と不一致であるため、グロスをつけず
に？で示した。 
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 2.1.2 尤、傅（1987） 
尤、傅（1987）の動詞活用体系を表 11にまとめる。 
 
自発形(第一人称祈使式) -ye する 
命令形(命令形) (第二 -φ しろ 
 人称 -rgi~-le しろ 
尊敬形(尊敬形) 祈使 -kisie してください 
希望形(希望形) 式) -giro しな 
 
 
1) 
命令法 
(祈使式)
許容形(第三人称祈使式) -kone~-kini させろ、するがいい 
過去形(过去时) -xei/-xeni/-xeN/bicin した 
現在形(现在时) -bireN/-mebi している 
 
 
 
 
定動詞 
2)直説法
(陈述形
式) 現在－未来形(现在将来时) -kci しようとする 
過去形(过去时) -xen した（こと） 
現在形(现在时) -bisi している 
 
形動詞(形动词) 
未来形(将来时) -keci する、しようとする 
連合形(联合副动词) -mi して、しながら 
持続形(延续副动词) -cmi したまま 
紧接形(紧接副动词) -du するとすぐ 
譲歩形(让步副动词) -de~-ke しても 
 
 
 
 
 
 
 
 
肯 
定 
 
 
副動詞(副动词形式) 
条件形(条件副动词) -kisi すれば 
一人称(第一人称) -ci 私が...しなかった 
二人称(第二人称) -csi あなたが...しなかった 
 
過去形(过去时) 
三人称(第三人称) -cin 彼が...しなかった 
一人称(第一人称) -Sei 私が...しない 
二人称(第二人称) -si あなたが...しない 
 
現在形(现在时) 
三人称(第三人称) -SeN 彼が...しない 
一人称(第一人称) -keci-Sei 私が...するつもりがない 
二人称(第二人称) -keci-si あなたが...するつもりが
ない 
 
否 
定 
( 否
定
形
式)  
未来形(将来时) 
三人称(第三人称) -keci-SeN 彼が...するつもりがない 
表 11 尤、傅（1987）の動詞活用体系（「*」は筆者が日本語に訳した用語であることを表す。） 
 
 表 11で用いられる用語は筆者が中国語から日本語に訳したものである。安（1986）で用いら
れた中国語の用語は括弧の中に入れて示した。また、日本語の意味は筆者がつけ加えたものであ
る。 
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 以下に尤、傅（1987:27-36）の記述をまとめる。記述の順番は表にあわせて変えた。 
 
2.1.2.1 定動詞 
 1）命令法（「祈使式」）に自発形(「第一人称祈使式」)、命令形･尊敬形･希望形(「第二人称祈
使式」)、許容形(「第三人称祈使式」)がある。 
①自発形 接辞は-yeである。話し手が自発的に行う動作を表す。 
 
(25) bi de age-ji gese bitxa xula-ye.(Y:29) 
 私 も 兄-と 一緒に 本 読む-ye
 私も兄と一緒に勉強する。 
 
-yeはさらに-yi eと分析できる。-yiは一人称単数人称接尾辞、eは終助詞である。 
 
②命令形 接辞は-φ、-rgi、-leがある。聞き手ににぞんざいな態度で命じることを表す。 
 
(26) si ai ji ta-du te.(Y:30) 
 あなた よい に そこ-で 坐る-φ
 「お前はそこできちんと坐れ！」 
 
(27) dere-we bargi-rgi.(Y:31) 
 机-対格  片付ける-rgi
 机を片付けろ！ 
 
筆者の調査によると、-rgiは命令形ではなく、アスペクトを表す派生接辞の一つである。本
稿では-rgiを反動反復体と名づけ、3.2.2.1で扱っている。例（27）において、命令を表す
のは-rgiではなく、-rgiに後続する-φ接辞である。 
 
(28) si ene-re  judamji  muke  damji-le.(Y:31) 
 あなた 行く-副動 二荷  水  汲む-le
 お前は二荷の水を汲んで来い！ 
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筆者の調査によると、-le は命令形などではなく、「汲む」という動詞の語幹の一部である。
この動詞の語幹の正しい形は「damjile-」である。したがって、例（27）と同様、例（28）
において、命令を表すのは-leなどではなく、語幹に後続する-φ接辞である。 
 
③尊敬形 接辞は-kisieである。話し手の聞き手に対する尊敬を表す。 
 
(29) si muke omi-kisie.(Y:31) 
 あなた 水 飲む-kisie
 水を飲んでください。 
 
-kisieはさらに、-ki-si eと分析可能である。-kiは条件を表す副動詞（2.2.3.1を参照）、
-siは人称単数人称接辞、eは終助詞である。この文の正しい解釈の仕方は「あなた、水を飲
めば！」である。人に勧めるときの丁寧な言い方ではあるが、命令法として扱うのは妥当で
はないと思われる。 
 
④希望形 接辞は-giroである。話し手の聞き手に対する要求を表す。目上に対しては使えない。 
 
(30) si aiji  bitxe xular-giro.(Y:31) 
 あなた よく  本 読む-giro
 お前はよく勉強しなさい！ 
 
例（30）の xular-giroの正しい分析の仕方は xula-rgi-roである。筆者の調査によると、
動詞「読む」の語幹の形は xula-である。そして、-rgiは上で述べたアスペクトを表す派生
接辞である。命令を表すのは-ro で、筆者の調査で得た命令形-ru に当たるものだと推測で
きる。 
 
 希望形のもう一つの形として目下に言いつけるときに、語尾に aをつけてもよい。 
 
(31) aiji eni-yi  gisun-me-ni doldi-a. (Y:32) 
 よく 母-1sg.  話-対格-3sg. 聞く-a
 よくお母さんの言うことを聞くんだ。 
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 この「a」は終助詞であり、動詞の活用形としては考えられない。 
 
⑤許容形 接辞は-kone、-kiniである。話し手が三人称の動作を許すことを表す。 
 
(32) ti jo-dule-yi enirgi ciki du eni-kone.(Y:32) 
 彼 家-与格-再帰sg. 帰る たい と 行く-kone
 彼が家に帰りたければ、帰らせろ！ 
 
この-koneは安（1986）の命令法の中の許容形-kuneにあたるものだと思われる。これは
使役派生接辞であることについて 2.1.1.1で指摘した。 
 
(33) ti wukecike ciki wukeci-kini.(Y:32) 
 彼 遊ぶ  たい 遊ぶ-kini
 彼が遊びたければ遊べばいい。 
 
-kiniはさらに-ki-niと分析できる。-kiは条件を表す副動詞で、-niは三人称単数形である。
これは③尊敬形と同じように命令法と分析されるのは妥当ではないと考える。 
 
2）直説法には過去、現在、現在－未来の三つの時制がある。 
①過去形 接辞は-xei/-xeni/-xeN/-bicinである 
-xeiは話し手がある動作を終えたことを表す。 
 
(34) bi jife-xei.(Y:27) 
 私 食べる-xei
 私は食べた。 
 
-xeni は三人称がある動作を終えたことを表す。-xeN が表す動作は話し手が目撃し、或いは、
直接聞いたことである。 
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(35) xeceNsiaN malxoN  xarteko  wa-xeni.(Y:27) 
 何成祥（人名） たくさん 鯉  捕る-xeni
 何成祥がたくさんの鯉を捕った。 
 
(36) si age-si yauxe-tiki  emergi-xeN.(Y:28) 
 あなた 兄-2sg. 饒河（地名）-から 帰る-xeN
 あなたの兄は饒河から帰ってきた。 
 
-xei と-xeni はそれぞれ-xe-yi と-xe-ni とさらに分析できる。過去を表す成分は-xe で、
-yiと-niはそれぞれ一人称単数と三人称単数の形である。-xeは形動詞過去形（2.2.2.2を
参照）であり、ここでは述語として働いている。-xeni/-xeN のような違いは筆者のデータ
では確認されなかった。 
 
-bicinは発話時に主語の表す主体の動作が終わってから、長い時間が経っていることを表す。 
 
(37) bi sini  jo-dule  ene-xei-bicin.(Y:28) 
 私 あなたの 家-向格  行く-xei-bicin 
 私はあなたの家に行ったことがある。 
 
このような過去形＋人称の後にさらに bi-の三人称単数過去形 bicin がつく形式は筆者の調
査からも確認されている。意味は「～したことがある、～したのだった」である。本稿はこ
れを bicinの特別な用法として扱うことにした。 
 
②現在形 接辞は-bireN/-mebiである。発話時に動作が進行していることを表す。 
 
(38) ti joge-du  buda jife-mi-bireN.(Y:28) 
 彼 家の中-与格 ご飯 食べる-副動-bireN
 彼は家でご飯を食べている。 
 
例（38）は-bireNの例である。安（1986）ではこれを定動詞直説法の進行体として記述し
ている。本稿ではこのような副動詞-mi と存在動詞 bi-で形成される統語的アスペクト形式
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を屈折範疇を超えた問題として第 5章で扱っている。 
 
-mebiは終助詞-niと共起する。 
 
(39) ti ya-we uile-mebi-ni?(Y:28) 
 彼 何-対格 働く-mebi-ni 
 彼は何をしているのか？ 
 
尤、傅（1987）は-niを終助詞として扱っているが、三人称単数人称接尾辞である可能性が
高いと思われる。 
 
③現在－未来形 接辞は-kciである。発話時から見て近い将来、或いは直後に行われる動作を表
す。-kciは「しようとする」という意味である。 
 
(40) si ya-le  ene-kci-si?(Y:29) 
 あなた どこ-向格 行く-kci-si 
 あなたどこに行こうとしているの？ 
 
(41) bi sini-we  gelte-kci-yi.(Y:29) 
 私 あなた-対格 探す-kci-yi 
 私はあなたを探そうと思っている。 
 
これは安（1986）の定動詞直説法の未来体と同一のものであると考えられる。また以下に
紹介する形動詞の未来形-keci とも同一のものと考えられる。この接辞については願望を表
す（～がしたい）派生接辞について、3.2.3.1で扱う。 
 
2.1.2.2 形動詞 
 形動詞は動詞の形をし、形容詞の働きをする。形動詞には過去､現在､未来三つの時制がある。 
①過去形 接辞は-xenである。 
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(42) jo-du ujiu-xen yanteko  bugedane-rSen.(Y:34) 
 家-で 育つ-xen ムジナ  走る-否定 
 家で育ったムジナは逃げない。 
 
②現在形 接辞は-bisiである。 
 
(43) imaxa waxeci-mi-bisi temteken muke-we yolguji
 ene-ren.(Y:34) 
 魚 捕る-副動-bisi 船  水-対格  沿う 行く-ren 
 魚を捕っている船は水に沿っていく。 
 
形動詞の過去形と現在形について、安（1986）の記述とほぼ同様になっている。2.1.1.2で
すでに指摘を行ったため、その箇所を参照されたい。 
 
③未来形 接辞は-keciである。 
 
(44) imaxa waxeci-keci nio min-ji gese ene.(Y:35) 
 魚 捕る-keci 人 私-と 一緒に 行く-φ（命令） 
 魚が捕りたい人は私と一緒に行きなさい。 
 
2.1.2.3 副動詞 
 副動詞は単一副動詞（联合形･持続形）、二重副動詞（緊接形･譲歩形）、条件副動詞（条件形）
の三種類に分けられている。しかし、分類の基準は説明されていない。以下に各形の形態と表す
意味を紹介する。 
連合形 語幹＋miである。副動詞の表す動作と主動詞の表す動作とが同時に行われることを表す。
二つの動作が同一主体によって行われることを表す。 
 
(45) tiguruN bugedane-mi eme-yi-ni.(Y:32) 
 彼ら  走る-mi  来る-形非-3sg. 
 彼らは走ってきた。 
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これは安（1986）でも記述されたが、筆者の調査からも確認された。これについては、2.2.3.2
で記述する。 
 
持続形 語幹＋cmiである。主動詞の表す動作が行われる前に副動詞の表す動作が継続して行わ
れていたことを表す。 
 
(46) sikserin tiki imaxa buta-cmi bagiaune-xen.(Y:33) 
 夜 比格 魚 捕る-cmi 夜が明ける-過去 3sg. 
 夜から夜明けまで魚を捕った。 
 
筆者の調査ではこのような接辞が確認されていない。 
 
緊接形 語幹＋duである。副動詞の表す動作に続いて主動詞の表す動作が行われることを表す。
二つの動作の順序を表す。 
 
(47) bi maci buda jifemi-du imaxa butami ene-ye.(Y:33) 
 私 少し ご飯 食べるmi-du 魚 捕るmi 行く-形非 1sg. 
 私は少しご飯を食べたらすぐ魚を捕りに行く。 
 
これは安（1986）で記述された前行形に当たるものだと思われる。この接辞について、
2.1.1.3で安（1986）で記述された前行形という副動詞形についての指摘を参照されたい。 
 
譲歩形 語幹＋de/keである。前の動作が主動詞に妨げないことを表す。 
 
(48) ti wuki  feciren-de imaxa waxeci-yi-ni.(Y:34) 
 彼 どんなに 疲れるren-de 魚 捕る-形非-3sg. 
 彼はどんなに疲れても魚を捕りに行っている。 
 
feciren-deは feci-ren-deに分析できる。renは定動詞非過去形であり、-deは動詞語幹に
直接接続しているものではない。このような動詞が活用した後にさらに取る成分を附属語（小
辞）として扱う（6.2を参照）。この-deという附属語は日本語の「も」と意味的、機能的に
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近いものである。 
 
(49) baldini erunsui-ke ediasana ijiken balditi.(Y:34) 
 生活 貧しい-ke 夫婦  よく 暮らす 
 生活が貧しくても、夫婦は仲良く暮らしている。 
 
筆者の調査では、このような副動詞形が確認されていない。形容詞に後続し、強調を表す附
属語 keが確認されている。 
 
条件形 語幹＋kisi である。主動詞の表す動作が行われる条件を示す。二つの動作を行う主体が
異なる。 
 
(50) si imaxa gaji-kisi bi teni taleke kerci-yi.(Y:34) 
 あなた 魚 持ってくる-kisi 私 やっと 刺身 切る-形非 1sg. 
 あなたが魚を持ってくれば、私は刺身を切る。 
 
-kisi は-ki-si に分析できる。-ki は条件を表す副動詞で、-si は二人称単数形である。-ki
の後に他の人称がつく例に関しては、2.2.3.1を参照されたい。 
 
2.1.2.4 否定 
 否定形には過去、現在、未来の三つの時制がある。過去形一人称の接辞は-ci、二人称の接辞は 
-csi、三人称の接辞は-cinである。現在形一人称の接辞は-Sei、二人称の接辞は-si、三人称の接
辞は-SeNである。未来形は現在形の前に-keciを加え、それぞれ、一人称は-keci-Sei、二人称
は-keci-si、三人称は-keci-SeNになる。 
尤、傅（1987）で挙げられた人称は全て単数形であり、否定形の複数形については触れて
いない。筆者の調査では、否定形は非過去と過去の二つの時制を持っており、非過去形は-Se、
過去形は-Sciである。否定形のパラダイムについて、2.2.4.2を参照されたい。 
 
2.1.3 Zhang et al.（1989） 
 
 Zhang et al.（1989）の記述は上記の安（1986）、尤、傅（1987）両者の記述と一致する部
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分もあるが、かなりの部分は異なっている。Zhang et al.（1989）も安（1986）、尤、傅（1987）
と同じように、形動詞の述語となる機能を定動詞として見ている。ただし、形動詞の非過去形-yi
は安（1986）、尤、傅（1987）においてまったく触れられなかったが、Zhang et al.（1989）
では初めて記述された。また、Zhang et al.（1989）は形動詞について触れていない。述語とな
る以外の二つの機能（名詞の修飾語となる、名詞となって格語尾を取る）について言及していな
い。形動詞過去形三人称単数形の-xenを不定動詞接辞として扱い（例 54）、「不定動詞が主語の
人称と数と一致しない」という以外の記述がない。 
 Zhang et al.（1989）は-yiと-xeとアスペクト的に対立をなす-mi bi-を立てている。-mi bi-
の過去形と現在形がそれぞれ二通りの形を持っているとしている。筆者の調査では、-mi bi-は
動作動詞について、動作の継続を表す統語的アスペクト形式であるが、-yi や-xe と完全に対立
しているわけではない。詳しくは第 5章で述べる。 
 Zhang et al.(1989)動詞活用体系を表 12にまとめる。 
 
不 定
動 
詞 接
辞 
ゼロ接辞、-mi、-re、-xen、
-ni 
命令形 jefe-ru 
jefe-φ 
命
令
法 許容形 jefe-kune 
jefemi bixe①過去進
行 jefemi bici 
jefemi biyi ②現在進
行 jefemi bisi 
③過去一
般 
jefexe 
 
 
定 
動 
詞 
 
直 
説 
法 
④現在一
般 
jefeyi 
表 12 Zhang et al.(1989) の動詞活用体系 
（定動詞語幹は jefe「食べる」を例に採っている。） 
 
 以下に Zhang et al.(1989)の記述をまとめる。 
 彼らは動詞が主語の人称と数に一致するかしないかで、動詞を不定動詞と定動詞に分類してい
る。動詞が主語の人称と数に一致するものは定動詞、一致しないものは不定動詞としている。 
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 In the Hezhen language if two verbs occur in the same simple setence the second verb has to be in 
agreement with the subject in person and number.Such a verb is called a finite verb or a finite verb 
form.The verb that does not need to agree with the subject in person and number is called 
non-finite.( Zhang et al. 1989:57) 
 
2.1.3.1 不定動詞 
 不定動詞には五つの形がある。ゼロ接辞、-mi、-re、-xen、-niの五つである。接辞の形態と
例文が提示されており、個々の形態の意味は記述されていない。次に各接辞につき用例一文ずつ
引用する。 
ゼロ接辞 
(51) bi em baite-we sin-tiki  xesu keci-yi.(Z:58) 
 私 一つ こと-対格 あなた-比格 言う-φ たい-1sg. 
 私はあなたに一つのことが言いたい。（私はあなたに言いたいことがある。） 
 
Zhang et al.（1989）は xesuと keciの間に-φ接辞が存在すると言う理由が分からない。
「xesu keci-yi」の keciは願望を表す派生接辞で、動詞の 2次語幹を形成するものである。
したがって、xesuと keciの間に-φ接辞が存在しないと考える。 
 
-mi 
(52) ei burgin-du ba tigde-mi deriwu-xen.(Z:58) 
 この 時-与格  天 雨が降る-mi 始める-過去 
 そのときに雨が降り出した。 
 
-re 
(53) tigurun naxan-du te-re buda-we jefemi biren.(Z:58) 
 彼ら オンドル-与格 坐る-re ご飯-対格 食べる 
 彼らはオンドルに坐って、ご飯を食べている。 
 
ここの-miと-reは安（1986）で記述された「連合副动词」と「跟随副动词」と一致するも
のである。これらについて 2.2.3で記述を行う。 
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-xen 
(54) niani laptke-we jefe keci-yi-ni, 
 彼 刺身-対格 食べる たい 
 bi ulu-xen  imaxa-we jefe keci-yi.(Z:59) 
 私 煮る-xen 魚-対格  食べる たい 
 彼は刺身が食べたい、私は煮た魚が食べたい。 
 
この-xenは形動詞過去形の三人称単数形が名詞の修飾語となる用法である。 
 
-ni 
(55) niani imaxa-we wakci-ni katen-me-ni 
 彼 魚-対格  捕る-ni  能力-対格-3sg. 
 goru kalci-du Saxdu sa-ren.(Z:59) 
 遠い 近い-与格 皆 知る-ren 
 彼の魚を捕る腕は近所でも遠方でも皆知っている。 
 （彼の魚を捕る腕は遍く有名である。） 
 
wakci-niはさらに、waxci19-yi（形動詞形）-ni（三人称単数形）と分析できる。 
 
2.1.3.2 定動詞 
 1）命令法については次の記述がある。 
 主語が二人称である場合は、接辞は-ruと-φがある。主語が三人称である場合は接辞は-kune
であり、後ろに主語と一致する人称が要求されない。20
 
                                                  
19 ここでは筆者の表記に従う。 
20 In a Hezhen sentence when the subject is in the 2nd person the imperative mood of verb 
is formed by adding to the verb stem the mood suffix –ru,after which no referential person 
suffix is required.Sometimes a bare infinitive may also serve the purpose. 
  When the subject of the sentence is in the 3rd person,the imperative mood of the verb is 
formed by adding to the verb stem the mood suffix –kune,after which no referential person 
suffix is required.( Zhang et al. 1989:68) 
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(56) arki-we komce omi-ru.(Z:68) 
 酒-対格 少し 飲む-ru
 少し酒を飲め。 
 
(57) si ta-du ili.(Z:68) 
 あなた そこ-で 立つ-φ
 お前はそこで立て。 
 
(58) niani mene xesu-kune.(Z:68) 
 彼 自分 話す-kune
 彼に自分で話させろ。 
 
-ru と-φについての記述は妥当であると思われるが、-kune については安（1986）、尤、
傅（1987）の「許容形」と同じ問題が存在している。安（1986）と尤、傅（1987）の「許
容形」の箇所を参照されたい。 
 
 2）直説法 
 述語動詞は人称と数において主語と一致した人称接尾辞が後接する。（表 13） 
 
 1 2 3 
sg. yi si ni 
pl. wu su ti 
表 13 Zhang et al.(1989)における動詞人称接尾辞 
 
 述語動詞の活用形には二つのテンス（現在、過去）と二つのアスペクト（一般、進行）がある。
テンス、アスペクトがそれぞれ組み合わさって、過去進行、過去一般、現在進行、現在一般とい
う四つの形式がある。そのうち過去進行と現在進行はそれぞれ二つの形を持っており、活用形は
全部で六つの形式があることになる。これらの活用形に人称接尾辞がついている形は表 14 に示
されている（Zhang et al.(1989)では各活用形が記述される際、人称接尾辞がついた表が提示さ
れている。それらを合成したものが表 4 になる）。否定形の記述はそれぞれの活用形の記述に織
り込まれている。 
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sg. pl.  
1 2 3 1 2 3 
否定 
過去進
行 
bixeyi 
jefemi 
biciyi 
bixesi 
jefemi 
bicisi 
bixeni 
jefemi 
bicini 
bixewu 
jefemi 
biciwu 
bixesu 
jefemi 
bicisu 
bixeti 
jefemi 
biciti 
birci+
人称 
biyini biyiti 
bisini bisiti 
現在進
行 
biyi 
jefemi 
bisiyi 
biyisi 
jefemi 
bisisi 
 
jefemi
biren
biwu 
jefemi 
bisiwu 
biyisu 
jefemi 
bisisu 
 
jefemi 
biren 
birci+
人称 
過去一
般 
jefexeyi jefexesi jefexeni jefexewu jefexesu jefexeti rci+人
称 
yini yiti 現在一
般 
jefeyi jefeyisi jefe 
jefe ren 
jefewu jefeyisu jefe 
jefe ren 
rSe+ 
人称 
表 14  Zhang et al.(1989)定動詞直説法の人称接尾辞一覧（動詞語幹は jefe「食べる」を例に採っている。） 
 
①過去進行 
 過去進行形は動作が過去のある時間に進行していたことを表すと記述されている。形は語幹＋
mi＋bixe＋人称、或いは語幹＋mi＋bici＋人称である。否定形は語幹＋mi＋birci＋人称で表す。 
 
(59) imaxa-we jobgule-mi bixe-yi dui niani eme-xe-ni.(Z:61) 
 魚-対格  刺す-mi  bixe-1sg. に 彼 来 る
-xe-3sg. 
 昨日私は魚を刺していたとき、彼が来た。 
 
②現在進行 
 現在進行形は動作が発話時において進行していることを表すと記述されている。形は表にまと
められている。表 14 の「現在進行」の行を参照されたい。その他の記述はない。否定形は過去
進行の場合と同じように、語幹＋birci＋人称である。 
 
(60) su  arki-we omi-mi biyi-su(Z:62) 
 あなた達 酒-対格 飲む-mi biyi-2pl. 
 あなた達は酒を飲んでいるか？ 
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①と②についての詳しい議論は、第 5章統語的アスペクト形式-mi bi-と-re bi-を記述する
際に行う。 
 
③過去一般 
 過去一般形は動作が過去のある時間に行われたことを表すと記述されている。語幹＋xe＋人称
という構造をしている。否定形は語幹＋ci＋人称である。語幹と接辞-ciの間に[r]の音声が入ると
記述されている。 
 
(61) bi imaxa wakci-xe-yi.(Z:63) 
 私 魚 捕る-xe-1sg.
 私は魚を捕った。 
 
④現在一般 
 現在一般形は恒常的に或いは未来に行われる動作を表すと記述されている。形式は一人称の場
合は語幹＋人称であり、二、三人称の場合は語幹＋yi＋人称である。三人称（単数、複数）のも
う一つの形式は語幹＋ren であり、その後に人称が要求されない。否定形は語幹＋Se＋人称であ
る。語幹と接辞-Seの間に[r]の音声が入ると記述されている。 
 
(62) bi tumaki gaijin-dule  ene-yi.(Z:65) 
 私 明日 街津口（地名）-向格 行く-1sg.
 私は明日街津口に行く。 
 
(63) niani lauwei arki-we omi-yi-ni.(Z:65) 
 彼 いつも 酒-対格 飲む-yi-3sg.
 彼はいつも酒を飲む。 
 
(64) ni ti-we tagde-ren.(Z:65) 
 だれ 彼-対格 知る-ren
 誰が彼を知っている？ 
 
Zhang et al.（1989）は-yiと-xeの述語となる機能の以外の二つの機能（名詞の修飾語と
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なる、名詞となって格語尾を取る）を見落としている。また、例（64）の-ren はもっぱら
述語となる定動詞であり、-yiや-xeと区別するべきである。Zhang et al.（1989）では定
動詞と形動詞は混合されている。 
 
2.1.4 先行研究の問題点 
1)命令法 
 各先行研究の命令法についての記述は問題が多い。各先行研究に記述された接辞を次にまとめ
る。 
 
安（1986）:自発形-ye（単数）、-wu（複数）、命令形-φ、招請形-ru、許容形-kune 
尤、傅（1987）:自発形-ye、命令形-φ、-rgi、-le、尊敬形-kisie、希望形-giro、 
  許容形-kone、-kini 
Zhang et al.（1989）:主語が二人称の場合-ruと-φ、主語が三人称の場合-kune 
 
 安（1986）と尤、傅（1987）で挙げられた自発形-yeは 2.2.2で述べる形動詞一人称単数-yi
と終助詞 eが組み合わさった形であると思われる。本稿では、このような話し手が自ら行う行為
を命令法としない。 
 尤、傅（1987）で挙げられた命令形-rgiはアスペクトを表す派生接辞（3.2.2.1を参照）、-le
は動詞語幹の一部、尊敬形-kisieはさらに-ki（条件を表す副動詞）+si（二人称単数）+e（終助
詞）と分析でき、意味は「～したらどうか」である。許容形の-kiniはさらに-ki（条件を表す副
動詞）+ni（三人称単数）と分析できる。（2.2.3.2の-kiの記述を参照。） 
 三つの先行研究とも-kune や-kone などが許容形（三人称に対する命令）（安（1986:50）、
尤､傅（1987:32））や三人称主語命令形（Zhang et al. (1989:68)）であるという記述があるが、
ここではそれが妥当ではないと指摘したい。 
 -kuneは使役態を作る派生接辞であり、その後にさらに、時制や人称を表す屈折接辞がつきう
る。21次は文例: 
 
(65) niani mine-we jari-kune-yi-ni.(0209CY01009-5) 
 彼 私-対格  歌う-使役-形非-3sg. 
                                                  
21 尤、傅（1987）でも-kuneは使役態として記述されているが、命令法の許容形の箇所にまた現
れて、少し混乱しているように思われる。 
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 彼は私に歌わせる。 
 
 もう一度安（1986:50）で挙げられた例文を見てみよう。 
 
(66) niani tomaki beijiN-tki ene-kune.(A:50) 
 彼 明日 北京-比格 行く-kune-φ
 彼に明日北京に行かせろ！ 
 
 語幹 ene「行く」の後に kune「させる」がつき、ene-kune「行かせ」という派生語幹となり、
さらに命令形のゼロ接辞がつき、これで文全体が命令文になる。従って､-kune を命令法の中で
許容形として立てるのは妥当ではないと思われる。 
2)定動詞と形動詞 
 安（1986）はどのような話者からデータを取ったかはっきり書いていないが、na beiと自称す
る人の言語とna nioと自称する人の言語とを区別せずに扱っている可能性がある。それは、na bei
もna nioも両方とも自分達のことをキーレンと自称しており、両者に方言差が存在しないと思わ
れているからかもしれない。しかし、筆者の調査では、この二つのグループの人の話す言葉はや
はり少し違いがあるように思われる。特に定動詞の人称体系などにおいて違いが見られる。具体
的に言うと、安（1986）の定動詞未完成体として記述された、語幹＋mi（一人称単数）の用法
は22、筆者の調査ではna beiと自称する話者に見られ、na nioと自称する話者には見られなかっ
た。本稿はna nioと自称する話者のデータを中心に記述を進める。na beiとna nioの違いが顕著
に現れるところは 6.3で扱う。 
 形動詞の機能については、安（1986）は「名詞の修飾語となり、それ自身も格語尾を取る」
とし、尤、傅（1987）は「動詞の形をし、形容詞の働きをする」としている。形動詞は述語と
しても用いられるが、両者ではそれを定動詞の箇所で記述している23。Zhang et al.（1989）で
定動詞の現在一般、過去一般と記述されている-yiと-xeは形動詞の述語機能と思われる。不定動
詞の接辞として挙げられた-xenは形動詞三人称単数形の名詞の修飾語となる機能である。定動詞
の意味、機能については 2.2.1で述べ、形動詞の意味、機能については 2.2.2で述べる。 
                                                  
22 他の二つの先行研究にはこのような例は現れていない。これは定動詞の人称体系の方言差を観
察するためのヒントを与えてくれた貴重な例文である。なお、凌（1934）にも同様な例が見られ
る。これについても 6.3で少し触れる。 
23 例えば:安（1986:）の完成体-xei、尤、傅（1987:）の過去形-xei/-xeni-xeNなど。 
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3)人称 
 安（1986）、尤、傅（1987）は人称と数は体系的になってない。Zhang et al.（1989）は割
りと体系的になっているように見えるものの、定動詞と形動詞を区別せずに記述している。 
4)進行体 
 安（1986）で挙げられた定動詞進行体m biren、形動詞現在形m bisin、尤、傅（1987）で
挙げられた定動詞現在形mi bireN、形動詞現在形mi bisi、Zhang et al.（1989）で挙げられた
現在進行mi bisi、過去進行mi biciは動詞の屈折範疇を超えた問題であり、本稿では統語論的ア
スペクト形式として第 5章で扱う。 
5)副動詞 
 安（1986）で数多くの副動詞が挙げられたが、現時点で確認できたのは人称接尾辞を伴うも
のとして-ki、人称接尾辞を伴わないものとして-mi、-re である。安（1986）で挙げられた即
刻形の-jiは道具格であり、趁機形の-duiは与格-du+再帰人称 yiと分析できる。 
 62
 2.2 屈折接辞 
 ホジェン語の屈折接辞は、表 15のようになる。 
 
肯定 定動詞 直説法 非過去 -re/-ren 
  命令法  -φ/-ru 
  勧誘法  -mai 
 形動詞  非過去 -yi-人称 
   過去 -xe-人称 
 副動詞 人称がつくもの  -ki-人称 
  人称がつかないもの  -mi、-re 
否定  命令法  eji…-re 
  直説法 非過去 -Se-人称 
   過去 -Sci-人称 
表 15 ホジェン語の屈折接辞 
 
2.2.1 定動詞 
 定動詞はもっぱら述語として用いられる。定動詞には三つの法がある。直説法、命令法、勧誘
法である。 
2.2.1.1 定動詞直説法 
 定動詞直接法の接辞には非過去と三人称が組み合わさった形の-re/ren しかない。非過去形に
対応する過去形もない。これから起きることや恒常的に起きることを表す。一、二人称は形動詞
の述語機能が使われる（2.2.2を参照）。風間伸次郎氏によると、他のツングース諸語の定動詞は
話し手が直接した体験を語るときに用いられるという。ホジェン語では、このような定動詞と形
動詞の対立は見られない。 
 
sg. pl.  人称 
定動詞 1 2 3 1 2 3 
非過去   jefu-re/ren   jefu-re/ren 
表 16 jefu「食べる」の定動詞非過去形のパラダイム 
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(67) ei leluki=de24 exele. 
 この 狼=附属  悪い 
 niN nio jefu-keci-re.(0208WL0424) 
 ばかり 人 食べる-願望-re
 この狼も悪くて、人を食べたがってばかりいる。 
 
(68) na-du tua tua=de  jigji-m  mete-Se-n. 
 地-で 火 火=附属  起こす-副動 できる-否非-3sg. 
 ini ini tui  soNo-re.（0208WL0604） 
 日 日 そうやって 泣く-re
 （彼女は）床で火をおこすことさえできない。毎日泣くだけ。 
 
(69) Saku uile-m  mete-re.（0208WL0610） 
 全部 働く-副動 できる-re
 仕事が全部できる。 
 
(70) buda jefu-yi-du-ni  emergi-re.(0208WL01091) 
 ご飯 食べる-形非-与格-3sg. 帰る-re
 彼は食事のころ戻ってくる。 
 
(71) niani da-ki-ni ene-S  da-re.(0208WL01165) 
 彼 なる-副動-3sg. 行く-否非 なる-re
 彼だったら行かなくなる。（彼だったら行かないだろう。） 
 
2.2.1.2 定動詞命令法 
 命令法は語幹＋φ（ゼロ接辞）と語幹＋ru がある。話し手の聞き手に対する命令を表す。-ru
のほうがより丁寧である。 
 
ゼロ形 
 本稿では次の例文だけ、-φを明示し、以降の例文では明示しない。 
                                                  
24 附属語（小辞）について 6.2を参照。 
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 (72) niani-me-ni25 ti imaxa-we gaji-kune-φ. 
 彼-対格-3sg. その 魚-対格  持ってくる-kune-φ
 彼に魚を持って来させろ。 
 
-ru形 
(73) eji te-re,  dudu-ru bi-ru!(0408CY06) 
 否命 起きる-否命 横になる-副動 いる-ru
 起きないで、横になっていなさい。 
 
(74) niani minu-we tumaki nian-dule-ni ene-ru nem xesu-yi-ni. 
 彼 私-対格  明日 彼-向格-3sg. 行く-ru と 言 う - 形 非
-3sg. 
 彼は､明日自分のところへ来るように私に言った。(0408CY06) 
 
2.2.1.3 定動詞勧誘法 
 勧誘法の接辞は-maiであり、発話者の聞き手への勧誘を表す。 
 
(75) beti  jefu-mai.（0208JS01032） 
 私達（包括形） 食べる-mai
 さあ、食べよう！ 
 
(76) ene-mai, eni-si bude-xe-ni ba-le  ene-mai. 
 行く-mai 母-2sg. 死ぬ-過去-3sg. ところ-向格 行く-mai
 行こう、母さんが死んだところ（墓）に行こう。(0308WL04) 
 
2.2.2 形動詞 
 形動詞は時制的には、非過去と過去の対立を持つ。非過去形は語幹＋yi＋人称であり、過去形
                                                  
25 nianiは三人称単数人称代名詞である。格語尾を取る際にniani＋格＋niという形になることが
多い。また、[niani]と発音されたり、[nian]と発音されたりする。対格と向格を取る際に、名詞
語幹が子音で終わる場合につく-meと-duleを取る。 
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は語幹＋xe+人称である。人称の体系は表 17 に示す。動詞 jefu「食べる」の形動詞形のパラダ
イムを表 18に示す。非過去形は動作が恒常的に行われることを表す。また､動作が発話時と同時
か発話時に後行することを表す。過去形は動作が発話時に先行するある時点で行われたことを表
す。 
 形動詞は三つの機能を持っている。a. 名詞の修飾語となる。b. それ自身が名詞となって格語
尾を取る。c. 述語として用いられる。 
 
 1 2 3 再帰 
sg. yi si ni yi 
pl. wu su ti ―26
表 17 形動詞人称接尾辞 
 
sg. pl.  人称 
形動詞 1 2 3 1 2 3 
非過去 jefu-yi-yi jefu-yi-si jefu-yi-ni jefu-yi-wu jefu-yi-su jefu-yi-ti 
過去 jefu-xe-yi jefu-xe-si jefu-xe-ni/n jefu-xe-wu jefu-xe-su jefu-xe-ti
表 18 動詞 jefu「食べる」の形動詞形時称のパラダイム 
 
 表 18に関しては、次の四つの留意点がある。 
(1)非過去形一人称単数の場合は、非過去形の-yiと一人称単数の-yiが融合し、音声上[dZ fui]に
なる。語尾の人称を明示するために表記上は jefu-yiとする。 
(2)過去形三人称単数-xe-ni の人称-ni の母音 i は無声化し、xe-n になることが多い。尤、傅
（1987）では「-xeniは他人がある動作を終えたことを表し、-xeNが表す動作は話し手が目撃
し、或いは、直接聞いたことである。」（尤、傅 1987:27-28）という記述があるが、筆者の調査
データの中では特にこのような区別が見られなかった。 
(3)主語が複数形（bu「私たち」、su「あなた達」、ti gurun「彼ら」など）でも、動詞人称接尾
辞が複数形（-wu、-su、-ti）ではなく、単数形（-yi、-si、-ni）になっている例をしばしば見
かける。ホジェン語において動詞人称接尾辞の複数形がすでに退化している可能性が高いと考え
られる。（例（86）、（87）、（99）など） 
(4)過去形-xeは前の動詞の母音に同化され、音声上[x«]以外に、[xa]、[xi]、[xu]、[xo]で実現さ
                                                  
26 「私たちは自分達の船で行く」と作文をし、再帰人称の複数形を聞きだそうとしたが、結局確
認されなかった。 
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れる場合もある。母音調和に従った変化とも考えられるが、恣意性が高いため、異形態として考
えにくい。ただし、表記上、音声のままに記すことがある。例えば：wa-xa-「殺した」、tiki-xi-
「落ちた」、du-xu-「始まった」、odo-xo-「なった」など。 
 
2.2.2.1 形動詞非過去形 
 以下に形動詞の各用法における用例を提示する。 
 
a. 名詞の修飾語となる 
1sg. 
(77) min xesu-yi  gisun-me durdi-yi-si a.（0509CY01） 
 私 言う-yi1sg. 言葉-対格 聞く-yi-2sg. 終27
 私の言うことを聞くか。 
 
2sg. 
(78) bude-ki   jiushi bude-yi-si, omi-yi-si oxoto=de anci. 
 死ぬ-副動 すると 死ぬ-yi-2sg. 飲む-yi-2sg. 薬=附属  ない 
 「死んだら死ぬで、飲む薬もない。」（0208CY01） 
 
3sg. 
(79) esi waxci-yi-ni nio=de anci=ke.（0208CY01） 
 今 捕る-yi-3sg. 人=附属 ない=附属 
 今は捕る人もいない。 
 
1pl. 
(80) tumaki ene-yi-wu ude sun-tki  gisele-Se-yi. (0509CY01) 
 明日 行く-yi-1pl. ところ あなた達-向格 告げる-否非-1sg. 
 明日私たちが行くところをあなた達にに教えない。 
 
2pl. 
(81) su  takole-yi-su carmi ya-du  gate-xe-su. 
                                                  
27 aは疑問を表す終助詞である。日本語の「か」にあたる。 
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 あなた達 使う-yi-2pl. 茶碗 どこ-与格 買う-過去-2pl. 
 あなた達が使っている茶碗はどこで買ったの？(0509CY01) 
 
b. 格語尾を取る 
1sg. 
(82) tumaki ene-yi-du-yi  ei carmi-we 
 明日 行く-yi-与格-1sg. この 茶碗-対格 
 sin-du  nuku-rgi-yi. （0509CY01） 
 あなた-与格 届ける-反動-形非 1sg. 
 明日私が行くときに、あなたにこの茶碗を届けるよ。 
 
2sg. 
(83) tumaki eni-yi-du-yi  ei-we  nian-du-ni bu-ru. 
 明日 帰る-yi-与格-再帰sg. これ-対格 彼-与格-3sg. あげる-命令 
 明日あなたが帰るときに、これを彼にあげて。（0509CY01） 
 
これは二人称単数を主語に聞いた文であるが、動詞につく人称は二人称単数の-si ではなく、再
帰人称単数の-yi となっている。「あなたが自分で帰るときに」という意味になる。現段階では、
-siがつく例が確認されていない。 
 
3sg. 
(84) buda jefu-yi-du-ni  emergi-re.（0208WL01091） 
 ご飯 食べる-yi-与格-3sg. 帰る-定非 3sg. 
 彼はご飯を食べるときに帰ってくる。（彼は食事のころ帰ってくる。） 
 
1pl. 
(85) tumaki munu ene-yi-du-(wu)  si=de  daxala-m  ene-ki-si. 
 明日 私たち 行く-yi-与格-1pl. あなた=附属 つく-副動  行く-副動-2sg. 
 明日私たちが行くとき、あなたもついていけば。（0509CY01） 
 
(86) tugulin bi-si-n  ude munu bi-si-tki-wu  sagdi. 
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 彼ら いる-si-3sg. ところ 私たち いる-si-比格-1pl. 大きい 
 彼らが住むところは私たちの住むところより大きい。（0509CY01） 
 
3pl. 
(87) tugulin xuda-yi-we-ni  bi gada-xa-yi. （0509CY01） 
 彼ら 売る-yi-対格-3sg. 私 買う-xa-1sg. 
 彼らが売っているのを私が買った。 
 
c. 述語となる 
1sg. 
(88) niani eme-ki-ni zhen agedene-yi.(0408CY06) 
 彼 来る-副動-3sg. 本当に 喜ぶ-yi1sg.
 彼女が来てくれたとは大変うれしい。 
 
2sg. 
(89) si osakan  niu-xe-ni  baite-we sa-yi-si  ba. 
 あなた たった今 出る-過去-3sg. こと-対格 知る-yi-2sg. 終 
 たった今起きたこと、君は知ってるだろう。(0408CY06) 
 
3sg. 
(90) xaNke-m xesu-yi-ni bei.（0208CY01） 
 怒る-副動 言う-yi-3sg. 終 
 彼は怒って言うのさ。 
 
1pl. 
(91) bu tumaki ene-yi-wu.(0209CY01) 
 私たち 明日 行く-yi-wu
 私たちは明日いく。 
 
2pl. 
(92) tumaki su  ene-yi-su a?(0509CY01) 
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 明日 あなたたち 行く-形非-2pl. 終 
 明日あなたたちは行くか。 
 
3pl. 
(93) wa=de  wa-Sci  nem xesu-yi-ti.（0208CY01） 
 捕る=附属 捕る-否過 と 言う-yi-3pl.
 彼らは捕っても捕らなかったと言う。 
 
2.2.2.2 形動詞過去形 
 以下に形動詞の各用法における用例を提示する。 
a. 名詞の修飾語となる 
1sg. 
(94) mini eu-xe-yi tergele-we bijing-dule xerpe-xe-ni. 
 私 作る-xe-1sg. 服-対格  北京-向格 持って行く-xe-3sg. 
 私が作った服は彼に北京に持っていかれた。(0509CY01) 
 
2sg. 
(95) sin gata-xa-si boso-we min-du icixci-kune. 
 あなた 買う-xa-2sg. 布-対格  私-与格 見る-使役（-命令） 
 あなたが買った布を私に見せて。(0509CY01) 
 
3sg. 
(96) esi niNe-xe-n nio neu-yi.（0208WL01199） 
 今 入る-xe-n 人 弟-1sg. 
 今入ってきたのは私の弟だ。 
 
1pl. 
(97) munu wa-xa-wu imaxa-we tugulin Saku xerpe-xe-ni. 
 私たち 捕る-xa-1pl. 魚-対格  彼ら みな 持って行く-xe-3sg. 
 私たちが捕った魚は彼らにみんな持っていかれた。(0509CY01) 
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 2pl. 
(98) sunu wa-xa-su urgian ju taun gin isi-re  a. 
 あなた達 殺す-xa-2pl. 豚 二 百 斤 足りる-定非 3sg. 終 
 あなたたちが殺した豚は 100キロ（200斤）あるか。(0509CY01) 
 
2pl. 
(99) su sirki-xe-si carmi guckuli. (0509CY01) 
 あなた達 洗う-xe-2sg. 茶碗 綺麗 
 あなた達が洗った茶碗は綺麗だ。 
 
3pl. 
(100) tugulin tari-xe-ti usin, kulianken barti-xe-ti. (0509CY01) 
 彼ら 耕す-xe-3pl. 畑 虫  育つ-xe-3pl. 
 彼が耕した畑は虫が湧いた。 
 
(101) tugulin bargi-xe-ti mo em tuelin 
 彼ら 拾う-xe-3pl. 木 一 冬 
 jigji-yi-du-yi isi-ren. (0509CY01) 
 燃やす-形非-与格-3sg. 足りる-定非 3sg. 
 彼らが拾った柴は私が一冬燃やすのに足りる。 
 
b. 格語尾を取る 
1sg. 
(102) min gata-xe-me-yi niani xerpe-xe-ni. (0509CY01) 
 私 買う-xe-対格-1sg. 彼 持って行く-xe-3sg. 
 私が買ったのを彼に持っていかれた。 
 
2sg. 
(103) niani jog-dule-ni ene-xen-du-si  yao ne-yi-ni a. 
 彼 家-向格-3sg. 行く-xen-与格-2sg. 何 する-形非-3sg. 終 
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 あなたは彼の家に行ったとき、彼は何をしていた？(0509CY01) 
 
3sg. 
(104) nio eu-xo-me-ni  ici-xe-si?（0208CY01） 
 人 作る-xo-対格-3sg. 見る-過去-2sg. 
 人が作ったのを見たか？ 
 
2pl. 
(105) sun  titi-xe-su Saku acu. (0509CY01) 
 あなた達 着る-xe-2pl. みな 脱ぐ（-命令） 
 あなた達が着ているのを全部脱げ。 
 
これは答えが「titi-xe-we-su」になると推測して聞いた文であるが、実際の答えでは対格-we
が現れなかった。二人称複数形を使った発話はは日常的にほとんど行われていない28ため、主語
が二人称複数である文の格表示や人称が脱落することが多い。同じことは複数人称全体に言える
かもしれない。 
 
c. 述語となる 
1sg. 
(106) esi jixa Saku gate-xe-yi e.（0208CY01） 
 今 金 全部 買う-xe-1sg. 終29
 もうお金は全部私が買い物をして使ってしまった。 
 
2sg. 
(107) sine gate-xe-si a?（0208CY01） 
 あなた 買う-xe-2sg. 終 
 あなたが買ったのか？ 
 
 
                                                  
28 もはやホジェン語で話できる相手がなくなりつつある状態にある。 
29 「e」は終助詞である。日本語の「よ、ね」にあたる。 
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3sg. 
(108) asen-ni  eme-xe-ni  a?（0208CY01） 
 嫁-3sg.  来る-xe-3sg.  終 
 彼の嫁が来たか？ 
 
(109) duyuntindamu=de ene-xe-n.（0208CY01） 
 四番目の方=附属  行く-xe-3sg.
 四人目の子も行った。 
 
2pl. 
(110) sikse su  adi=de  nio ene-xe-su? (0509CY01) 
 昨日 あなたたち いくつ=附属 人 行く-xe-2pl.
 昨日あなたたち何人か行ったか？ 
 
3pl. 
(111) Saku ene-xe-ti anci-yi-ni.（0208CY01） 
 皆 行く-xe-3pl. ない-形非-3sg. 
 みんな行ったが、彼は行かない。 
 
 次は主語の人称は複数だが、述語動詞の人称が単数形である例。 
 
(112) eniNi iSkuli gurun yi-le  ene-xe-ni.（0208JS01226） 
 今日 小さい 人たち どこ-向格 行く-xe-3sg.
 今日子供達はどこに行った？ 
 
2.2.3 副動詞 
 副動詞はほかの動詞の修飾語となり、副詞的機能を果たすほかにいろいろな従属節を作る機能
を持つ。副動詞形には人称を伴うものと人称を伴わないものがある。人称を伴うものは、従属節
で示される動作と主文で示される動作が異なる主体によって行われることになり30、人称をとも
                                                  
30 ただし、例 113のような、従属節で示される動作と主文で示される動作が同一主体によって行
われる例も見られる。 
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なわないものは、従属節で示される動作と主文で示される動作が同一主体によって行われること
になる。 
 
2.2.3.1 人称を伴う副動詞 
 人称を伴う副動詞形は、語幹＋ki＋人称という構造である。これは、主動詞の表す動作が行わ
れるための条件を示す。 
 
(113) bi sa-ki-yi, jefu-Se  da-xa-yi.（0208WL01167） 
 私 知る-ki-1sg. 食べる-否非 なる-過去-1sg. 
 私が知っていれば､食べなくなった。（私が知っていれば､食べなかった。） 
 
(114) nio-le eji ene-re ha. ene-ki-si nio tixare-Sen.  
 人-向格 否命 行く-否命終 行く-ki-2sg. 人 望む-否非 3sg. 
 人のうちに行くな。行くと人は機嫌が悪い。（0208CY01） 
 
(115) maci exele da-ki-ni=de  Saku tixare-Sen.（0208CY01） 
 少し 悪く なる-ki-3sg.=附属 皆 望む-否非 3sg. 
 少し悪くなると、皆機嫌が悪い。（少しでも悪くなれば､皆機嫌が悪い。） 
 
(116) mun bude-ki-wu, ni ulxi-re?（0208CY01） 
 私達 死ぬ-ki-1pl. だれ できる-定非 3sg. 
 私達が死んでしまうと誰ができる？（反語）31
 
(117) su  juru soromaci-ki, turusiki soromaci-a.（0509CY04） 
 あなたたち 二 喧嘩する-ki 外 喧嘩する-趨向（命令） 
 あなたたち二人は喧嘩するなら、外に行け。 
 
-kiの後に主語 suと数で一致する人称（-su）がない。話者に soromaci-ki-suと言ってもいい
                                                  
31 ここでは、山から採ってきたベリーなどで保存食をつくる技術が後世に伝わらなくなるという
ことを言っている。 
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かと尋ねたところ、あってもいいが、ないほうが簡潔で言いやすいとのことであった。筆者の直
感では、二人称複数形を使った発話はは日常的にほとんど行われていないため、主語が二人称複
数である文の格表示や人称が脱落することが多い（例 102を参照）。 
 
(118) tugulin32 eme-S-ki-ti  beti mene ene-ki.（0509CY04） 
 彼ら 来る-否非-ki-3pl. 我々 自分 行く-ki
 彼らが来ないなら、我々は自分で行ったら。 
 
2.2.3.2 人称を伴わない副動詞 
 人称を伴わない副動詞形には語幹＋mi と語幹＋re がある。ほかにもあってもいいはずだが、
現段階において確認ができたものはこの二つである。-miと-reはほぼ安（1986）の記述通り（-mi
は主動詞の表す動作の様式を表したり、副動詞の表す動作と主動詞の表す動作が同時進行である
ことを表したりし、-re は一つ或いは一つ以上の動作が主動詞の表す動作より先に行われること
を表す。）である。そのほか、後ろの動詞が可能を表す動詞である場合は必ず、-mi が用いられ
る。-miの母音が無声化し、[m]になる場合が多い。 
 
-miの例 
(119) kusun-ni anci nio hai digda-m mete-Se-n. 
 力-3sg.  ない 人 強調 押す-m  できる-否非-3sg. 
 力のない人は押せない。(0208CY01) 
 
(120) jule erbsi-m  ulxi-Se-n.（0208JS01047） 
 昔 泳ぐ-m  できる-否非-3sg. 
 彼は昔泳げない。（彼は昔泳げなかった。） 
 
-reの例 
(121) ei inakin-du xulxa-m xesu-re, 
 この 犬-与格  盗む-m  言う-re
                                                  
32 尤翠玉氏の「彼ら」という語の語形はtugulinとなっている。他の話者は全部tigurunかtiguroN
となっている。tigurunは先行研究にも見られる語形であり、さらにti（その）、gurun（人たち）
と分析することができる。尤翠玉氏だけは「彼ら」という語に関して特殊な形を持っている。こ
こでは、分析せずに音形のままに記す。 
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 ei leluki wa-mai.（0208WL0418） 
 この 狼 殺す-勧誘 
 （お爺さんが）犬にこっそり言って、「狼を殺そう」（と言った）。 
 
(122) xuda-re , tergele gada-re, xeiki gada-re, 
 売る-re  服 買う-re  ズボン 買う-re 
 sabe Saku gada-re, titi-re, 
 靴 皆 買う-re  着る-re 
 tui  ne-m bardi-yi-ni. 
 そのように する-m 暮らす-形非-3sg.（0208CY01） 
 （朝鮮人参を）売って、服を買って、ズボンを買って、靴を買って、着て、そうやって 
 暮らしていた。33
 
2.2.4 否定 
 否定形はまた命令法と直説法に分けられる。 
 
2.2.4.1 命令法 
 命令法は禁止を表し、構造は eji＋語幹＋re である。ここの re は副動詞の-re と定動詞の-re
と音形が同じであるが、機能はそれらとまったく異なっている。ejiとセットとなって禁止を表し
ている。グロスをつけるときに、ejiと reの両方に「否命」とつけて示す。 
 
(123) nio jog-dule eji ene-re. yasaxci nio tixare-Se-n. 
 人 家-向格  eji 行く-re 産後養生 人 望む-否非-3sg. 
 人の家に行くな。産後一ヶ月以内は人が嫌う。 
 （産後一ヶ月以内の女性は人に嫌がられる。）（0208CY01） 
 
(124) eni, eji dirgane-re a.（0308WL04） 
 母 eji 声を出す-re 終 
 母さん、声を出さないでね。 
 
                                                  
33昔の人は朝鮮人参を売って、着るものを買って、暮らしていたと尤翠玉氏が語った。 
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2.2.4.2 否定形直説法 
 非過去形は語幹＋Se＋人称であり、過去形は語幹＋Sci＋人称である。否定形直説法のパラダイ
ムを表 19に示す。 
 
sg. pl.  
1 2 3 1 2 3 
非過去 jefu-Se-yi jefu-Se-si jefu-Se-ni jefu-Se-wu jefu-Se-su jefu-Se-ti(re)
過去 jefu-Sci-yi jefu-Sci-si jefu-Sci-ni jefu-Sci-wu jefu-Sci-su jefu-Sci-ti(re)
表 19 動詞 jefu「食べる」の否定形直説法のパラダイム 
 
2.2.4.2.1 否定非過去形 
 語幹＋Se＋人称である。 
 -Seの母音 eが無声化し、[S]になることがある。三人称単数接尾辞-niの母音 iが無声化し、
[n]になることがある。例文には音声どおり書く。 
 
(125) si ene-ki-si, bi ene-Se-yi.（0208CY01） 
 あなた 行く-副動-2sg. 私 行く-Se-1sg. 
 あなたが行くなら、私は行かない。 
 
(126) si emcike ene-yi-si lele-Se-si  a?（0208JS01021） 
 あなた 一人 行く-形非-2sg. 恐れる-Se-2sg.  終 
 あなた一人で行くのは怖くないか？ 
 
(127) yao eme-xe-n sa-Se-ni？（0208CY01） 
 何 来る-過去-3sg. 知る-Se-3sg.
 彼が何しに来たのかも知らないのか？ 
 
(128) timken=de tixare-Se-n, eimken=de tixare-Se-n.（0208CY01） 
 あの一人=附属 望む-Se-3sg. この一人=附属 望む-Se-3sg.
 あの人も望まない、この人も望まない。 
 （あの人も機嫌が悪い、この人も機嫌が悪い、みんな機嫌が悪い。） 
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  次の例は対話となっている。Aは問いで、Bは Aに対する回答である。 
 
(129) A: tumaki su  ene-yi-su a?（0509CY01） 
  明日 あなたたち 行く-形非-2pl. 終 
  明日あなたたちは行くか。 
 
 B: bu ene-S-wu. 
  私たち 行く-S-1pl.
  私たちは行かない。 
 
(130) su ene-S-su a?（0509CY01） 
 あなた 行く-S-2pl. 終 
 あなたたちは行かないか。 
 
(131) tugulin=de ene-S-re.（0509CY01） 
 彼ら=附属 行く-S-re
 彼らも行かない。 
 
2.2.4.2.2 否定過去形 
 語幹＋Sci＋人称である。 
 
(132) si ici-Sci-si ba? sobgo tergele-we-ni.（0208CY01） 
 あなた 見る-Sci -2sg. 終 魚皮 服-対格-3sg. 
 あなたは見なかったでしょう、魚皮衣を。（あなたは魚皮衣を見たことがないでしょ
う？） 
 
(133) niani unakam  ene-Sci-ni?（0208CY01） 
 彼 どうして 行く-Sci-3sg.
 彼はどうして行かなかったのか？ 
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 三人称単数接尾辞-niの母音 iが無声化し[n]になることがある。 
 
(134) ilantim xodu-yi  ene-Sci-n. jo-du  bi-ren.（0208CY01） 
 三番目 婿-1sg.  行く-Sci-3sg. 家-与格  いる-定非 3sg. 
 私の三番目の婿は行かなかった。家にいる。 
 
 例（132）は対話となっている。Aは問いで、Bは Aに対する回答である。 
 
(135) A: sikse su  adi=de  nio ene-xe-su? 
  昨日 あなたたち いくつ=附属 人 行く-過去-2pl. 
  昨日あなたたち何人か行ったか？（0509CY01） 
 
 B: bu ene-Sci-wu. 
  私たち 行く-Sci-1pl.
  私たちは行かなかった。 
 
(136) su  ene-Sci-su a?（0509CY01） 
 あなたたち 行く-Sci -2pl. 終 
 あなたたちは行かなかったか。 
 
(137) tugulin=de ene-Sci-re.（0509CY01） 
 彼ら=附属 行く-Sci -re
 彼らも行かなかった。 
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第 3章 派生接辞 
 
 この章では、先行研究を踏まえた上で派生接辞について述べる。先行研究は安（1986）、尤、
傅（1987）、Zhang et al.（1989）の三つを取り上げる。先行研究の例文を引用する際には、筆
者の分析を加えたグロスをつけている。問題となる部分はグロスをつけずにホジェン語のままに
した。下線はすべて筆者による。先行研究に対する批判は二字分下げて示す。先行研究の問題点
は 3.1.4にまとめる。 
 
3.1 先行研究 
3.1.1 安（1986） 
 ヴォイスに関して、安（1986）は主動態、受動態、使役態、相互態、共同態を認めている。 
主動態とは主体がある動作を行うことを表す。主動態の形式は動詞語幹と一致する。例えば：tati-
「勉強する」、buta-「捕る」、emergi-「戻る」」（安（1986:48））。以下に、受動態、使役態、
相互態、共同態の順に例文を紹介する。派生接辞の中には、ヴォイスを表すものの他、アスペク
トを表すものもあるが、安（1986）では言及されていない。 
 
3.1.1.1 受動態 
 接辞は-we/-wuである。主語がある行為を受けることを表す。動作主は与格で表示される。 
 
(138) temteken foltko-ni min-du si-wu-xe-yi  e.（A:48） 
 船  穴-3sg.  私-与格 ふさぐ-wu-過去-1sg. 終 
 船の穴は私によって塞がれた。 
 
(139) ti xite age-du-ni tanta-wu-xeini.(A:48) 
 その 子供 兄-与格-3sg. 殴る-wu-過去 3sg. 
 その子はお兄さんに殴られた。 
 
筆者の調査ではこのような形は確認されなかった。上記の二例を話者に確認すると、能動文
が返された（3.1.4を参照）。 
 
 80
3.1.1.2 使役態 
 接辞は-we/-wuである。使役主が被使役主（=行為主体）にある行為を行うよう促すことを表
す。使役主は主格で標示され、被使役主は対格で標示される。 
 
(140) si esixte wumingyi-we xesu-we.(A:49) 
 あなた 今 呉明義（人名）-対格 言う-we
 今呉明義氏に話させて。 
 
筆者の調査では、このような使役を表す接辞は確認されなかった。上記の例を話者に確認し
たところ、このような言い方はしないとのことであった。筆者の調査で得た使役を表す接辞
は、後で述べる尤、傅（1987）の記述と同様、-kune-という形である。詳しくは 3.1.4を
参照。 
 
3.1.1.3 相互態 
 接辞は-maciである。複数の主体が相互に行う行為を表す。 
 
(141) ti gurun em foxto sok tante-maci-mi eme-xe-ni.（A:49） 
 その 人たち 一 道 皆 殴る-maci-副動 来る-過去-3sg. 
 彼らは途中ずっと殴り合ってきた。 
 
筆者の調査でも-maciが確認された。3.2.1.2を参照。 
 
3.1.1.4 共同態 
 接辞は-ciwuである。主体と客体が共にある行為を行うことを表す。 
 
(142) beti  ei jox-dule arki-ciwu-rie.（A:49） 
 私達（包括形） この 部屋-向格 酒-ciwu-rie 
 この部屋で一緒に酒を飲もう。 
 
筆者の調査ではこのような接辞は確認されなかった。 
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3.1.2 尤、傅（1987） 
 ヴォイスに関しては主動態、受動態、使役態、相互態、共同態が挙げられている。主動態とは
形態変化を行わず、動詞語幹に接辞がつかない。例えば：tante-「殴る」、jafe-「掴む」など。
以下に受動態、使役態、相互態、共同態の順に例文を紹介する。アスペクト接辞には開始体が挙
げられている。 
 
3.1.2.1 受動態 
 接辞は-wuである。動作者は与格-duで表示される。 
 
(143) sini age-si leluki-du siane-wu-xeN.(Y:25) 
 あなた 兄-2sg. 狼-与格  噛む－wu-過去 
 あなたの兄は狼に噛まれた。 
 
これは安（1986）の記述とほぼ同じであるが、上述したように、筆者の調査では確認され
なかった。 
 
3.1.2.2 使役態 
 接辞は-kuneである。「～させる」を意味する。 
 
(144) site-we  bitexe xula-kune.(Y:26) 
 子供-対格 本 読む-kune
 子供に勉強させろ。 
 
(145) ami-yi agedene-kune-xen.(Y:26) 
 父-1sg. 喜ぶ-kune-過去 3sg. 
 父を喜ばせた。 
 
これは安（1986）の記述とはまったく異なっているが、筆者の調査とは一致している。 
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3.1.2.3 相互態 
 接辞は-maciniである。 
 
(146) ti junio tante-maciini.(Y:26) 
 その 二人 殴る- maciini
 二人は殴り合っている。 
 
(147) ti junio arki-mecini.(Y:26) 
 その 二人 酒-mecini
 あの二人は酒を飲んでいる。 
 
これは安（1986）に記述された相互態-maciと一致していると思われる。ただし、-macini
（-maciini（例 146））はさらに、-maci-yi（形動詞非過去）-ni（三人称単数）と分析でき
ると思われる。筆者の調査からも、相互を表す-maciという接辞が確認された。 
 
3.1.2.4 共同態 
 接辞は-maciti、-macimai である。相互態は-macini であるが、共同態の場合は-macini の
niを tiに変える。二人以上の場合はmaiか tiで表す。maiは包括形で、tiは除外形である。 
 
(148) beti gese arki-maci-mai.(Y:26) 
 我々 一緒に 酒-maci-mai 
 一緒に酒を飲もう。 
 
(149) tiguluN gese arki-meci-ti．(Y:27) 
 彼ら 一緒に 酒-meci-ti 
 彼らは一緒に酒を飲んでいる。 
 
これは安（1986）に記述された共同態-ciwuとはまったく異なっている。むしろ、3.1.2.3
の相互態と同一のものであると言えよう。-macitiと-macimaiはさらに-maci-yi（形動詞
非過去形）-ti（三人称複数）と-maci-mai（勧誘法）と分析することができるためである。
同じ接辞に後続人称が異なるだけの話であり、別のヴォイス接辞として立てるのは不合理だ
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と思われる。 
 
3.1.2.5 アスペクト派生接辞 
 接辞は-duxei、-duxeniである。動作の開始を表す。 
 
(150) nio emeini icime duda wulumi-duxeni.(Y:27) 
 人 来る 見る ご飯 作る- duxeni 
 人が来たのを見て、私はご飯を作り始めた。 
 
(151) buda teni aidexendun tidu jifumi-duxeni.(Y:27) 
 ご飯 ばかり できたとき 彼 食べる-duxeni 
 ご飯はできたばかりのときに、彼はすぐ食べ始めた。 
 
この項目についての指摘は 3.1.4で行う。 
 
3.1.3 Zhang et al.（1989） 
 ヴォイスに関しては、主動態ゼロ接辞と受動態-wu（例 152）だけが記述されている。 
 
(152) ei ixan min-du  wa-wu-xe-ni.(Z:66) 
 この 牛 私-与格  殺す-wu-過去-3sg. 
 この牛は私に殺された。 
 
 使役態に関しての記述はない。また、アスペクト派生接辞に関する記述もない。 
 
3.1.4 先行研究の問題点 
1)受動態 
 三つの先行研究は全部受動態を立てている。形はともに-wu や-we/-wu などとなっている。
しかし、筆者の調査ではこのような形を確認することができなかった。先行研究に挙げられた例
文を話者に聞いてみると、全部能動文の返答が返ってくる。例えば：「船の穴は私に塞がれた。」
「私は兄に殴られた。」という質問に対する答えは次のとおりである。 
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(153) temtken fortoko-ni bi si-xe-yi.（0209CY03） 
 船  穴-3sg.  私 塞ぐ-過去-1sg. 
 船の穴は私が塞いだ。 
 
(154) akin-yi minu-we tante-xe-ni.(0509CY01) 
 兄-1sg. 私-対格  殴る-過去-3sg. 
 兄は私を殴った。 
 
 現段階のデータでは、会話のテキストにも受動態にあたるものは現れていない。現時点では、
ホジェン語に受動態が存在しないとは断言できないが、受動的な表現でも、ホジェン語の場合は
ほとんど能動文を使って表すと言えるだろう。また、ツングース諸語の受動態について、風間
（2003:386）では「ツングース諸語では受身にあたる形式はない言語が多い、それに近い働き
をするものもあるがその使用頻度は低い。またこれまで受身とされてきた形式には、非人称の形
式として、捉え直すべき言語もある。」という記述がある。本稿でもその観点に賛成し、ホジェン
語においては、受動態を立てないことにする。 
2)使役態 
 安（1986）で記述されている-wuは確認されなかった。安（1986）で挙げられた例文を発音
して話者に聞かせると、そのように言わないと言われた。尤、傅（1987）では-kune と記述さ
れている。尤、傅（1987）は正しい記述である。ただし、命令形の記述の箇所にも使役形と思
われる接辞が挙げられている（2.1.2.1を参照）。また、筆者の調査からも-kuneは使役派生接辞
であることが確認された。この接辞についての詳しい記述は 3.2.1.1で行う。 
3)共同態 
 安（1986）では-ciwu が共同態として挙げられている。筆者の調査ではこのような接辞は確
認されなかった。 
4)アスペクト 
 アスペクト派生接辞についての記述はほとんどない。尤、傅（1987）には開始体があるが、
duxeniは接辞ではなく、「始める」を意味する動詞である。もう一度 3.1.2.5に挙げられた例文
を見てみよう。 
 
(155) nio emeini icime duda wulumi-duxeni.(Y:27) 
 人 来る 見る ご飯 作る- duxeni 
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 人が来たのを見て、私はご飯を作り始めた。 
“wulumi-duxeni”は次のように分析すべきである。 
 wulu-mi du-xe-ni 
 作る-副動 始める-過去-3sg. 
 
派生接辞は動詞の基本語幹につくものであるが、上の例を見れば、動詞の基本語幹には副動詞-mi
が後続しており、duは動詞の基本語幹についていないことが分かる。したがって、duは派生接
辞ではなく、「始める」を意味する動詞である。筆者の調査からも次のような例が得た。 
(156) niani xesu-m  du-xe-n.(0208JS01) 
 彼 話す-副動 始める-過去-3sg. 
 彼は話し始めた。 
 
 先行研究においてはアスペクト派生接辞についての記述がほとんどないが、筆者の調査から、
反復反動体-rgiと恒常体-xciが確認されている。それらについての詳しい記述は 3.2.2で行う。 
 
3.2 派生接辞 
 この節では、派生接辞の意味、機能について述べる。派生接辞にはさらに、ヴォイスを表すも
のとアスペクトを表すものがある。それらが動詞に付く順番は、語幹＋アスペクト派生接辞＋ヴ
ォイス派生接辞となる。先行研究ではほとんどアスペクト派生接辞について触れていない。派生
接辞は動詞の構造の中で、屈折接辞のような必須なものではない。また、動詞語幹と屈折接辞の
間に現れる接辞で、ヴォイスにも、アスペクトにも入らないものがいくつかある。その他の接辞
として扱う。表 20はホジェン語の派生接辞表である。 
 
使役態 -kune- 
相互態 -maci- 
ヴォイス 
非人称態 -u- 
反復反動体 -rgi- アスペクト 
恒常体 -xci- 
願望 -kci- 
生理的欲求 -me- 
その他 
趨向 -a-/-an- 
表 20 ホジェン語派生接辞表 
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 3.2.1 ヴォイス派生接辞 
 ヴォイス派生接辞には使役態-kune-、相互態-maci-、非人称態-u-がある。受動態は現時点
では立てられない（3.1.4を参照）。 
 
3.2.1.1 使役 
 接辞は-kune-である。使役接辞は動詞のとる項を 1つ増やすものである。 
 
(157) eji minu-we lao omi-kune-re.(0408CY07) 
 否命 私-対格  ずっと 飲む-kune-否命 
 私にずっと飲ませるなよ。 
 
(158) juan se-du-yi=du  mini ami-yi 
 十 歳-与格-1sg.=附属 私 父-1sg. 
 mine-we imaxa-we waxci-kune-xe-ni. 
 私-対格  魚-対格  捕る-kune-過去-3sg. 
 十歳のときから、私の父が私に魚を捕らせた（漁をさせた）。(0509CY01) 
 
 若い話者34に、受身を表すときに-kune-が使われる例が見られる。それは中国語の影響35によ
るか、それともホジェン語の使役接辞-kune-は受身の意味も表すかは、現時点では判断できな
い。下に例だけ挙げておく。 
 
(159) dula-du em asenxite jixa-ni malxoN. 
 中-与格 一 女の子  金-3sg. たくさん 
 nio-du wa-kune-xe-ni  bushia.(0308CY0101) 
 人-与格 殺す-kune-過去-3sg. じゃない 
 中のほうにある女の子がたくさん金を持って、人に殺されたでしょう。 
 
 以下で、使役接辞が付いた動詞の取る格について見てみる。 
                                                  
34 尤文蘭氏（2005年現在 59歳）のことである。 
35 中国語の「叫jiào」「让ràng」は使役と受身の両方が表せる。 
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 3.2.1.1.1 自動詞の使役 
 自動詞に使役接辞が付いた場合、項を 2 つ取るようになり、使役者は主格-φ、被使役者は対
格-we/-me36で標示される。 
 
(160) niani mine-we jari-kune-yi-ni.(0209CY01009-5) 
 彼 私-対格  歌う-使役-形非-3sg. 
 彼は私に（歌を）歌わせる。 
 
3.2.1.1.2 他動詞の使役 
 他動詞に使役接辞が付いた場合、項を 3つ取るようになり、使役者は主格、対象物も被使役者
も対格で標示される。 
 
(161) niani-me-ni ti imaxa-we gaji-kune.(0408CY06) 
 彼-対格-3sg. その 魚-対格  持ってくる-使役（命令） 
 彼に魚を持って来させろ。 
 
(162) eni-ni ei xite-we  awoN-me gerte-rgi-kune-yi-ni e. 
 母-3sg. この 子供-対格 帽子-対格 探す-反動-使役-形非-3sg. 終 
 母親は子供に帽子を探させる。（0509CY01） 
 
3.2.1.1.3 感覚動詞の使役 
 「見る」、「聞く」、「嗅ぐ」のような感覚を表す動詞に使役接辞が付いた場合、項を 3つ取るよ
うになり、対象物は対格、被使役者は与格で標示される。 
 
(163) ei-we  min-du icixci-kune-yi-si.（0209CY01002） 
 これ-対格 私-与格 見る-使役-形非-2sg. 
 これを私に見せて。 
 
 
                                                  
36 -we/-meの交替条件は、名詞語幹が母音で終わる場合は-we、子音で終わる場合は-meが付く。 
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(164) nian-du dordi-kune-yi-si.(0209CY01003-1) 
 彼-与格 聞く-使役-形非-2sg. 
 彼に聞かせて。 
 
(165) min-du xunsi-kune.（0209WL004-1） 
 私-与格 嗅ぐ-使役-φ（命令） 
 私に嗅がせろ。 
 
3.2.1.2 相互 
 接辞は-maci-である。「お互いに～しあう」の意味を表す。次に例文を示す。 
 
(166) dula-du  soro-maci-m bi-ren.(0308WL04) 
 中-与格  戦う-maci-副動 いる-定非 3sg. 
 中央のほうでは戦争をしている。 
 
話者に「戦う」や「喧嘩する」のホジェン語を尋ねると、いつも「soromaci-」と答える。soro-
が単独に用いられる例が取れていない。「戦う」や「喧嘩する」は必ず双方が互いに行う行為であ
るため、-maci-はすでに接辞として soro-と切り離せなくなっていると思われる。これに対して、
次の tante-「殴る」は単独に用いられる例も取れている。tante-maci-は「互いに殴りあう」こ
とを意味し、tante-は主体が一方的に対象に対して殴る行為を行うことを表す。 
 
(167) ti juru tante-maci-yi-ni.(0509CY01) 
 その 二人 殴る-maci-形非-3sg. 
 あの二人は殴り合っている。 
 
(168) akin-yi minu-we tante-xe-ni.(0509CY01) 
 兄-1sg. 私-対格  殴る-過去-3sg. 
 兄は私を殴った。 
 
3.2.1.3 非人称 
 接辞は-u-である。「～すべき、～することができる、～するのだ（一般的なこと）」を表す。
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特に誰がやったとはっきり言う必要がないときに用いられる。また、昔のことを語るときに、「昔
はこうしたのだった。」というふうに-u-yi（形動詞非過去形）がよく使われる。主語がない文が
多い。しかし、beti「我々」を明示的主語として用いることもある。-u-yiの表すこれらの意味は、
実はつながっており、話者自身はそれぞれ違うと意識していないかもしれないが、ホジェン語の
ネイティブではないものとして、多少違いを感じたものを全部細かく分類した37。次はそれぞれ
の意味の文例: 
1)～すべき 
(169) ei jo dulan-ni em burin gele-u-yi.(0509CY02) 
 この 部屋 中-3sg.  一 ランプ 要る-u-形非
 この部屋にはランプが必要だ。 
 
(170) niani ei baite-we sa-ki-ni on ne-u-yi.(0408CY06) 
 彼 この こと-対格 知る-副動-3sg. どう する-u-形非
 もし彼がこのことを知ったらどうすべきでしょう。 
 
2)可能 
(171) turu-le-ni em mo ili-kune-xe-ni, 
 外-向格-3sg. 一 柱 立つ-使役-過去-3sg. 
 goro-tki=de ici-u-yi.（0509CY01） 
 遠い-比格=附属 見る-u-形非
 彼は庭に一本の柱を立てた。遠くからも見える。 
 
(172) ei boso-we silki-u-yi.(0408CY06) 
 この 布-対格  洗う-u-形非
 この布は洗える。 
 
3)一般的なこと（「すべき、であるもの、筈だ」などに対応する。） 
(173) damxin omi-u-yi, baite-ni  anci.(0408CY06) 
                                                  
37 この接辞は他のツングース諸語にも見られる。非人称という用語は風間（1993）を参考にした。
非人称の使い方も諸言語が似ている。ただし、受身を表す機能はホジェン語では見つかっていな
い。 
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 タバコ 吸う-u-形非  問題-3sg. ない 
 ここで煙草を吸ってもかまわない。 
 
(174) niani deuji-ni  icixci-u-yi, 
 彼 顔-3sg.  見る-u-形非
 emeti coli-yi-ni   nio keci.(0408CY06) 
 まるで 大きな病気になる-形非-3sg. 人 ように 
 彼はまるで病人のような顔をしている。（彼の顔は誰が見ても病人のような顔である。） 
 
(175) ta-ji,  tioko dexse-ji-ni, medile-u-yi.(0408CY04) 
 それ-道具格 鶏 羽-道具格-3sg. 塗る-u-形非
 （棒に）鶏の羽で（蝋燭を）塗るのだ。 
 
(176) beti usin-me tukia-u-yi. 
 我々 畑-対格 見張る-u-形非
 我々は畑を見張っているのだ。 
 
(177) mafke sirse-ni  isale medile-u-yi ai.(0509CY02) 
 熊 胆嚢-3sg. 目 塗る-u-形非  よい 
 熊の胆嚢は目に塗るとよい。 
 
 非人称の否定形は u＋Se＋三人称である。次は否定形の文例: 
 
(178) inakin go-yi-ni.  xesu-m  mete-u-Se-n.(0408CY06) 
 犬 吠える-形非-3sg. 話す-副動 できる-u-否非-3sg. 
 犬が吠えて、話ができない。 
 
(179) edu omi-u-Se-n.(0408CY06) 
 ここで 吸う-u-否非-3sg. 
 ここでタバコを吸ってはいけない。 
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3.2.2 アスペクト派生接辞 
 アスペクト派生接辞には反動反復体-rgi-と恒常体-xci-がある。 
 
3.2.2.1 反動反復体-rgi- 
-rgi-の異形態に-Ski-があるが、その交替条件は不明である。-rgi-は二つの機能を持ってい
る。 
１）ili-（立つ）―te-（座る）、acu-（脱ぐ、はずす）―titi-（履く、着る、身につける）のよ
うな意味的に反対の動作の存在が想定されるような動詞と共起する場合、その反対の動作を行っ
た後の状態から、その動作を行うことを表す。 
 
(180) isikili nio edu ili-rgi-re geji-yi-ni.(0308JY02) 
 小さい 人 ここに 立つ-rgi-副動 なめす-形非-3sg. 
 若い人がここに立ってなめす。 
 
 -rgi-があれば、座った状態から立ち上がる動きが感じ取れる。-rgi-がなく、ili-reだけだと、
最初から立ったままの状態であるような印象が与えられる。以下同様。 
 
(181) ei mamakcen te-rgi-re, yubgu-yi-ni. (0308JY02) 
 この お婆さん 座る-rgi-副動 回転させる-形非-3sg. 
 お婆さんは座って（魚皮を）回転させる。 
 
(182) xadile-re bi-re,  acu-rgi-m=du 
 背負う-副動 いる-定非 3sg. おろす-rgi-反復体-副動=附属 
 maxalin duSkin gidale-m=du  jafu-re  arci-u-yi. 
 弾丸 中 押し込む-副動=附属 持つ-副動 待つ-非人称-形非 
 背負っている。おろしたら、中に弾丸を押し込んで、持って待つ。(0308JY02) 
 
(183) yasaxci-yi-du-yi,    turSki niu-kune-Sen. 
 産後 1か月間の養生をする-形非-与格-再帰 sg. 外 出る-使役-否非 3sg. 
 wazi titi-rgi-kune-re.(0308CY01) 
 靴下 履く-rgi-使役-定非 3sg. 
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 産後一ヶ月の間、産婦を外に出させない。そして、靴下を履かせる。 
 
(184) ili-kne38-re niNe-rgi-re niu-rgi-re, 
 立つ-使役-副動 入る-rgi-副動 出る-rgi-副動 
 beti jiu peNgele-S da-xa-n. (0308JY02) 
 我々 すると ぶつかる-否非 なる-過去-3sg. 
 （草の扉をドアのそばに）立てて、出たり入ったりするときにぶつからなくする。 
 
(185) xergisikin eu-rgi  tulegen, 
 下  降りる-rgi 速い 
 begedele nale-yi  ai-ji  ili-m=du,…(0308JY02) 
 足  手-1sg.  よい-道具格 立つ-副動=附属 
 下に降りる時とても速い。しっかり立って… 
 
(186) naxan-dule tukti-rgi-ren.  hai oroxto sekti-re=ke, 
 オンドル-向格 上がる-rgi-定非 3sg. また 草 敷く-副動=附属 
 saxdan  hai sekti-kune-Sen. (0308CY01) 
 茣蓙  も 敷く-使役-否非 3sg. 
 （仮小屋で出産した後、）オンドルに上がる。また草を敷いて、茣蓙なども敷かせない。 
 
 その他、goni（思う）、gerte（探す）のような、反対のペアを持っていない動詞が-rgi-と共
起する場合、そうでない状態からその状態になることを示す。例えば： 
 
(187) ei jo ici-re,  jiu goni-rgi-yi-ni,  mene isikili. 
 この 家 見る-副動 すると 思う-rgi-形非-3sg. 自分 小さい 
 この家を見ると、彼は自分の幼年時代を思い出す。(0408CY06) 
 
(188) niani ya-le  bi-ren=de  Saku niani-me-ni gerte-rgi-yi. 
 彼 どこ-向格 いる-定非 3sg.=附属 みな 彼-対格-3sg. 探す-rgi-形非 1sg. 
                                                  
38 尤金玉氏の使役形は形態は他の話者（-kune-）と異なり、-kneである。方言差によるものか、
個人差によるものかは今後さらに調べる必要がある。 
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 彼がどこにいても、私は彼を捜し出す。(0408CY06) 
 
(189) boso=de anci. 
 布=附属  ない 
 ti alin yeshi luca-le   geda-m gaji-rgi-u-yi. 
 その 時 も ロシア-向格 買う-副動 持って来る-rgi-非人称-形非 
 あの時は布もなかった。布もロシアで買って持って帰っていた。(0308JY02) 
 
(190) edu xergi-le digda-rgi-re  kinda, 诶呀飕飕的比汽车都快。 
 ここに 下-向格 押さえる-rgi-副動 放す 車より速い 
 ここで、下の方へ押さえて、放すと車より速い。(0308JY02) 
 
２）動作が繰り返して行われることを表す。 
 「春（夏、秋、冬）になる」、「夜になる」など、一回きりではなく繰り返して行われる動作を
表す動詞に-rgi-が付くことが多い。したがって、-rgiは習慣や多回性表示のためにも使われる。 
 
(191) niNni-Ski-yi-n  temtken Saku muke-le tisai-yi-ni. 
 春になる-Ski-形非-3sg. 船 みな 水-向格  出航する-形非-3sg. 
 春がくれば､川を船が動き出す。(0408CY06) 
 
(192) ba sikse-Ski-yi-ni,  xoxto-du nio malxoN. 
 天 夜になる-Ski-形非-3sg. 道-与格  人 たくさん 
 夜になっても道に人がたくさんいる。(0408CY06) 
 
 他にはこのような例がある。baxci-(会う)、nede-(置く)、teu-(入れる)、afine-(寝る) 
 
(193) nian-me-ni baxci-rgi-yi. (0408CY06) 
 彼-対格-3sg. 会う-rgi-形非 1sg. 
 私はよく彼女と会う。 
 
(194) taxtu eu-re,  dulan-ninede-rgi-u-yi, oxoci-we.(0308JY02) 
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 倉庫 作る-副動 中-3sg.  置く-rgi-非人称-形非 干した魚-対格 
 倉庫を作って、干した魚を中に置いておくのだ。 
 
(195) jalun  teu-rgi-u-yi. (0308JY02) 
 いっぱい 入れる-rgi-非人称-形非 
 いっぱい入れるのだ。 
 
(196) sikselin afine-rgi-du-yi  dasi-u-yi. (0308JY02) 
 夜 寝る-rgi-与格-再帰sg. 閉める-非人称-形非 
 夜寝るときは閉めるのだ。 
 
3.2.2.2 恒常体-xci- 
 接辞は-xci-である。恒常的に起きることを表す。恒常体は例が少ない。 
 
(197) yao=de ici-xci-re, duli-xci-re, gere-xci-re, 
 xurxa-xci-re, 
 何=附属 見る-xci-副動 奪う-xci-副動 要求する-xci-副動 盗む -xci-副
動 
 yamjaka nio-ni Saku bi-ren. 
 どんな  人-3sg. みな いる-定非 3sg. 
 何でも見て、奪って、要求して、盗んで、どんな人もいる。 
 
 すでに語彙化していると思われる語が二語ある。wa（「殺す」）-xci→waxci（「漁をする、狩
をする」）。漁と狩というのは、まさに殺す行為が常に行われている。もう一語 icixci があるが、
ici-「見る」との区別が分からない。ici-の使用頻度とほぼ同じで、意味もあまり違いがないよう
に思われる。waxci-と icixci-に関しては、本稿では形態素分析を行わずに、それぞれ一語とし
て見なす。ただし、上の例(197)だけ、他の動詞と平行していると思われるため、形態素分析を
行う。 
 また、動詞を連体詞化する接辞-xci という形があって、これは意味の点では、上述の恒常体
-xci-と関係があると考えられる。 
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(198) unku tako-xci nio 
 病気 治す-xci 人 
 医者 
 
(199) ei xite-du  bitxe eu-xci  xausin-me gada-xa-ni. 
 この 子供-与格 字 書く-xci 紙-対格  買 う - 過 去
-3sg. 
 彼は子供に字を書く紙（ノート）を買った。 
 
常に病気を治す人は医者、常に字を書く紙はノートである。意味的には恒常体-xci-とつながり
があろう。 
 
3.2.3 その他の接辞 
 以下、その他の接辞として、願望を表す-kci-、生理的欲求を表す me、趨向を示す-a-/-an-
の三つをあげる。 
 
3.2.3.1 願望-kci- 
 接辞は-kci-である。「～がしたい」を表す。 
 
(200) si jixaki odo-ki-si, ya-we gada-kci-yi-si  a. 
 あなた 金持ち なる-副動-2sg. 何-対格 買う-kci-形非-2sg. 終 
 もし金持ちになったら、何を買いたいの？(0408CY06) 
 
3.2.3.2 生理的欲求me 
 「お腹がすいた」、「のどが渇いた」という生理的な欲求を表すときに用いられる。他のツング
ース諸語にも見られる接辞である。ただし、ホジェン語の場合はすでに語彙化して、接辞として
動詞語幹と切り離せなくなっていると思われる。次はmeの文例: 
 
 
(201) bi jeme-yi.（0208CY02） 
 私 お腹がすく-形非 1sg. 
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 私はお腹がすいている。（cf: jefu-「食べる」） 
 
(202) bi orgume-yi.（0208CY02） 
 私 のどが渇く-形非 1sg. 
 私はのどが渇いている。（cf: orgu-「渇く」） 
 
3.2.3.3趨向-a-/-an- 
 接辞は-a-/-an-である。-a-と-an-の交替条件はまだ不明である。「～しに行く」を意味する。
文脈によっては「～しに来る」と訳す場合もある。 
 
(203) niani arki teu-a-xa-ni e.(0408CY07) 
 彼 酒 入れる-a-過去-3sg. 終 
 彼は酒を入れに行った。39
 
(204) bi eStu xapsi-an-yi.(0502CY03) 
 私 今に 訴える-an-形非 1sg. 
 後で私はあなたを訴えに行くよ。 
 
(205) ti elin min jog-dule-yi 
 その 時 私 家-向格-1sg. 
 lawei eme-mi  ukci-a-xa-ni.(0408CY06) 
 いつも 来る-副動 遊ぶ-趨向-過去-3sg. 
 あの時は彼はよく私の家に遊びに来ていた。 
 
 音声上、動詞の最後の母音が脱落し、-a-は動詞と一体になる。例えば:damjile-aの音声は、
[damdZil«a]ではなく、[damdZila]である。表記上は音韻表記のままにする。 
 
(206) ami-si muke-we damjile-a-xa-n.（0509CY01） 
 父-2sg. 水-対格  汲む-a-過去-3sg. 
                                                  
39 自分で空き瓶を持って、酒屋に行ってお酒を入れるもらうことから、酒を買いに行くことを「酒
を入れに行く」と言う。 
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 君のお父さんは水を汲みに行った。 
 
(207) ei ini taxte-yi  nio 
 この 日 親しむ-形非 1sg. 人 
 min-dule berci-m  uile-a-xa-ni.（0408CY06） 
 私-向格  助ける-副動 働く-趨向-過去-3sg. 
 今日友人が手伝いに家にやってきた。 
 
(208) surgi-we urdiu-a-ru!(0509CY01) 
 野菜-対格 温める-a-命令 
 おかずを温めに行け。 
 
 また、尤翠玉氏だけに見られる現象で、gaji-「取りに行く」、gada-「買う」などの動詞に-a-
が付くと、音声的には[g«dZa]、[g«da]となる。これは第一部 2.4で述べた、/a/と/e/が同一の語
に共起するとき、順番が必ず/a/＋/e/となるという母音調和の規則に違反する例であるが、その
理由は現在分からない。他の話者には見られていないため、ここで例外として扱う。次の 2例だ
け、音声と一致する形で表記する。 
 
(209) ami-si muke-we geji-a-xa-n.（0509CY01） 
 父-2sg. 水-対格  取りに行く-a-過去-3sg. 
 君のお父さんは水を取りに行った。 
 
(210) arki ged-a-xa-ni.（0509CY01） 
 酒 買う-a-過去-3sg. 
 彼は酒を買いに行った。 
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第 4章 基本語幹の内部構成―自他交替 
 
 2章では動詞の語幹につく屈折接辞、3章では第 2次語幹を形成する派生接辞を見てきた。こ
の章では、動詞の基本語幹の内部構成に着目し、動詞の自他について考察を行う。そして、ホジ
ェン語の自動詞と他動詞の形態的、統語的特徴について述べる。日本語や他のツングース諸語と
の対比も若干行う。 
 ホジェン語の動詞は自他の観点から自他交替を行わない自動詞、自他交替を行わない他動詞、
自他交替を行う動詞（形態的に有対）、自他同形の動詞に分けられる。そのうち、自他交替を行う
動詞と自他同形動詞に所属する動詞の意味は日本語の有対動詞に所属する動詞の意味に対応して
いる。具体的に言うと、ホジェン語において自他交替を行う動詞及び自他同形の動詞の自動詞の
ほうは意味的にはすべて非対格自動詞であり、日本語における有対動詞の自動詞のほうと同じ性
質を持っている。ただし、日本語の有対動詞に対応するホジェン語動詞がすべて形態的に有対あ
るいは自他同形であるとは限らない。 
 
4.1 先行研究 
 以下に先行研究におけるホジェン語の自動詞と他動詞についての記述を紹介する。 
 安（1986:48）では、「動詞は自動詞と他動詞に分けられる。40」との一言だけが記述されてい
る。判断基準についてはまったく言及していない。 
 尤、傅（1987:25）では、「動詞は自動詞と他動詞に分けられ、目的語を取る動詞は他動詞で、
目的語を取らない動詞は自動詞である。41」と述べている。 
 Zhang et al.（1989:55）では、「直接目的語を取るかどうかによって、動詞は自動詞と他動詞
に分けられる。直接目的語を取る動詞は他動詞で、そのほかの動詞は自動詞である。（中略）他動
詞は受動文に用いられ、自動詞は受動文に用いられない。42」と記述している。 
 三つの先行研究とも、動詞は自動詞と他動詞に分けられることを認めている。尤、傅（1987）
と Zhang et al.（1989）は目的語を取るかどうかを自動詞と他動詞を区別する基準にしている。
                                                  
40 安（1986:48）、《一般动词还可分为及物动词和不及物动词。》。 
41 尤、傅（1987:25）、《赫哲语的动词也同样有及物动词和不及物动词之分,能带受事宾语的动词叫
及物动词;不能带受事宾语的动词叫不及物动词。》 
42 Zhang et al.（1989:55）、“Verbs are classified into transitive and intransitive according to 
whether they require a direct object in a sentence. A verb that requires a direct object is 
called a transitive. The other verbs are intransitive verbs. ( ... ) In the Hezhen language verbs, 
like ice (see), jefe (eat), omi (drink), tante (beat), belci (help), are transitives. They require a 
direct object to complete their meaning and can be used in the passive voice. ( ... ) Intransitive 
verbs do not require a direct object and can not be used in the passive voice. Verbs, like ili 
(stand), te (sit), simiki (cough), niu (go out), afine (sleep), are intransitives.” 
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本稿もこの立場に従う。Zhang et al.（1989）はさらにもう一つ自他を判断する基準として、受
動文において用いられるかどうかを付け加えている。前章の 3.1.4で述べたように、ホジェン語
において受動態を立てることができないため、このような自他を判断する基準も立てることがで
きない。 
 ただし、どの先行研究も動詞の自他についての言及が少ない。特に、後で述べるような自他の
対を持つ動詞や自他同形の動詞についてまったく触れていない。 
 
4.2 ホジェン語の自動詞と他動詞 
 ホジェン語の動詞は対格（-we/-me43）を取るかどうかによって、自動詞と他動詞に分けられ
る。裸の項、すなわち主格名詞句を一つだけ取り、対格名詞句を取らないものは自動詞で、主格
と対格の 2項を取るものは他動詞である。これは多くの言語において動詞の自他を判断する基本
的な基準になっていると思われる。言語によって、これ以外にも自動詞と他動詞を区別する形態
的、統語的な基準がある言語も存在するが44、ホジェン語の場合現段階では、これ以外の基準が
不明である。また、わずかであるが、日本語の「燃える―燃やす」のように、形態的、意味的、
統語的に自他の対応をなす動詞は、ホジェン語にも見られる。さらに、同一の形態で自動詞とし
ても他動詞としても働く、いわゆる自他同形の動詞もいくつかある。ここでは、ホジェン語動詞
を自動詞か他動詞か、自他交替を行うかどうかという基準に基づいて、四つのタイプに分類する。
以下に、1.自他交替を行わない自動詞、2.自他交替を行わない他動詞、3.自他交替を行う動詞、
4.自他同形の動詞の順で、ホジェン語の自動詞と他動詞を見ていく。さらに、3と 4は日本語の
有対他動詞と平行する現象であると指摘する。なお、他のツングース語における自他対応につい
ても若干触れる。 
 
4.2.1 自他交替を行わない自動詞 
 自他交替を行わない自動詞は、裸の項、すなわち主格を一つだけ取り、対格を取らないもので
ある。以下に自他交替を行わない自動詞の語例を示す。 
 
erksi-「呼吸する」、iseci-「嘔吐する」、soNo-「泣く」、agdene-「喜ぶ」、otune-「痒い」、
auli-「腫れる」、ili-「立つ」、「止まる」、te-「坐る」、te-「起きる」、miSiki-「這う」、dudu-
                                                  
43 名詞語幹が母音で終わる場合は-weが、子音で終わる場合は-meがつく。 
44 例えば、アイヌ語では、目的語を取るかどうかという特徴のほかに、自動詞の場合、1人称複
数および不定人称の主格人称接辞として、接尾辞-as、-anがつき、他動詞の場合、1人称複数お
よび不定人称の主格人称接辞として、接頭辞ci-、a-/an-がつくという基準がある（佐藤（1992）。） 
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「横たわる」、afine-「眠る」、sene-「覚める」、soxto-「酔う」、nia-「腐る」、xuSku-「跳ね
る」、「踊る」45、degde-「飛ぶ」、「浮く」46、erpsi-「泳ぐ」、「お風呂に入る」47、yuru-「沈
む」、uile-「働く」、feci-「疲れる」、teine-「休む」、ye-「熟する」、bude-「死ぬ」、bardi-
「生きる」、「暮らす」eme-「来る」、ene-「行く」、xerne-「焦る」、toNku-「動く」、ukci-
「遊ぶ」、go「吠える」、soromaci-「戦う」48bi-「ある」、「いる」49、ulia-「なくなる」、jemu-
「おなかがすく」50、kaxci-「焦げる」、derke-「離れる」、eyi-「流れる」、bocule-「縮む」、
moto-「伸びる」、jaci-「伝言する」、nele-「怖がる」、xaNka-「怒る」、Sulu-「負ける」、niu-
「出る」、niNe-「入る」、yalu-「乗る」、xenkisi「拝む」、kemne-「計る」、tifile-「唾を吐く」、
aci-「合う」、「当たる」、「行ける」、「ただしい」、tigde-「雨が降る」 
 
 ホジェン語の特徴を示すものやコメントが必要なものについて、例文を提示して説明する。 
1) 動作の対象が取る格についてコメントが必要な動詞は以下のものである。nele-「恐がる」、
xaNka-「怒る」、xenkisi-「拝む」、kemne-「計る」、Sulu-「負ける」、niu-「出る」、niNe-
「入る」 
 
nele-「恐がる」と xaNka-「怒る」 
 「～が～を恐がる」というときに、恐がる対象が道具格-ji51を取る。「～が～を怒った」とい
                                                  
45 話者に「踊る」という単語を尋ねるとみんな首をかしげる。まずは昔の人は踊らないと答える。
しばらく考えロシア語からの借用語pilisilinと答えたり、中国語の「跳舞」(「踊る」)から「跳」
（「跳ねる」）だけを取って、「跳ねる」を意味するxuSku-と答えたりする。 
46 「鳥が飛んでいる。」と「瓶が川に浮いている。」というときに、動詞は両方ともdegde-を使う。 
47 「泳ぐ」（中国語「游泳」）を尋ねると、我々は「泳ぐ」と言わない、「お風呂に入る」（中国語
「洗澡」）と言うという答えが返ってきた。ホジェンは昔から川沿いに居住しているため、川を天
然風呂として利用していた。「お風呂に入る」というのは、つまり「川に入って体を洗う」ことで
ある。「泳ぐ」という動詞についてのホジェン語を答えるのに躊躇したのは、大抵川に入る目的は
泳ぐことではなくて、体を洗うことであるからだと思われる。 
48 さらにsoro-maci-（相互態）と分析可能だが、「戦う」と言う場合、常に-maci-が共起し、soro-
単独で使われる例が見られないため、すでに語彙化したと見て、離して（分析形で）書かずに、
この動詞の場合は、maci-を基本語幹の一部と見なす。（相互態については 3.2.1.2を参照） 
49 存在を表す状態動詞。日本語の「ある」（無生）「いる」（有生）の区別がなく、両方ともbi-が
使われる。bi-はホジェン語の中で唯一不規則変化を行う動詞である。形動詞非過去形はbi-si-、
過去形はbi-ci-、定動詞非過去形はbi-ren/bi-reである。詳しくは第 5章を参照。 
50 3.2.3.2を参照。 
51 -jiの機能としては、道具（～で）、共同（～と）、時間や空間の起点（～から）が挙げられる。 
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うときに、怒る対象が比格-tki52を取る。ここでは、-tkiの「方向」（～へ、に）としての機能が
働いていると思われる。他のツングース諸語にもこのような、「恐がる」の対象が道具格を取り、
「怒る」の対象が向格を取る格構造が見られる（ナーナイ語、風間（2003））。 
 
(211) niani ami-ji  nele-re.(0509CY02) 
 彼 父-道具格 恐れる-定非 3sg. 
 彼は父親を恐がっている。 
 
(212) eni-ni ami-tki-ni xaNka-xa-ni.(0509CY02) 
 母-3sg. 父-比格-3sg. 怒る-過去-3sg. 
 彼の母親は父親のことを怒った。 
 
xenkisi-「拝む」 
 日本語では「神を拝む」、「神に拝む」と両方言えるが、ホジェン語では、xenkisi-「拝む」の
対象「神」は方向を表す-tkiを取る。 
 
(213) seun-tki xenkisi-yi-ni.(0509CY0101) 
 神-比格  拝む-形非-3sg. 
 彼は神を拝んでいる。 
 
kemne-「計る」 
 kemne-「計る」の対象は比較を表す-tkiを取る。 
 
(214) niani bei-tki-ni kemne-re eu-xe-yi tergele-we. 
 彼 体-比格-3sg. 計る-副動 作る-過去-1sg. 服-対格 
 私は彼の体を計って服を作った。(0509CY0101) 
 
Sulu-「負ける」 
 ホジェン語の ete-「勝つ」と Sulu-「負ける」は、動作の対象の取る格がそれぞれ異なる。ete-
                                                  
52 -tkiは基本的に比較を表す格だが、その他に、起点「～から」と方向「～へ、～に」（着点を前
提としない漠然の方向。「～に向かって」とでも解釈できる。）を表す機能も持っている。 
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「勝つ」は対格を取り、Sulu-「負ける」は与格を取る。ete-は他動詞の項目で扱うべきだが、
Sulu-と対照させるためにここでその例を提示する。 
 
(215) bi niani-me-ni ete-xe-yi.(0509CY0101) 
 私 彼-対格-3sg. 勝つ-過去-1sg. 
 私は彼に勝った。 
 
(216) bi nian-du  Sulu-xe-yi.(0509CY0101) 
 私 彼-与格  負ける-過去-1sg. 
 私は彼に負けた。 
 
niu-「出る」 
 日本語では、「家を出る」と言う場合に「家」の格標示は「を」となるが、ホジェン語では「-tki」
（比格）となる。-tkiは基本的に比較対象を表す格だが、起点「～から」と方向「～へ、～に」
と表すこともできる。ここでは、起点としての機能が働いていると思われる。 
 
(217) hai ine-Sci-yi  julule-n-du, jox-tki niu-xe-yi. 
 まだ 夜が明ける-否過-1sg.？53 前-3sg.-与格 家-比格 出る-過去-1sg. 
 夜が明ける前に、私は家を出た。(0408CY06) 
 
niNe-「入る」 
 日本語の「入る」も中国語の「进jìn」も、「彼が部屋に入る。」「ボールが穴に入る。」のように
主体が有生でも無生でも使うことができる。しかし、ホジェン語のniNe-は主体が有生物である
場合のみ用いられる。主体が無生物である場合は使えない54。日本語の「入る」と異なり、意志
性の強い動詞だと思われる。niNe-「入る」の場所は向格-duleを取る。 
                                                  
53 動詞は「夜が明ける」なので、人称接尾辞は三人称単数であるはずだが、ここでは一人称単数
となっている。話者の言い間違えだと推測されるが、さらに確認する必要がある。 
54 「ボールが穴に入った。」と言う場合、bunburku「ボール」と同源だと思われるbunbule-「転
がる」という動詞が使われる。 
 bunburku kengzi54-le bunbule-xe-ni.(0509CY0101) 
 ボール  穴-向格  転がる-過去-3sg. 
 ボールが穴に転がり込んだ。 
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 (218) esi jog-dule niNe-xe-ni.(0509CY0101) 
 今 家-向格  入る-過去-3sg. 
 彼は今家に入った。 
 
2) 使い方が日本語や中国語とずれるものについて若干コメントが必要である。以下に tifile-「唾
を吐く」、kili-「叫ぶ」の文例を示す。 
 
tifile-「唾を吐く」 
(219) em nale-du-yi jumdan tifile-xe-yi.(0509CY0101) 
 一 手-与格-1sg. 二回 唾を吐く-過去-1sg. 
 私は両手に二回ずつ唾を吐いた。55
 
tifile-一語で「唾を吐く」という動作を表す。中国語では「吐 tù（吐く）唾沫 tuòmo（唾）」と
言うし、日本語でも「唾を吐く」というが、ホジェン語ではこのような表現は成立しない。tifile-
は tifiNge「唾」という目的語を取ることができない。つまり、次のような文は成立しない。 
 
(220) *tifiNge-we tifile-yi.(0509CY0101) 
 唾-対格  唾を吐く-1sg. 
 私は唾を吐く。 
 
kili-「叫ぶ」 
 kili-は「名前」などのような目的語を取ることができない。「名前を叫ぶ」のような文を言う
場合、目的語が取れる動詞 xudale-「呼ぶ」を使って、「名前を呼んで叫ぶ」という複文にしな
ければならない。kili-単独で目的語 gerbi「名前」を取ることができない。 
 
(221) tugulin ta-du  kili-yi-ni. min gerbi-we-yi 
 彼ら そこ-与格 叫ぶ-形非-3sg. 私 名前-対格-1sg. 
 xudale-m kili-yi-ni.(0509CY0101) 
 呼ぶ-副動 叫ぶ-形非-3sg. 
                                                  
55 気合を入れるときに取る行動である。 
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 彼らはそこで叫んでいる。私の名前を叫んでいる。 
 
(222) *min gerbi-we-yi kili-yi-ni. (0509CY0101) 
 私 名前-対格-1sg. 叫ぶ-形非-3sg. 
 彼は私の名前を叫んでいる。 
 
3) tigde-「雨が降る」について 
 風間（2003:293）では、「ツングース語では、見かけの上では 1項動詞であるが、（主語の）
名詞の語幹と、動詞の語幹が同一で、意味的・実質的には 0項動詞とみるべきものがある。これ
を「同族主語」と呼ぶことができるだろう。」と述べ、例として、ナーナイ語の「雨が降る」を挙
げている。 
 
[ナーナイ語] 
tigde tigde-i-ni（雨が雨る） 
雨 雨が降る-形動詞現在-3人称単数 
 
ホジェン語でも、「雨が降る」は「tigde-yi-ni.」である。しかし、上のような「同族主語」と呼
ばれる現象はホジェン語にはない。tigde-はあくまでも動詞語幹で、名詞として用いることがで
きない。つまり、「tigde tigde-yi-ni.」のような表現はホジェン語では成立しない。このよう
な文を話者に確認したら、「『雨が降る』を二回言っているようでおかしい」とのことであった。 
 
(223) tigde-yi-ni. (0509CY0101) 
 雨が降る-形非-3sg. 
 雨が降っている。 
 
(224) *tigde tigde-yi-ni. (0509CY0101) 
 雨が降る 雨が降る-形非-3sg. 
 
4.2.2 自他交替を行わない他動詞 
 統語的には主格と対格を取るもの。派生によって自動詞を作ることができない。 
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ici-「見る」、durdi-「聞く」、xunsi-「嗅ぐ」、xesu-「言う」、「話す」、xudale-「人間が～を
呼ぶ」、「雄鶏が刻を告げる」56、gisele-「知らせる」、xapsi-「訴える」、Sane-「噛む」、naNtule-
「打つ」、「殴る」、ane-「押す」、tate-「引っぱる」、「編む」、jafe-「持つ」、「掴む」、「捕まえ
る」、tungare-「触れる」、nijile-「擦る」、uSikale-「掻く」、xeki-「踏む」、fusxulu-「蹴る」、
jefu-「食べる」、omi-「飲む」、「吸う」、jila-「好む」、tiokone-「嫌う」、acu-「剥く」、ulu-
「煮る」、asaxte-「追う」、wa-「殺す」、xerke-「結ぶ」、「繋ぐ」、ulsi-「縫う」、sirki-「洗う」、
mabule-「拭く」57、titi-「着る」、acu-「脱ぐ」eu-「書く」、「作る」、xula-「読む」、kerci-
「切る」（包丁で）、capci-「切る」（斧で）58、baka-「得る」、taine-「ののしる」、gasxuci-
「呪いののしる」、goni-「思う」、「考える」、omNo-「忘れる」、nede-「置く」、teu-「入れる」、
ucu-「混ぜる」、gada-「採る」、fete-「掘る」59、tukti-「登る」、eu-「降りる」、tuki-「上
げる」、furgi-「吹く」、gerte-「探す」、taune-「数える」、berci-「助ける」、bargi-「手伝う」、
arci-「待つ」、ne-「する、なす」、sa-「知る」、damjile-「担う」、soko-「装う」、「掬う」、niani-
「咀嚼する」、「嚼む」、ileci-「舐める」、eji-「覚える」、goni-Ski-「思い出す」、agde-「信じ
る」、medele-「問う」、maxteuci-「誉める」、xortoxto-「騙す」、suanji-「選ぶ」、uji-「育
てる」、「飼う」、umekci-「釣る」、sefuri-「握る」、uliapto-「無くす」、dasi-「覆う」、bafule-
「包む」60、nanme-「巻く」、aremci-「真似る」、jari-「歌う」、niktene-「笑う」、xuli-「歩
く」、bugdane-「走る」、garfu-「射る」、ete-「勝つ」、baxci-「会う」、yalu-「乗る」、gere-
「ほしい」、ulxi-「できる」、「分かる」、nodo-「投げる」、「捨てる」、jugju-「刺す」、「突く」、
                                                  
56 xudale-は基本的に「人間が～を呼ぶ」を意味する他動詞であるが、「鶏が刻を告げる」として
も使われる。この場合は、xudale-は自動詞となる。「呼ぶ」内容が明確になっており、わざわざ
目的語を言う必要がないからである。英語の「drink」が「飲み物を飲む」という他動詞になる
ほか、一語で「酒を飲む」とも表せるのと同じ現象である。例： 
aminaka（雄鶏） xudale（鳴く）-yi（形非）-ni（3sg.） e（終）.（雄鶏が刻をつげている。） 
57 mabule-はさらにmabu-le-と分析できる。mabuは中国語からの借用語（中国語「抹布mābù」）
で、雑巾を意味する。-leは名詞を動詞にする機能を持つ接辞である（詳しくは第 6章を参照）。
この単語はもうホジェン語に定着して、話者もこれはもともとは中国語である意識が薄いため、
mabuとleを分析せずに表示する。 
58 kerci-「切る」は「ナイフで野菜を切る」という場合に使われ、capci-「切る」は「斧で木を切
る」という場合に使われる。日本語では両方の動作とも「切る」という動詞を使うが、ホジェン
語ではナイフで大人しく切る場合と、手に斧や包丁を持って横や上から落として、何かを力強く
切り落とす場合とで、使い分けをしている。中国語においても、このような区別がある。「野菜を
切る」場合は「切菜qiēcài」、「木を切る」場合は「砍树kǎnshù」という。 
59 「穴を掘る」も「芋を掘る」も、同じくfete-が使われる。例：kengzi（穴）-we fete-、tudu
（ジャガイモ）-we fete-。 
60 bafule-はさらにbafu-le-と分析できる。bafu-は中国語からの借用語（中国語「包袱bāofu」）で、
包み、風呂敷を意味する。-leは名詞を動詞にする機能を持つ接辞である。（詳しくは第 6章を参
照）。この単語はもうホジェン語に定着していると思われるため、bafuとleを分析せずに表示する。 
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tedu-「教える」、bu-「与える」、gada-「買う」、xuda-「売る」、jubule-「借りる」、「貸す」、
yordu-「借りる」、「貸す」、xurxa-「盗む」、duli-「奪う」、jigji-「燃やす」、「（火を）起こす」、
fukia-「焼く」61、darge-「炙る」62、kinda-「放す」、xurbiaci-「機嫌を取る」63
 
 以下にコメントが必要なものについて、例文を提示して説明する。 
1) xuli-「歩く」と bugdane-「走る」 
 「主格と対格を取るものは他動詞」という規定に従って、xuli-「歩く」と bugdane-「走る」
を他動詞に分類した。 
 
xuli-「歩く」 
(225) a. niani xuli-m  bi-ren. (0509CY0101) 
  彼 歩く-副動 いる-定非 3sg. 
  彼は歩いている。 
 b. ei ini malxoN  ba-we  xuli-xe-yi. 
  この 日 たくさん ところ-対格 歩く-過去-1sg. 
  begdele-yi Saku unu-yi-ni. (0509CY0101) 
  足-1sg.  全部 痛む-形非-3sg. 
  今日はたくさんの道を歩いた。足も痛くなった。 
 
bugdane-「走る」 
(226) a. esi bugdane-yi-ni. (0509CY0101) 
  今 走る-形非-3sg. 
  彼は今走っている。 
 b. ekeci  现在似的64, ekeci=ke  turSki-we bugdane-yi-ni a. 
  このように 今のように このように=附属 外-対格  走る-形非-3sg. 終 
                                                  
61 砂浜の上で火を焚いて、魚を串に刺して火の回りに立てて焼くことを指す。水分が完全になく
なるまで焼く。出来上がりの色は黄金色で、大変おいしくて、腐りにくく、保存食になるという。 
62 直火で焼く。煙も灰も多いので、あまりおいしくないそうである。その場で焼いて、その場で
食べる。保存食にはしない。 
63 「詫びる」（中国語で道歉dàoqiàn）のホジェン語を尤翠玉氏に尋ねたところ、氏の考える間
が長かった。結局、「機嫌を取る」（中国語で哄hǒng）という意味のホジェン語「xurbiaci-」を答
えてくれた。ホジェン語では「謝る」や「詫びる」といった表現は日常的に使われていないこと
が推測できる。 
64 途中から中国語になって、またホジェン語に戻った。 
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  （昔の女の子は）今の（女の子の）ように外で走り回るのか？65(0308CY01) 
 
2) yalu-「乗る」、baxci-「会う」、ulxi-「できる」 
 
yalu-「乗る」 
 「馬に乗る」と言う場合に、対格と与格とを両方取れる。 
 
(227) bi morin-me yalu-m  ulxi-yi.(0509CY0101) 
 私 馬-対格  乗る-副動 できる-形非 1sg. 
 私は馬に乗ることができる。 
 
(228) morin-du yalu-re  bi-ren.(0509CY0101) 
 馬-与格  乗る-副動 いる-定非 3sg. 
 彼は馬（の上に）に乗っている。 
 
baxci-「会う」 
 「～に会う」と言う場合に、会う対象が対格を取る。 
 
(229) sikese niani-me-ni baxci-xe-yi. (0509CY0101) 
 昨日 彼-対格-3sg. 会う-過去-1sg. 
 私は昨日彼に会った 
 
ulxi-「出来る」 
 「～ができる」と言う場合に、できる内容が対格で標示される。 
 
(230) bi luca gisun-me-ni ulxi-yi. (0509CY0101) 
 私 ロシア 言葉-対格-3sg. できる-形非 1sg. 
                                                  
65 これは尤翠玉氏と長女尤文蘭氏の会話の中の一文で、尤翠玉氏の発話である。文を理解するた
めに、会話の流れを少し紹介する。この前に尤文蘭氏がナーナイの女の子がみんな十二、三歳ぐ
らいから自分で嫁ぐときの服を作るという話をした。すると、尤翠玉氏は「昔ホジェンの女の子
もみな若いときから自分で服を作っていた、今の女の子はだめだ、毎日外で遊んでばかり」など
と言った後に例文に挙げられた文を言った。反語になっており、昔の子はみんな大人しくて、今
の子のように毎日外で走りまわらないよというニュアンスが入っている。 
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 私はロシア語ができる。 
 
3） garfu-「射る」、taune-「数える」、jari-「歌う」 
 
garfu-「射る」 
 「ノロジカを射る」と言う場合に、ノロジカは日本語と同じように対格で標示される。単独で
garfu-と言う場合に、「矢を射る」という意味になる。男女二人の話者に、「弓」と「矢」を聞い
たときに二人とも「弓」を流暢に「bei」と答えられ、「矢」についてはなかなか答えられない。
男性の話者がかつて狩の経験の豊富な狩人であったにもかかわらず、「矢」のホジェン語をとうと
う思い出せなかった。言葉としてあることはあるという。「矢を射る」（中国語で射箭 shèjiàn）
のホジェン語を尋ねると、「garfu-yi（形非 1sg.）.（私は矢を射る）」という答えが返ってきた。
したがって、「矢」をこの動詞の項として表現することはできないと考えられる。 
 
(231) em giucin-me garfu-xe-ni. (0509CY0101) 
 一 ノロジカ-対格  射る-過去-3sg. 
 彼は一匹のノロジカを射た。 
 
(232) bi garfu-xe-yi. (0509CY0101) 
 私 射る-過去-1sg. 
 私は矢を射た。 
 
taune-「数える」 
 「～を数える」と言う場合は、数える対象が対格で標示される。「数」という名詞が存在せず、
日本語で「数を数える」という表現はできない。taune-は対格を取らないときに、「数を数える」
と解釈される。 
 
(233) ei tioko-we taune. oki  molxoN bi-ren. 
(0509CY0101) 
 この 鶏-対格 数える どのぐらい たくさん ある-定非 3sg. 
 鶏を数えてみて。どのぐらいあるの？ 
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(234) ei xite taune-m  ulxi-yi-ni. (0509CY0101) 
 この 子 数える-副動 できる-形非-3sg. 
 この子が数を数えることができる。 
 
jari-「歌う」 
 歌という名詞がホジェン語にはなく、「彼は美しい歌を歌う」と言う場合に次の例のように表現
される。ai「よい、美しい」という形容詞が名詞として働き、対格を取っている。 
 
(235) ai-we  jari-yi-ni.(0509CY0101) 
 よい-対格 歌う-形非-3sg. 
 彼は美しい歌を歌っている。 
 
 風間（2003:294）によると、ツングース諸語では名詞が動詞語幹として用いられ、その名詞
を同族目的語にとるものがあるという。ナーナイ語の例が挙げられている。 
[ナーナイ語] 
jari-wa jari-「歌を歌う」 
これにならって、ホジェン語で「jari-we jari-yi-ni.」という例を作成して、話者に確認した
ところ、「「歌う歌う」と歌うを二回言っているようでおかしい」とのことであった。これは前節
の同族主語の問題と同じように、ホジェン語が他のツングース諸語に異なるところである。 
 
4) nodo-「投げる」、jugju-「突く」、dasi-「かぶせる」 
 ほぼ同じ意味で格が二通り取れる動詞がある。以下に nodo-「投げる」、jugju-「刺す」、dasi-
「かぶせる」の例を示す。 
 
nodo-「投げる」 
(236) a. joro-ji  minu-we nodo-xo-ni. (0509CY0101) 
  石-道具格 私-対格  投げる-過去-3sg. 
  彼は石で私を投げた。 
 
 b. mini-tki  joro-we  nodo-yi-ni. (0509CY0101) 
  私-比格  石-対格  投げる-形非-3sg. 
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  彼は私に石を投げている。 
 
jugju-「刺す」 
(237) a. jobgo-ji  mo xolon-me-ni jugju-xo-ni. (0509CY0101) 
  銛-道具格 柴 上-対格-3sg. 刺す-過去-3sg. 
  彼は銛で柴を刺した。 
 
 b. jobgo-we mo xolon-du-ni jugju-xo-ni. (0509CY0101) 
  銛-対格  柴 上-与格-3sg. 刺す-過去-3sg. 
  彼は銛を柴に刺した。 
 
dasi-「かぶせる」 
(238) a. em fasi boso-ji ei urse-we dasi-yi.(0308CY02) 
  一 枚 布-道具格 この 肉-対格  かぶせる-形非 1sg. 
  私が肉を布でかぶせた。 
 
 b. urse xolon-du-ni em fasi boso-we dasi-xe-yi. 
  肉 上-与格-3sg. 一 枚 布-対格   かぶせる-過去
-1sg. 
  私は肉の上に一枚の布をかぶせた。(0308CY02) 
 
 ここにあげた例を見るかぎり、このような名詞句が標示される格の交替は道具格と対格に限ら
れる。三つの例文のaのほうの日本語訳は落ち着きの悪い文になるが、ホジェン語ではともに容
認できる例である。66
 
5） 三項動詞 
 ここでは、間接目的語と直接目的語を要求するいわゆる三項動詞の取る格についてみてみる。
以下に、tedu-「教える」、bu-「与える」、jubule-「貸す」、「借りる」、yordu-「貸す」、「借り
る」、xurxa-「盗む」、duli-「奪う」の例を示す。 
                                                  
66中川（2003）では、他の言語の同様の現象と対照させながら、これらの現象を動詞の概念構造
から説明している。 
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 tedu-「教える」 
 「～が～に～を教える」と言う場合、直接目的語も間接目的語も対格で標示される。 
 
(239) mini ami-yi mine-we bitxe-we tedu-yi-ni.(0509CY01) 
 私 父-1sg. 私-対格  字-対格  教える-形非-3sg. 
 父は私に字を教える。 
 
bu-「与える」 
 「～が～に～をあげる」、「～が～に～をもらう」と言う場合、直接目的語は対格、間接目的語
は与格で標示される。 
 
(240) niani min-du em giucin-me bu-xo-ni. (0509CY0101) 
 彼 私-与格 一 ノロジカ-対格 与える-過去-3sg. 
 彼は私に一匹のノロジカをくれた。 
 
(241) nian-du-ni em miaucin-me bu-xo-yi. (0509CY0101) 
 彼-与格-3sg. 一 銃-対格  与える-過去-1sg. 
 私は彼に銃をあげた。 
 
yordu-「貸す」、「借りる」、jubule-「貸す」、「借りる」 
 yordu-と jubule-は同じく「貸す」、「借りる」を意味するが、yordu-はものの貸し借りにの
み使え、金の貸し借りには使えない。jubule-はものの貸し借りを言う場合も金の貸し借りを言
う場合も用いられる。 
 yordu-は「借りる」と「貸す」の両方の意味を持っている67。名詞句の格標示によって、「貸
す」か「借りる」かの判断ができる。「～に～を貸す」と言う場合に、直接目的語は対格、間接目
的語は与格で標示される。「～に（から）～を借りる」に、直接目的語は対格、間接目的語は向格
か道具格で標示される。 
 
                                                  
67中国語の「借jiè」も「借りる」と「貸す」の両方の意味を持っている。 
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(242) bi sejin-me nian-du-ni yordu-xe-yi. (0509CY0101) 
 私 車-対格  彼-与格-3sg. 貸す-過去-1sg. 
 私は彼に車を貸した。 
 
(243) jutindem xite-yi  ilantindem xite-le-yi 
 二番目  子供-1sg. 三番目  子供-向格-1sg. 
 miaucin-me yordu-xe-ni. (0509CY0101) 
 銃-対格  借りる-過去-3sg. 
 二番目の息子が三番目の息子から銃を借りた。 
 
(244) min ami-ji-yi miaucin-me yordu-xe-yi. (0509CY0101) 
 私 父-道具格-1sg. 銃-対格  借りる-過去-1sg. 
 私は父から銃を借りた。 
 
(245) bi jixa-yi anci, mini ami-yi min-du jixa-we jubule-xe-ni. 
 私 金-再帰sg. ない 私 父-1sg. 私-与格 金-対格 貸す-過去-3sg. 
 私は金を持っていない。父が貸してくれた。(0509CY0101) 
 
(246) ami-dule-yi jixa-we jubule-xe-yi. (0509CY0101) 
 父-向格-1sg. 金-対格 借りる-過去-1sg. 
 私は父から金を借りた。 
 
(247) ami-ji-yi jixa-we jubule-xe-yi. (0509CY0101) 
 父-道具格-1sg. 金-対格 借りる-過去-1sg. 
 私は父から金を借りた。 
 
xurxa-「盗む」と duli-「奪う」 
 「盗む」も「奪う」も相手からものを取るという意味合いにおいて一致する部分があって、名
詞句が同じ格標示で示されてもよさそうだが、ホジェン語の xurxa-と duli-は異なる格構造を持
っている。直接目的語が対格で標示されるのは一致している。間接目的語に関して、xuxa-の場
合は向格、duli-の場合は比格（の起点を表す機能）で標示される。 
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 (248) si imjaka-we ya-le  xulxa-xe-si? (0509CY0101) 
 あなた もの-対格 どこ-向格 盗む-過去-2sg. 
 どこに盗みに行ったの？ 
 
(249) tugulin jog-dule-ni em miaucin-me xurxa-xe-yi. (0509CY0101) 
 彼ら 家-向格-3sg. 一 銃-対格  盗む-過去-1sg. 
 私は彼の家から銃を盗んだ。 
 
(250) akin-dule-yi em tergele-we xurxa-xa-yi. (0509CY0101) 
 兄-向格-1sg. 一 服-対格  盗む-過去-1sg. 
 私は兄から服を盗んだ。 
 
 dule-/le-は着点を意識した方向を表す格である。「～-dule～xurxa-」は「～から盗む」と訳
されているが、「～に行って、それから盗む」という意味合いを含んでいる。話者の確認によると、
起点を表す-tkiと共起できないわけではないが、-duleと共起するのが一般的な表現である。一
方、duli-「奪う」のほうは間接目的語が-tkiで標示されるのが一般的である。ホジェン語におい
て、duli-は手当たり次第相手からものを略奪する意識が強く、xurxa-はどこか目的地へ行って
計画的に行われる行為であるという意識が強いと言えるのではないか。 
 
(251) bi akin-tki-yi tergele-we-ni duli-xe-yi. (0509CY0101) 
 私 兄-比格-1sg. 服-対格-3sg. 奪う-過去-1sg. 
 私は兄から服を奪った。 
 
4.2.3 自他交替を行う動詞 
 量的にはわずかであるが、ホジェン語にも日本語の「燃える―燃やす」のような自動詞と他動
詞がペアとなっているものがある。ホジェン語の自他交替を行う動詞は形態的、意味的に対応し
ている。統語的には、自動詞のほうは主格のみを取り、他動詞のほうは主格と対格を取る。他動
詞文の目的語が意味・形態的に対応する自動詞文の主語となる。また、自動詞に使役派生接辞が
ついて他動詞を派生するものは自他交替を行う動詞に含めない。 
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 以下に、まず、自他交替を行う動詞が形態的にどのような対応を示すかを見てみよう68。 
 ホジェン語の自他交替を行う動詞の数は非常に少ないため、規則を抽出するのは困難である。
数が少ない理由については後で分析することにして、これら数少ない例について分析を行う限り
では、他動化（自動詞から他動詞への派生）と両極化（母音交替）の 2 種類の派生が見られる。
自動化（他動詞から自動詞への派生）は見られない。 
他動化：自動詞＋u→他動詞 
tai-「燃える」→tai-u-「燃やす」、urdi-「温まる」→urdi-u-「温める」 
両極化：自動詞から他動詞へ派生したかそれとも他動詞から自動詞へ派生したかははっきり分か
らないもの。ホジェン語の場合は母音交替によってその自他の交替が行われる。2 種類の交替が
見られる。 
自動詞語幹末母音は u/他動詞語幹末母音は e：ebd-u-「壊れる」/ebd-e-「壊す」 
自動詞語幹末母音は u/他動詞語幹末母音は i：muk-u-「消える、冷める」/muk-i-「消す、冷
ます」、org-u-「乾く」/org-i-「干す」 
 次に文例を示す。 
 
他動化 
(252) a. tua tai-yi-ni.(0308CY02) 
  火 燃える-形非-3sg. 
  火が燃えている。 
 
 b. xaosin-me taiu-m  bi-ren.(0308CY02) 
  紙-対格  燃やす-副動 いる-定非 3sg. 
  紙を燃やしている。 
 
(253) a. surgi urdi-xe-n.(0509CY01) 
                                                  
68 日本語では自他を転換する接辞形態が非常に発達しているため、これまで動詞自他について
の研究は数多くなされてきた。その接辞の形態に基づいて行われた分類としてよく知られている
のは「他動化（自動詞から他動詞が派生される）、自動化（他動詞から自動詞が派生される）、両
極化（ある共通要素から自動詞および他動詞へ派生する）」という 3種類の接辞派生である（奥
津 1967）。 
他動化：kawak-（乾く）→kawak-as-（乾かす）、oyob-（及ぶ）→oyob-os-（及ぼす） 
自動化：hasam-（挟む）→hasam-ar-（挟まる）、war-（割る）→war-e-（割れる） 
両極化：nao-r-（直る）/nao-s-（直す）、utu-r-（移る）/utu-s-（移す） 
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  野菜 温まる-過去-3sg. 
  おかずが温まった。 
 
 b. si buda-we urdiu-re jefu.(0509CY01) 
  あなた ご飯-対格 温める-副動 食べる（命令） 
  ご飯を温めてから食べなさい。 
 
両極化（母音交替） 
(254) a. ei waile mene ebdu-xo-ni.(0308CY02) 
  この もの 自分 壊れる-過去-3sg. 
  このものは自分で壊れた。 
 
 b. ei waile-we niani ebde-xe-ni.(0308CY02) 
  これ もの-対格 彼 壊す-過去-3sg. 
  彼がこれを壊した。 
 
(255) a. bulin muku-re bi-ren.(0308CY02) 
  ランプ 消える-副動 いる-定非 3sg. 
  ランプが消えている。 
 
 b. yeye tua-we muki-xi-ni.(0308CY02) 
  爺さん 火-対格 消す-過去-3sg. 
  爺さんが火を消した。 
 
(256) a. ei muke-si muku-xo-ni.(0308CY02) 
  この 水-2sg.  冷める-過去-3sg. 
  あなたの水（湯）が冷めた。 
 
 b. xuyun muke-we min-du muki-ru!(0308CY02) 
  熱い 水-対格  私-与格 冷ます-命令 
  お湯を冷ましてくれ！ 
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  c. xuyun muke-we min-du muku-kune-ru!(0308CY02) 
  熱い 水-対格  私-与格 冷める-使役-命令 
  お湯を冷ましてくれ！ 
 
「自動詞muku-＋使役接辞」と「他動詞muki-」はまったく同じ意味である。 
 
(257) a. ei tergele orgu-xo-n.(0308CY02) 
  この 服 乾く-過去-3sg. 
  服が乾いた。 
 
 b. niani tergele-we orgi-xi-n.(0308CY02) 
  彼 服-対格  干す-過去-3sg. 
  彼は服を干した。 
 
 c. niani tergele-we orgu-kune-xe-ni.(0308CY02) 
  彼 服-対格  乾く-使役-過去-3sg. 
  彼は服を乾かした。 
 
orgu-は自動詞で、「乾く」を意味する。orgi-は他動詞で、「干す」を意味する（中国語「晒 shài、
凉 liàng」）。「乾かす」に対応するホジェン語の形は orgu-kune-（自動詞＋使役接辞）となる（整
干 zhěnggān,弄干 nònggān）。尤翠玉氏に確認したところ、orgi-と orgu-kune-は異なる事象で
あるという。「tergele（服）-we（対格） orgi-」と言う場合は「服を竿やロープにかけて、日
の下に干す。」というイメージである。その時に服から水がポタポタ落ちているかもしれないし、
半乾きであるかもしれない。服が完全に乾いているかどうかは orgi-に含意されない。
「tergele-we orgu-kune-」は「服を乾いた状態にする」ことがポイントであり、その時、日の
下に干して乾かしたか、火の傍で乾かしたかは問わない。orgi-と orgu-kune-の意味の違いは
まさに日本語の「干す」と「乾かす」の意味の違いとまったく同じである。ただし、日本語では
「乾く」と「乾かす」が自他対応となっているのに対して、ホジェン語では orgu-「乾く」と orgi-
「干す」が形態的に自他対応となっている。 
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4.2.4 自他同形の動詞 
 同じ形態で自動詞にも他動詞にも用いられるものが次の通りである。 
 
(258) eu-「降りる」,「降ろす」 
 nixele-「開く」,「開ける」 
 dasi-「閉まる」「かぶさる」,「閉める」「かぶせる」 
 sei-「詰まる」,「詰める」 
 si-「塞がる」,「塞ぐ」 
 loko-「掛かる」,「掛ける」 
 laxtu-「付く」,「付ける」 
 unbu-「埋まる」,「埋める」 
 
 以下に文例を示す。 
 
(259) a. molxoN nio temtken-de eu-xe-ni.(0308CY02) 
  たくさん 人 船-与格  降りる-過去-3sg. 
  たくさんの人が船から降りた。 
 
 b. ei jaka-we  temtken-tki eu-xe-ni.(0308CY02) 
  この もの-対格 船-比格  降ろす-過去-3sg. 
  （彼は）ものを船から降ろした。 
 
eu-は他動詞「降ろす」として使われる場合は、対象が無生物に限られる。有生物に使いたい場
合は、eu-kune-（自動詞＋使役接辞）「降りさせる」としか言えない。意味的には自他として対
応しているが、統語的に「他動詞文の目的語が自動詞文の主語となる」という規則に満たしてい
ない。 
 
(260) a. urke nixele-re bi-ren.(0308CY02) 
  ドア 開く-副動 いる-定非 3sg. 
  ドアが開いている。 
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 b. bi urke-we nixele-xe-yi.(0308CY02) 
  私 ドア-対格 開ける-過去-1sg. 
  私はドアを開けた。 
 
(261) a. urke dasi-re  bi-ren.(0308CY02) 
  ドア 閉る-副動 いる-定非 3sg. 
  ドアが閉っている。 
 
 b. ei urke-we min dasi-xe-yi.(0308CY02) 
  この ドア-対格 私 閉める-過去-1sg. 
  私はドアを閉めた。 
 
(262) a. em fasi boso dasi-re  bi-ren.(0308CY02) 
  一 枚 布 かぶさる-副動 いる-定非 3sg. 
  一枚の布がかぶさっている。 
 
 b. urse xolon-du-ni em fasi boso-we dasi-xe-yi. 
  肉 上-与格-3sg. 一 枚 布-対格 かぶせる-過去-1sg. 
  私は肉の上に一枚の布をかぶせた。(0308CY02) 
 
(263) a. ei saNe69-du-ni yoxan sei-re  bi-ren.(0308CY02) 
  この 穴-与格-3sg. 綿 詰まる-副動 いる-定非 3sg. 
  穴に綿が詰まっている。 
 
 b. ti yoxan-me sei!(0308CY02) 
  その 綿-対格  詰める-φ（命令） 
  綿を詰めて！ 
 
(264) a. ei fortko yoxan-ji si-re  bi-ren.(0308CY02) 
                                                  
69 例（263）のsaNeと例（264）のfortkoは両方「穴」と訳される。尤翠玉氏の確認によると、
saNeは大きく開いた穴のことであり、fortkoは指で突いたぐらいの小さい穴ことである。 
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  この 穴 綿-道具格 塞がる-副動 いる-定非 3sg. 
  この穴は綿で塞がっている。 
 
 b. yoxan-ji fortko-we-ni si-xe-yi.(0308CY02) 
  綿-道具格 穴-対格-3sg. 塞げる-過去-1sg. 
  私は綿で穴を塞げた。 
 
(265) a. miaucin  fadilen-du loko-ro  bi-ren.(0308CY02) 
  銃  壁-与格  掛かる-副動 いる-定非 3sg. 
  銃が壁に掛かっている。 
 
 b. ti miaucin-me fadilen-du loko-xo-ni.(0308CY02) 
  その 銃-対格  壁-与格  掛ける-過去-3sg. 
  彼は銃を壁に掛けた。 
 
(266) a. irga ten-du-ni laxtu-re bi-ren.(0308CY02) 
  花 上-与格-3sg. つく-副動 いる-定非 3sg. 
  花が（服の）上についている。 
 
 b. min eni-yi tergele ten-du-ni irga-we laxtu-yi-ni. 
  私の 母-1sg. 服 上-与格-3sg. 花-対格 つける-形非-3sg. 
  母が服の上に花をつけている。(0308CY02) 
 
(267) a. tudu  falen-du unbu-yi-ni.(0308CY02) 
  ジャガイモ 地面-与格 埋まる-形非-3sg. 
  ジャガイモが地下に埋まっている。 
 
 b. bi falen-du-yi tudu-we unbu-xo-yi.(0308CY02) 
  私 地面-与格-1sg. ジャガイモ-対格 埋める-過去-1sg. 
  私はジャガイモを地下に埋めた。 
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 自他同形では自動詞のほうに-re bi-がつきやすい。-re bi-は変化動詞70について、結果状態
を表す統語的アスペクト形式である（第 5章を参照）。 
 
4.3 他言語の自他対応との対比 
 上述の種類の動詞はさらに、自動詞形しか持たないもの、他動詞形しか持たないものと自他の
両形を持つものとの三つに大きくまとめることができる。つまり、動詞の基本語幹が他動化や母
音交替によって自他交替を行うものと自他同形を一つ大きく「自他の両形を持つ動詞」としてま
とめることができる。このような自他の両形を持つ動詞についてはこれまでの先行研究でまった
く触れられていない部分である。この節では、ホジェン語の自他対応を日本語や他のツングース
諸語の自他対応と対比することによって、その共通性、あるいはホジェン語の特異性を探ってみ
る。 
 
4.3.1 日本語との対比 
 日本語における自動詞と他動詞の対応について行った研究は数多くある。早津（1989）では、
自他交替を行う他動詞のことを「有対他動詞」と呼んでいる。本稿もこの用語を借りる。早津
（1989:216）によれば、日本語の他動詞は、対応する自動詞があるか否かという点で、二つの
類に分けられるという。一つは、「倒す」や「曲げる」のように、対応する自動詞（「倒れる」や
「曲がる」）のある他動詞であり、もう一つは、「たたく」や「読む」のように、対応する自動詞
のない他動詞である。早津（1989）は前者を「有対他動詞」、後者を「無対他動詞」と呼んでい
る。早津（1989）は意味的な特徴を中心に有対他動詞と無対他動詞の違いについて研究を行っ
たものである。この「無対他動詞」は本稿で言う自他交替を行わない他動詞のことと考えてよい。
以下では、日本語の有対他動詞だけを問題にして、それがホジェン語の自他交替とどのような平
行性を見せるか、また、どのような違いを見せるかを検討する。 
 
4.3.1.1 ホジェン語の自他両形を持つ動詞と日本語の有対他動詞 
 ホジェン語の自他両形を持つ動詞（他動化、母音交替と自他同形を含む）をもう一回並べてみ
る。 
 
 
 
                                                  
70 動作動詞にもつきうるが、その場合に全体的な意味は結果状態を表すものとなる（5.2を参照）。 
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(268) tai-「燃える」 ―― taiu-「燃やす」 
 urdi-「温まる」 ―― urdiu-「温める」 
 ebdu-「壊れる」 ―― ebde-「壊す」 
 muku-「消える、冷める」―― muki-「消す、冷ます」 
 orgu-「乾く」 ―― orgi-「干す」 
 eu-「降りる」 ―― eu-「降ろす」 
 nixele-「開く」 ―― nixele-「開ける」 
 dasi-「閉まる」 ―― dasi-「閉める」 
 sei-「詰まる」 ―― sei-「詰める」 
 si-「塞がる」 ―― si-「塞ぐ」 
 loko-「掛かる」 ―― loko-「掛ける」 
 dasi-「かぶさる」―― dasi-「かぶせる」 
 laxtu-「付く」 ―― laxtu-「付ける」 
 unbu-「埋まる」 ―― unbu-「埋める」 
 
 日本語では自他対応と言った場合、他動詞文の目的語が、（形態的・意味的に対応する自動詞に
よる）自動詞文の主語となる場合を指すのが一般的である（早津 1989:231）。上の動詞はorgu-
「乾く」―orgi-「干す」、eu-「降りる」―eu-「降ろす」を除けば、ホジェン語で自他の対応
を有する動詞であれば、意味的にそれらに対応する日本語も自他の対を持つ動詞であると言えよ
う。そして、ホジェン語の自他両形を持つ動詞に所属する動詞の意味は、日本語の有対動詞に所
属する動詞の意味に対応している。具体的に言うと、ホジェン語において自他両形を持つ動詞の
自動詞は自他交替を行わない自動詞と性質が異なっており、前者はすべて非対格動詞71であるの
に対し、後者は非能格動詞のほうが多いということが言えよう。同じことが日本語においても言
える。日本語の有対動詞の自動詞のほうは非対格動詞であるのに対し、対応する他動詞を持たな
い自動詞は非能格動詞である。したがって、ホジェン語の自他の両形を持つ動詞が日本語の有対
他動詞とかなりの平行性を見せている。ホジェン語の自他対応を示す動詞は量的には日本語より
断然少ないが、このような動詞の性質は、通言語的にあてはまる、「言語普遍性」につながる可能
性がある。 
                                                  
71 自動詞に非能格動詞と非対格動詞と呼ばれる 2つの種類がある。非能格動詞の主語が通常の他
動詞の主語と同じように位置づけられるのに対して、非対格動詞の主語はむしろ他動詞の目的語
と同等の資格を持つ。また、意図的に行為を行う動作主を主語に取るのが非能格動詞、意図性の
ない対象物を主語に取るのが非対格動詞である。（影山 1996） 
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 ただし、日本語の有対動詞に対応するホジェン語動詞がすべて形態的に有対あるいは同形であ
るとは限らない。これについては次節で述べる。 
 
4.3.1.2 日本語では有対他動詞だが、ホジェン語では対を持たない動詞 
 日本語の有対他動詞に関して、4.3.1.1 で並べられたもののほかにもたくさんの例がある。そ
れらの動詞はホジェン語では二つのパタンにまとめることができる。1.自動詞に使役接辞がつく
ことによって他動詞が派生されるもの、2.意味的には自他対応をなすが、形態的にはまったく異
なる形を用いるもの。 
 
4.3.1.2.1 自動詞に使役接辞がつくことによって他動詞が派生されるもの 
 例えば、「流れる」―「流す」のような自他対応する動詞の場合、ホジェン語では自動詞の語根
だけが存在する。eyi-「流れる」である。「流す」を意味する動詞は自動詞 eyi-＋使役接辞 kune-
という使役接辞によって派生された形となる。以下に、eyi-「流れる」、cipka-「濡れる」、kaxci-
「焦げる」、derke-「離れる」とそれぞれの使役接辞によって派生された他動詞の文例を示す。 
 
(269) a. ei birkan eyi-yi-ni.(0308CY02) 
  この 河 流れる-形非-3sg. 
  河が流れている。 
 
 b. niani usin-dule muke-we eyi-kune-xe-ni.(0308CY02) 
  彼 畑-向格  水-対格  流れる-使役-過去-3sg. 
  彼は畑に水を流した。 
 
(270) a. tergele-yi cipka-re bi-ren.(0308CY02) 
  服-1sg.  濡れる-副動 いる-定非 3sg. 
  私の服が濡れている。 
 
 b. niani min tergele-we-yi cipka-kune-xe-ni.(0308CY02) 
  彼 私の 服-対格-1sg. 濡れる-使役-過去-3sg. 
  彼は私の服を濡らした。 
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(271) a. efun kaxci-xe-ni.(0308CY02) 
  パン 焦げる-過去-3sg. 
  パンが焦げた。 
 
 b. niani efun-me kaxci-kune-xe-ni.(0308CY02) 
  彼 パン-対格 焦げる-使役-過去-3sg. 
  彼はパンを焦がした。 
 
(272) a. bi nian-ji-ni derke-xe-yi.(0308CY02) 
  私 彼-道具格-3sg. 離れる-過去-1sg. 
  私は彼と離れた。 
 
 b. ju inakin lao soro-maci-yi-ni,derke-kune-xe-yi. 
  二 犬 いつも 喧嘩する-相互-形非-3sg. 離れる-使役-過去-1sg. 
  この二匹の犬がいつも喧嘩するから、私が彼らを離した。(0308CY02) 
 
 このほかに、yuru-「沈む」―yuru-kune-「沈める」、tiki-「落ちる」、「倒れる」―tiki-kune-
「落とす」、「倒す」、ili-「止まる」―ili-kune-「止める」などがある。 
 
4.3.1.2.2 意味的に自他対応をなすが、形態的にまったく異なる形を用いるもの 
 意味的に自他対応を成すが、形態的にまったく異なる形となるものは、acu-「はずす」、tiki-
「はずれる」、tukti-「上がる」、tuki-「上げる」などがある。 
 
(273)  bi acu-Sci-yi,  mene tiki-xi-n.(0308CY02) 
  私 はずす-否過-1sg. 自分 はずれる-過去-3sg. 
  私ははずしていない、（窓が）自分ではずれた。 
 
(274) a. xite taxtu-le  tukti-xe-ni.(0308CY02) 
  子供 タフトゥ-向格 上がる-過去-3sg. 
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  子供がタフトゥ72に上がった。 
 
 b. orkci-we-ni  taxtu  duSki-ni tuki!(0308CY02) 
  干し魚-対格-3sg. タフトゥ 中-3sg. 上げる（命令） 
  干し魚を魚楼に上げろ！ 
 
4.3.1.3 自動詞の使役形と他動詞形の異同 
 日本語においては、自他の対を持つ動詞の自動詞の使役形と他動詞形の異同について古くから
議論が行われてきた。代表的な研究として青木（1977）が挙げられる。青木（1977）では、「学
生を集まらせる」と「学生を集める」などのように、「自動詞＋せる」と「他動詞」とは、意味的
に近いものであるが、両者は「表現性」が異なり、使役は客体の持つ意志・主体性あるいは動作
実現能力によってその動きが実現するようにしむけることであるのに対して、他動詞による表現
は、客体の意志・主体性を「没却」した表現であるという考えを述べている。 
 ホジェン語においては、自他交替を行う動詞の自動詞の使役形と他動詞形の間に日本語のよう
な区別が見られない。例（256b.c.）。muke-we muku-kune-と muke-we muki-は両方とも
「お湯を冷ます」という意味になる。 
 ホジェン語の自他同形のものに使役接辞 kune-をつけたらどういう意味になるかについて調
べてみた。eu-「降りる」、「降ろす」と loko-「かかる」、「かける」について聞いてみた。 
例（259a.）（259b.）（265a.）（265b.）の動詞にそれぞれ-kune がついたら、次のような文に
なる。四つとも容認可能の文となる。以下に文例を示す。 
 
(275) a. bi tugulin-me sejin-tki eu-kune-xe-yi.(0509CY01) 
  私 彼ら-対格 車-比格  降りる-使役-過去-1sg. 
  私は彼に車から降りさせた。 
 
 b. bi tugulin-me jaka-we  temtken-tki eu-kune-xe-yi. 
  私 彼ら-対格 もの-対格 船-比格  降ろす-使役-過去-1sg. 
  私は彼らに船から荷物を降ろさせた。(0509CY01) 
 
                                                  
72 四本の足がついた倉庫。昔、干した魚や肉などの保存食を貯蔵する場所としてホジェン人によ
く使われていた。同じような四本足がついた倉がアイヌやニヴフなどの北方民族にも見られる。 
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(276) a. miaucin-me fadilen-du loko-kune-re bi.(0509CY01) 
  銃-対格  壁-与格  かかる-使役-副動 いる（命令） 
  銃に壁にかからせていろ！ 
 
上の文の日本語訳は落ち着きの悪い文になるが、ホジェン語では容認される文になる。 
 
 b. bi niani-me-ni miaucin-me fadilen-du loko-kune-xe-yi. 
  私 彼-対格-3sg. 銃-対格 壁-与格   かける-使役-過去-1sg. 
  私は彼に銃を壁にかけさせた。(0509CY01) 
 
例（275a.）の eu-kune-は「～が～（有生）に降りさせる」、例（275b.）の eu-kune-は「～
が～に～を降ろさせる」となる。例（276a.）は銃というものはよく使うものなので、あっちこ
っちにおかずに、ずっと壁に掛けておけ（かからせていなさい）というニュアンスがこもってい
ると話者に言われた。放置、放任の意味が入っていると思われる。他動詞の例（276b.）は「～
に～を掛けさせる」という意味になる。自他同形の動詞に kune-がついた場合、自動詞と他動詞
との両方の意味に取れる。自動詞のほうについたかそれとも他動詞のほうについたかを判断する
場合、V+kune-の取り得る対格名詞句の数を数えればよい。動詞の取り得る対格名詞句が一つで
あれば、自動詞のほうに kune-がついたことになるし、二つであれば、他動詞のほうに kune-
がついたことになる。 
 
4.3.2 他のツングース諸語の自他対応 
 以下にまず中国領内のツングース諸語における自他対応についての研究に触れたい。それから、
「移動動詞」と「運搬動詞」はこれまで見てきた自他対応とは若干ずれる話だが、自他と関わる
ものとして最後に触れる。 
 
4.3.2.1 中国領内のツングース諸語の自他対応について 
 自他交替を行う動詞は中国側のほかのツングース諸語（オロチョン語、エベンキ語）において
も見られている。例えば: 
オロチョン（鄂伦春）語73 母音交替による自他交替を示す動詞はわずかながらある。 
IlI-「立つ」IlIU-「立てる」、tiki-「落ちる」tikiw-「落とす」、«m«-「来る」«mu-「持ってくる」 
                                                  
73 胡增益(1986:94) 
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エベンキー（鄂温克）語74 母音交替によって自他交替を行う動詞と、接辞付加によって自他交
替を行う動詞がわずかながらある。 
母音交替 
«ｍ«-「来る」«mu-「持ってくる」、«ddu-「壊れる」«dd«-「壊す」、tixi-「倒れる」tixu-「倒す」 
接辞付加 
x«Nk«-「割れる」x«Nk«ti-「割る」、xłnSłggłra-「折れる」xłnSłłtI-「折る」、xata-「乾く」xataga-
「乾かす」 
ただし、派生の規則などはまったく言及されていない。 
 このうち、形態的にホジェン語とほぼ一致するものはエベンキー語の«ddu-「壊れる」«dd«-「壊
す」の一組のみである。（ホジェン語 ebdu-「壊れる」ebde-「壊す」） 
 現段階では確認できていないが、恐らくロシア領内のツングース諸語においても同じ現象が存
在すると考えられる。どの言語においても、このような動詞の数は非常に少ないため、これまで、
重要視されてこなかったと思われるが、ホジェン語のツングース諸語における位置を考えるため
の重要なヒントになりうると考えられる。 
 ホジェン語において、自他の対応を有する動詞はなぜこれほど数が少ないかについては、古い
形の残存という仮説が考えられるが、これを証明するためには、他のツングース諸語も全部調べ
た上で結論を出さなければならない。これは今後の課題とする。 
 
4.3.2.2 自他と関わりのある移動動詞と運搬動詞 
 今まで述べてきたような自他対応と別に、ツングース諸語にはこれまで「自動詞から他動詞を
派生する」とされてきた接辞がある。風間（2003）は、この接辞がつく動詞は「移動」を示す
動詞ばかりに偏り、他方、派生された方の動詞はもっぱら「運搬」を示す動詞ばかりであると述
べ、この接辞の機能を「移動動詞から運搬動詞を派生する」ものと規定した。ナーナイ語に関し
て次の例を挙げている。 
[ナーナイ語]（接辞は-wo/-wu/-bo/-bu） 
ii-「入る」ii-wu-「入れる」 
too-「上る、山の方へ行く」too-bo-「持って上る、持って山の方へ行く」 
agbin-「現れる」agbim-bu-「引き出す、取り出す」 
 これはこれまで述べてきた自他対応とは異なっているが、ツングース諸語における自他に関わ
る話として、ここで扱うことにした。 
                                                  
74 胡增益朝克(1986:59) 
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 ホジェン語にはナーナイ語のような移動動詞から運搬動詞を派生する接辞が存在しない。以下
にホジェン語の移動動詞と運搬動詞を見てみよう。 
niNe-「入る」、teu-「入れる」（ものを容器に入れる場合）、niNe-kune-「入らせる」（人間を
部屋に入れる場合） 
niNe-は有生物だけに使える。「ボールが穴に入る」と言う場合は bunbule-（「転がり込む」）を
使う。niNe-の場所は向格-dule/-le で標示される。teu-は無生物だけに使え、人間には使えな
い。 
eu-「降りる」、eu-「降ろす」 
tukti-「上がる」、tuki-「上げる」 
tukti-の場所は向格-dule/-leで標示される。 
eme-「来る」、gaji-「持ってくる」 
ene-「行く」、xerbe-「持っていく」 
 
 これらの移動動詞と運搬動詞には、形態的に対応する規則がまったく見出せず、移動動詞に使
役接辞がついて運搬動詞が派生されたり、両者が同一な形態を用いたり、まったく異なる形態を
用いたりする。少なくとも、ホジェン語の移動と運搬動詞のシステムはナーナイ語とまったく異
なっているということが言えよう。風間（1996）では、音韻対応を根拠に用いて、従来のホジ
ェン語（キーレン方言）はナーナイ語の方言である説を否定したが、この移動運搬動詞に関する
違いもホジェン語はナーナイ語と関係は近くない説のもうひとつの証拠になるのではないかと思
われる。 
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第 5章 統語論的アスペクト形式とそれによる動詞のタイプ 
 
 この章では、ホジェン語の統語論的アスペクト形式-mi bi-、-re bi-及びそれらと共起する動
詞のタイプについて考察を行う。 
 
5.1 統語論的アスペクト形式 
 ホジェン語には動作の継続を表す-mi bi-と結果の状態を表す-re bi-というアスペクトを表す
分析的な形式がある。-miと-reは副動詞形を作る語尾で、bi-は存在動詞である。これは日本語
の「～ている」という形式によく似ている。まず始めに、bi-の不規則変化と副動詞形を作る-mi
と-re のそれぞれの意味を紹介する。その後で、副動詞形に bi-がついた、-mi bi-、-re bi-の
意味機能の記述を行う。 
 
5.1.1 不規則動詞 bi-について 
 bi-は「ある、いる」を意味する存在動詞で、形動詞形においては不規則変化を行う（形動詞の
規則的なパラダイムは 2.2.2 を参照）。風間伸次郎氏の示唆によると、他のツングース諸語にお
いて不規則変化を行う動詞は数多く存在するが、ホジェン語の場合は不規則変化を行うものはこ
のbi-という動詞のみである。bi-の形動詞非過去形はbi＋si＋人称であり、過去形はbi＋ci＋人称
である75。次にbi-のパラダイムを示す。 
 
 1sg. 2sg. 3sg. 1pl. 2pl. 3pl. 
非過去 bi-si-yi (bi-si-si) bi-si-ni/n bi-si-wu bi-si-su bi-si-ti 
過去 bi-ci-yi bi-ci-si bi-ci-ni/n bi-ci-wu bi-ci-su bi-ci-ti 
表 22 不規則変化動詞 bi-「ある、いる」のパラダイム 
 
 二人称単数の形は bi-si-siと推測されるが（2.2.2形動詞人称体系表 17を参照）、実際の発話
ではこのような形が嫌われ、bi-yi-siという形が用いられる。 
 三人称単数接尾辞-niの母音 iが無声化し、[n]になることが多い。 
 非過去においてはbi-が規則変化をする例も見られる。例えば:bi-yi（1sg.）、bi-yi-si（2sg.）、
bi-yi-ni（3sg.）（複数形は確認できていない）。過去形においての規則変化、bi-xe-人称のよう
                                                  
75風間伸次郎氏によると、他のツングース語における存在動詞の語形もほとんどbi-で、不規則変
化を行う。bisi、biciはわりと古い形と見られる。例えば：ウイルタ語:bisi,bici。 
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な形は尤翠玉氏には見られていない。ただし、若い話者76ではbi-ciとbi-xeとの間でゆれが見ら
れる。 
 なお、定動詞形は bi-re/renである。これは他の動詞の定動詞形と同じである（2.2.1を参照）。 
 
5.1.2 -miと-reについて 
 -miと-reは二つの動詞（V1と V2）を結び付ける副動詞を形成する接尾辞であり、人称を伴
わないものである（2.2.3.2を参照）。つまり、-miと-reでつなげられた二つの動作は同じ主語
によって行われている。-miは V1が V2の様態であることを、-reは V1が V2に先行すること
を表している。-miは「～しながら」、-reは「～してから」と大まかに訳すことができる。 
 
5.1.3 -mi bi-と-re bi-の意味、機能 
 5.1.1 で紹介したように bi-は非過去形と過去形を持ち、アスペクトを表す-mi bi-と-re bi-
においても同じように変化する。-mi biと-re biのそれぞれの非過去形と過去形の意味機能は次
の通りである。 
-mi bi 
 非過去形（語幹+mi bi+si+人称）は発話時点で動作が継続していることを表し、過去形（語
幹+mi bi+ci+人称）は発話時より前のある時点で動作が継続していることを表す。 
 
(277) bi mo-we capci-m bi-si-yi.(0409CY01) 
 私 木-対格 切る-m  bi-si-1sg. 
 私は木を切っている。（我现在正砍树呢。） 
 
(278) sikse mini ene-yi-du-yi,   niani mo-we capci-m bi-ci-n. 
 昨日 私 行く-形非-与格-1sg. 彼  木-対格 切る-m bi-ci-3sg.
 昨日私が行ったとき、彼は木を切っていた。（昨天我去的时候,他砍树来的。）(0409CY01) 
 
-re bi- 
 非過去形（語幹+re bi+si+人称）は発話時に変化の結果が残っていることを表し、過去形（語
幹+re bi+ci+人称）は発話時より前のある時点で、それ以前に生じた変化の結果が残っているこ
とを表す。 
                                                  
76 尤文蘭氏のことを指す。 
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 (279) bi te-re bi-si-yi. (0409CY01) 
 私 座る-re bi-si-1sg.
 私は座っている。（我正坐着呢。） 
 
(280) sikse mini ene-xe-du-yi,  te-re bi-ci-n. (0409CY01) 
 昨日 私 行く-過去-与格-1sg. 座る-re bi-ci-3sg.
 昨日私が行ったとき彼が座っていた。（昨天我去的时候他正坐着呢。） 
 
 -mi biに関しては、すでに Zhang et al.(1989)で記述が行われているが、以下に妥当ではない
と思われる点を 2点指摘する。 
1)ホジェン語のアスペクト・テンス体系について Zhang et al.(1989)は次のように記述し、表
23のような体系を提示した。 
  There are two tenses,present and past, and two aspects, general and progressive, in the Hezhen 
language. They combine to produce the four different forms of a verb. (Zhang et al.(1989:60)) 
 
 progressive general 
bixe past jefemi 
bici 
jefexe 
biyi present jefemi 
bisi 
jefeyi 
表 23 アスペクト･テンス体系(Zhang et al.(1989:60)) 
 
 -mi bixe,-mi biciは過去進行を表し、過去一般を表す-xeとアスペクトにおいて対立をなし
ており、また、-mi biyi,-mi bisiは現在進行を表し、現在一般を表す-yiとアスペクトにおいて
対立をなしたいるように見て取れる。ただし、-re bi-については言及していない。これは一見日
本語のテンス・アスペクト体系とよく似ている（工藤（1995:8）を参照）。 
 ホジェン語の-mi bi-,-re bi-は構造的にも、機能的にも日本語の「～て いる」に似ているが、
完全に一致するわけではない。日本語で「～て いる」でしかできない表現をホジェン語で必ず
-mi bi-か-re bi-を使うとは限らない。代わりに形動詞形が使われることが多い。次の例を見て
分かるとおり、-yiも動作継続や結果状態も表すことができる。したがって、-mi bi,-re biはア
スペクトにおいて、-yi,-xeと完全に対立しているとは言いがたい。 
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 (281) niani esi surgi-we kerci-yi-ni. 
 彼 今 野菜-対格 切る-yi-3sg. 
 彼は今野菜を切っているところだ。 
 
(282) inakin  bugdane-yi-ni. 
 犬  走る-yi-3sg. 
 犬が走っている。 
 
(283) ei birakan  eyi-yi-ni. 
 この 小さい川 流れる-yi-3sg. 
 小さい川が流れている。 
 
(284) furgian tergele titi-yi-ni. 
 赤い 服 着る-yi-3sg. 
 彼は赤い服を着ている。（身に着いている状態である） 
 
2)さらに、Zhang et al.(1989)で提示された jefe「食べる」という動詞の進行形（progressive）
のパラダイムをまとめると下の表 24になる。 
 
sg. pl.  
1 2 3 1 2 3 
biyini biyiti
bisini bisiti
現
在
進
行 
 
jefemi 
biyi 
 
bisiyi 
 
jefemi 
biyisi 
 
bisisi 
 
jefemi
biren
 
jefemi
biwu 
 
bisiwu
 
jefemi
biyisu 
 
bisisu 
 
jefemi 
biren
過
去
進
行 
jefemi bixeyi 
 
biciyi 
jefemi bixesi 
 
bicisi 
 
jefemi
bixeni
 
bicini
 
jefemi
bixewu
 
biciwu
 
jefemi
bixesu 
 
bicisu 
jefemi bixeti
 
biciti
表 24 Zhang et al.(1989)動詞の進行形のパラダイム（動詞の例は jefe「食べる」を採っている） 
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 bi-の非過去形は bi-si,bi-yi、過去形は bi-ci,bi-xeとそれぞれ二通りの語形が記述されている。
しかし、筆者の調査では、-mi bi-xeのような例は確認されなかった。 
 
5.2 アスペクト形式にもとづく動詞の分類 
 日本語のシテイルが、動詞のタイプによって、動作の継続を表す場合と結果の継続を表す
場合があることは、早くから指摘されている。ホジェン語も日本語と平行的な現象が見られ
る。次に提示される-mi bi-と共起する動詞と-re bi-と共起する動詞及び例文を見れば、それぞ
れと共起する動詞のアスペクト的性質は異なり、-mi bi-と共起する動詞は日本語のいわゆる動
作動詞、-re bi-と共起する動詞はいわゆる変化動詞に相当することが分かる。（両方と共起でき
る動詞は括弧に入れた。） 
 
(285) -mi bi-と共起する動詞 
A:自動詞 degde-「飛ぶ」、bugdane-「走る」、xuli-「歩く」、afine-「寝る」、xaNka-「怒る」、
soNo-「泣く」、eyi-「流れる」、tai-「燃える」、kili-「叫ぶ」、miSiki-「這う」、tunku-「動く」、
ukci-「遊ぶ」、go-「吠える」、agdene-「喜ぶ」、ene-「行く」、eme-「来る」、yaxseci-「く
しゃみをする」（ili-「立つ」、te-「座る」） 
B:他動詞jefu-「食べる」、omi-「飲む」、kinda-「放す」、jobgolo-「挿す」、kerci-「切る」、
capci77-「切る」、jigji-「燃やす、焼く」、eu-「書く」（acu-「脱ぐ」、Sane-「噛む」） 
 
(286) esi surgi kerci-m  bi-ren.(0308CY02) 
 今 野菜 切る-m  bi-ren 
 彼は今野菜を切っている。 
 
(287) unu-yi-ni soNo-m bi-ren. (0308CY02) 
 痛む-yi-3sg. 泣く-m  bi-ren 
 彼女（彼）は痛くて泣いている。 
 
(288) ei birkan eyi-m  bi-ren. (0308CY02) 
                                                  
77 kerci-とcapci-は日本語にすると、両方「切る」であるが、capci-は「力強く切り落とす」を意
味する。「木を切る」というときに用いられる。それに対して、kerci-は「野菜を切る」というと
きに用いられる。 
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 この 川 流れる-m bi-ren 
 川は流れている。 
 
(289) tua tai-m  bi-ren. (0308CY02) 
 火 燃える-m bi-ren 
 火が燃えている。 
 
(290) niani xaNka-m bi-ren. (0308CY02) 
 彼 怒る-m  biren 
 彼は怒っている。 
 
(291) niani ili-m bi-ren. (0308CY02) 
 彼 立つ-m bi-ren 
 彼は立とうとしている。 
 
(292) niani tergele-we-ni acu-m bi-ren. (0308CY02) 
 彼 服-対格-3sg. 脱ぐ-m bi-ren 
 彼は服を脱いでいる（脱ごうとする或いは脱いでいる最中）。 
 
(293) -re bi-と共起する動詞 
A:自動詞miaku-「跪く」、dudu-「横になる」、da-「なる」、sene-「目が覚める」、dasi-「閉
まる」、nixele-「開く」、sei-「詰まる」、si-「塞がる」、loku-「掛かる」、muku-「冷める、消
える」、cipka-「濡れる」、laxtu-「付く」、orgu-「乾く」、soxtu-「酔う」、bardi-「生える、
生きる」、yalu-「乗る」、feci-「疲れる」、deriu-「始まる」、odi-「終わる」、bude-「死ぬ」（ili-
「立つ」、te-「座る」） 
B:他動詞 jafe-「持つ」、xebli-「抱える」、titi-「着る」（acu-「脱ぐ」、Sane-「噛む」） 
 
 -re bi-は自他同形動詞の自動詞のほうと共起しやすい。自他同形の動詞について 4.2.4を参照
されたい。 
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(294) urke nixele-re bi-ren. (0308CY02) 
 ドア 開く-re  bi-ren 
 ドアが開いている。 
 
(295) ei saNe-du-ni yoxan sei-re  bi-ren. (0308CY02) 
 この 穴-に-3sg. 綿 詰まる-re bi-ren 
 穴に綿が詰まっている。 
 
(296) miaucin fadilen-du loko-ro  bi-ren. (0308CY02) 
 銃 壁-に  掛かる-ro bi-ren 
 銃が壁に掛かっている。 
 
(297) tergele-yi cipka-re bi-ren. (0308CY02) 
 服-1sg.  濡れる-re bi-ren 
 私の服が濡れている。 
 
(298) niani ta-du  ili-re bi-ren. (0308CY02) 
 彼 そこ-与格 立つ-re bi-ren 
 彼はそこに立っている。 
 
(299) niani tergele-we-ni acu-re bi-ren. (0308CY02) 
 彼 服-対格-3sg. 脱ぐ-re bi-ren 
 彼は服を脱いでいる。（脱いだ後の状態でいる） 
 
(300) tiNen-du em xite xebli-re  bi-ren. (0308CY02) 
 懐-与格  一 子供 抱える-re bi-ren 
 子供を抱えている。 
 
 工藤（1995）では日本語の従来の動作動詞と変化動詞を＜動作＞か＜変化＞かという観点と、
＜主体＞か＜客体＞かという観点を組み合わせ、主体動作・客体変化動詞、主体変化動詞、主体
動作動詞との三つに分類しなおした。ホジェン語の-mi bi-と共起する動詞は日本語の主体動
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作・客体変化動詞と主体動作動詞と重なる部分が多く、-re bi-と共起する動詞は日本語の主体変
化動詞と重なる部分が多いと考えられる。また、-mi bi-が日本語の西方言のシヨル、-re bi-が
シトルとかなりの程度重複するようである。 
 しかし、中には-mi bi- と-re bi-の両方の形を取る動詞もある。ili-「立つ」、te-「座る」、Sane-
「噛む」、acu-「脱ぐ」など。ただし、話者に確認すると、ili-「立つ」という動詞の場合、ili-m 
bi-renが「立ちつつある、立とうとする」ことを意味するのに対し、ili-re bi-renが「立った状
態でいる」ことを意味するという。そして、acu-「脱ぐ」という動詞の場合、acu-m bi-renが
「（服を）脱ぎつつある、脱ごうとする」ことを意味するのに対し、acu-re bi-renが「（服を）
脱いだ状態でいる」ことを意味するという。したがって、V＋-mi bi-はある動作の継続を表して
いるのに対し、V＋-re bi-はある動作が完了してしまった後の結果の継続を表していると思われ
る。この違いは、-miが、V1は V2の様態であることを示し、-reが、V1は V2に先行すること
を示すという、両者の本来の性質の違いによるものではないかと思われる。 
 上で-mi bi-と共起する動詞は日本語の動作動詞、-re bi-と共起する動詞は日本語の変化動詞
とほぼ平行的であると述べたが、ずれている部分も観察される。例えば:「寝る」は日本語で一般
的に変化動詞とされているのに対し、ホジェン語では afine-は-mi bi-のほうと共起する。ホジ
ェン語の afine-は日本語の「寝る」よりは動作性が強い考えられる。また、人によって、動作動
詞か変化動詞か、分類のゆれが見られる「燃える」、「流れる」に関しては、ホジェン語では、こ
の二つの動詞は（tai-「燃える」、eyi-「流れる」）両方とも-mi bi-と共起している。 
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第 6章 動詞に関わるその他の問題 
 
 この章では、これまでの章では述べきれなかった問題を 3つ取り扱う。出名動詞の派生、小辞
と方言差である。 
 
6.1 出名動詞の派生 
 動詞の語形成は形態論の問題というより、語彙的な問題であり、屈折や派生の範疇に入らない
ため、ここで単独に扱う。名詞から動詞を作る接辞-le と形容詞、名詞から動詞を作る接辞-ne
がある。これらは生産的ではない。これらのグロスをつけるとき、語形のままにした。 
 
-leの場合 
 名詞に後続して動詞を作る。例えば:miaucin-le「銃-le」→「銃で撃つ」、xaji-le「ハサミ-le」
→「ハサミで切る」、sapki-le「箸-le」→「箸で取る」、cuca-le「鞭-le」→「鞭で打つ」また、
漢語の名詞や動詞に後続して、その後ホジェン語的に活用を行う用法がある。ホジェン語に固有
の語があっても、話者が思い出せない場合に、漢語の名詞や動詞を借用して、-le によってホジ
ェン語的にしてしまう。これは言語によらず、バイリンガルによく見られる現象だと思われる。 
 
(301) sapkin beti eujirke sapki-le-m jefu-Sen a.(0308CY01) 
 箸 我々 こちら側 箸-le-副動 食べる-否非 3sg. 終 
 （ロシア人は）我々みたいに箸で挟んで食べないの？ 
 
(302) morin-me cuca-le-u-yi e.(0509JY01) 
 馬-対格  鞭-le-非人称-形非 終 
 馬を鞭で打つ。 
 
(303) em ini emdan em ini emdan oxoto gaji-rgi-re, 
 一 日 一回 一 日 一回 薬 持ってくる-反動-副動 
 omi-kune-yi-ni,  tui  gaji-rgi-yi-ni. 
 飲む-使役-形非-3sg. そのように 持ってくる-反動-形非-3sg. 
 imjaka dang78-le-S-ni, （中略） 
 何か 効く-le-否非-3sg. 
 oxoto=de bai jixa xua79-le-m gada-re,（0308CY01） 
                                                  
78 中国語、当dàng、「効く」を意味する。 
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 薬=附属  むだ 金 かかる-le-副動 買う-副動 
 一日一回薬を取りに行って飲ませた。結局何も効かなくて、薬代もむだに使って、 
 
-neの場合 
 名詞と形容詞に後続して述語動詞を作る。 
 
(304) a, uSiku~ dirgan-ne-yi-ni.（0308CY01） 
 間投 小さい 声-ne-形非-3sg. 
 そう、（向こうの人は）小さい声で話す。 
 
(305) bi sagdi-ne-xe-yi.(0209CY01) 
 私 大きい-ne-過去-1sg. 
 私は年を取った。 
 
6.2 附属語（小辞） 
 附属語は動詞だけにつくものではなく、他の品詞にもつく。動詞に直接関わる問題ではないが、
動詞が活用を行った後に附属されたり、文の最後に附属されたりするため、ここでは、接辞ごと
に紹介していく。中には現段階で意味が分からないもの、文のつなぎをしたりして、ほとんど意
味がないものもある。凡例にもあったように、附属語は=で示す。それは附属語が他の接辞と性
質が異なると考えられるためである。附属語は以下のようなものがある。=de、
=tene,=ten,=te,=ne、=ke,=ken、=du、=le、=de 
 
=de 
 日本語の「～も」にあたる。動詞以外の品詞にも多くかかる。 
 
(306) ali eme-yi-ni=de  sa-u-Se-n.(0408CY06) 
 いつ 来る-形非-3sg.=附属 知る-非人称-形非-否非-3sg. 
 彼はいつ来るかもわからない。 
 
(307) ene-S-yi=de  baite-ni  anci.(0408CY06) 
                                                                                                                                                            
79 中国語、花huā、「（時間や金が）かかる」を意味する。 
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 行く-否非-1sg.=附属 問題-3sg. ない 
 私が行かなくても問題はない。 
 
=tene,=ten,=te,=ne 
 この四つは同じ働きをするものである。意味の区別がはっきり分からないが、日本語の「～は」
にあたる。名詞や文に多くかかる。 
(308) ei=tene  cikin ai baite.(0408CY06) 
 これ=附属 最も よい 方法 
 これが一番うまい方法だ。 
 
(309) sikese=ten sa-xa-yi.(0408CY06) 
 昨日=附属 知る-過去-1sg. 
 私は昨日（になって、このことを）知った。 
 
(310) bi ene-xci-yi  bi-ci-n,  amile=ne
 私 行く-たい-1sg. ある-過去-3sg.  後=附属 
 ene-S  odo-xo-yi. 
 行く-否非 なる-過去-1sg.(0408CY06) 
 私は行きたかったが、後になって行かなくなった。 
 
=ke,=ken 
 形容詞や副詞の後について程度を強調する。二つ連続して使われる場合もある。より強い気持
ちを表すことになる。そして、=keが音声的に長く伸ばされることがあり、より強い程度を強調
することになる。次の例では、「～」で発音の長いことを表す。また、文の最後に現れることもし
ばしばある。その場合の意味は現段階では分かっていない。 
 
(311) su  xodoN xodoN=ke.(0208JS01) 
 あなたたち 早く 早く=附属 
 急がなければならない。 
 
(312) teci=ke～=ken xesu-re.  xortoxtu-Se-n.(0408CY06) 
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 本当=附属=附属 話す-定非 3sg.  嘘をつく-否非-3sg. 
 彼は本当のことを言う（正直だ）。うそをつかない。 
 
(313) ei ba exele, (0408CY06) 
 この 天気 悪い 
 yebushi80 tigde-yi-ni, yebushi  imane-yi-ni=ke. 
 ともなく 雨が降る-形非-3sg. ともなく 雪が降る-形非-3sg.=附属 
 天気は悪かった､雨とも､雪ともつかぬものが降っていた 
 
=du 
 「～をしたらすぐ」を意味する。動詞が活用を行った後に、また、副動詞にさらに付くことも
できる。 
(314) emergi-yi=du  xodoN-ji afine-xe-yi. 
 戻る-形非 1sg.=附属 早い-道具格 寝る-過去-1sg. 
 帰ったらすぐ寝た。 
 
(315) sejin-yi ju case isia-Sci-n=du  ebdu-xu-n.(0408CY06) 
 車-1sg. 二 時間 着く-否過-3sg.=附属 壊れる-過去-3sg. 
 私の車は二時間も経たない内に壊れてしまった。 
 
(316) xadile-re bi-re,  acu-rgi-m=du
 背負う-副動 いる-定非 3sg. おろす-rgi-反復体-副動=附属 
 maxalin duSkin gidale-m=du  jafu-re  arci-u-yi. 
 弾丸 中 押し込む-副動=附属 持つ-副動 待つ-非人称-形非 
 背負っている。おろしたら、中に弾丸を押し込んで、持って待つ。 
 
=le 
 条件を表す副動詞形-kiの後に現れる頻度が高く、意味はわからない。条件を表す副動詞形-ki
は人称を伴う副動詞であるが、=leが付く場合、人称が脱落することがある。 
 
                                                  
80 中国語「也不是」、「也不是～也不是」で「～ともなく～ともない」を意味する。 
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(317) erde eme-ki=le niani-me-ni ici-yi-si. 
 早い 来る-副動=附属 彼-対格-3sg. 見る-形非-2sg. 
 早くきたら､彼に会える。 
 
(318) bi yaoshi sa-yi  odo-ki-n=le jefu-S-yi. 
 私 もし 知る-形非 1sg. なる-副動-3sg.=附属 食べる-否非-1sg. 
 もし知っていれば､食べなかったのに。 
 
=de 
 文をつなぐ機能を持ち、「～も」を意味する=deとは異なるが、意味はまだ確定できない。 
(319) ei xite xuli-m  xuli-m=de bugdane-yi-ni. 
 この 子供 歩く-副動 歩く-副動=附属 走る-形非-3sg. 
 少年が駆け出した。 
 
6.3 方言差 
6.3.1 定動詞 
 四人の言語コンサルタントの内、富錦出身の（na beiと自称する）何井山氏の定動詞のパラダ
イムと他の話者（na nioと自称する）の定動詞のパラダイムとの間には体系的な違いが見られる。
以下に、2.2.1 で提示した定動詞パラダイムと何井山氏の定動詞パラダイムを提示する。語例は
jefu-「食べる」を用いる。 
 
sg. pl.  人称 
定動詞 1 2 3 1 2 3 
非過去   jefu-re/ren   jefu-re/ren 
表 25 na nioと自称する話者の定動詞体系 
 
sg. pl.  人称 
定動詞 1 2 3 1 2 3 
非過去 a jefu-φ-mi  (jefu-φ-φ)    
非過去 b   jefu-re/ren   jefu-re/ren 
表 26 何井山氏（na beiと自称する話者）の定動詞体系 
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  他の三人の話者が用いる-re/-renの形は、何井山氏も用いる。何氏と他の三人の話者との違い
は定動詞一人称において語幹＋φ＋miを使う点である。現時点で na beiと自称する話者一人の
データしか採集していない。現段階では断定はできないが、このような違いは方言差によるもの
かもしれない。この-miの形については、凌（1934）、安（1986）が触れている。凌（1934:247）
では、「現在形一人称単数の語尾には[yi]ではなく、[mi]をつけることがある。」があり、安
（1986:51）は、「定動詞直説法未完成体は語幹＋人称である」とし、語幹+mi を一人称の例と
して挙げている。第Ⅰ部 1.1 でも述べたように、凌（1934）はホジェン語の調査を行った地域
を明記していない。「人」という語に対し、naiと beiの二つを挙げている。安（1986）は na nio
と自称するものと na beiと自称するものが同じくキーレンと自称することから、両者の話す言葉
を同じキーレン方言として扱っているため、na beiの例と na nioの例が混在しているように見
える。筆者が調査した na beiは現在一人のみであるが、少なくとも他の三人の na nioとこのよ
うな違いが見られるため、定動詞のパラダイムにおいて、両者に見られる違いは方言差によるも
のかもしれない。ただし、他の接辞に関しては、違いが見られていない。 
 パラダイム表において三人称単数のところに(jefu-φ-φ)を挙げたが、これは「誰が知るか」
のような反語のときにしか現れない。そして、尤翠玉氏にもこのような用法が見られる。一種の
ムードと考えられ、単純な直説法とは言いがたい部分があるので、括弧に入れた。次に何井山氏
の定動詞一人称単数-mi、三人称-reと反語の例を示す。 
 
(320) min sin-du  em tergele gada-φ-mi.（0208JS01054） 
 私 あなた-与格 一 服 買う-φ-mi
 私は君に服を買う。（私は君に服を買ってあげる。） 
 
(321) bi ene-φ-mi.（0208JS01084） 
 私 行く-φ-mi
 私が行く。 
 
(322) bi ta-le  icikci-a-φ-mi.（0208JS01130） 
 私 そこ-向格 見る-趨向-φ-mi
 私が見に行ってくる。 
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(323) bi niani-me arci-φ-mi.（0208JS01225） 
 私 彼-対格  待つ-φ-mi
 私は彼を待つ。（私は彼を待っている。） 
 
(324) niani tecken eme-re.(0208JS01065) 
 彼 本当に 来る-re
 彼は本当に来る。 
 
(325) niani maci bi-re  eme-re.(0208JS01090) 
 彼 少し ある-副動 来る-re
 彼はもうすぐしたら来る 
 
(326) ti nio geren gurun ai-ji  xesu-re.（0208JS01095） 
 その 人 みな 人たち よい-道具格 言う-re
 皆彼のことをよく言う 
 
(327) iniNi lias tigde-re.(0208JS1197) 
 一日 丸ごと 雨が降る-re
 丸一日雨が降っている。 
 
(328) niani xesu-yi-ni, tumaki eme-re.(0208JS01222) 
 彼 言う-形非-3sg. 明日 来る-re
 彼は明日来ると言う。 
 
(329) ni sa-φ-φ?( 0509JS01) 
 誰 知る-φ-φ
 誰が知るか。81
 
 
 
                                                  
81 尤翠玉氏からもまったく同じ例が得られている。 
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6.3.2 語彙の差 
 話者によって同一物に異なる語彙を用いる事例があった。それを若干であるが以下一覧表にし
ておく。 
 
 何井山氏(富錦出身) 尤翠玉氏(勤得利出身) 
1.人 bei nio 
2.嗅ぐ foNsi- xunsi- 
3.歩く fuli- xuli- 
4.道 foxto xoxto 
5.今日 einiNi eini 
6.どこ yi ya 
7.非人称形 -uri -uyi 
8.いっぱい janun jaloN 
9.涼しい gitkuli giotkuli 
10.長い omnio oniomo 
11.忘れる oNmo- omNo- 
12.二番目 ela jutin 
13.タバコ damgin damxin 
14.娶る82 dertexci- derxu- 
15.瓶83 bulia buterke 
表 27 語彙の差 
 
 
                                                  
82 14番の「娶る」は富錦出身の何淑珍氏による。 
83 15番の「瓶」は尤金玉氏の証言による。 
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